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エールを交換する吉川ガバナーと

柏木インカミングガバナー

司会進行の青木次期地区代表幹事
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声高らかにロータリーソングを歌う
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国際ロータリー第 2660地区

-1999～ 2000年度のための一

区 議  会

プ ロ ラ ム
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1999年 5月 15日 (土)於 :リ ーガロイヤルホテル

出席義務者 :1999～ 2000年度当地区各ロータリークラブ会長、幹事ならびにクラブ奉仕、

職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕の各担当理事とロータリー財団、米山奨学各

委員長の計 8名。
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次 年 度 の 方 針
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11:35～ 11:50

交通問題について   光琳 の間

交通問題特別委員会ァドバイザー パストガバナー   廣  瀬  勘
‐一郎

来る2004年の国際大会について

パ ス トガ バ ナ ー 古 田 敬 三

11:50～ 12:00   休憩・食事用意
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開会の挨拶

地区協議会委員長 橋 田  進 (豊 中)

皆さま、おはようございます。豊中ロータリークラブの橋田でございます。

清々しく、緑の映えるきょうこのごろですが、この地区協議会に朝早くからご参集くださいまして、たい

へんご苦労さまでございます。皆さま方も同じだと思いますが、ロータリーの大切なお役を引き受けますと、

だんだん「ご苦労さまです」という言葉を言う機会が多くなります。

さて、本日の地区協議会の開催にあたりまして、吉川ガバナーをはじめ多くのパス トガバナー、地区役員

の皆さまからいろいろご指示・ご指導を賜りましたことを厚く御礼申し上げます。

本年、私たち豊中ロータリークラブは、創立40周年を迎えますが、この機にあたり、当クラブの柏木尚さ

んが次期第2660地 区ガバナーに就任されることになったことは、たいへん光栄に存じます。既にご承知のと

おり、柏木インカミングガバナーは、本年の2月 23日 から3月 6日 まで、シカゴおよびアナハイムを訪問され、

カルロ・ラビッツア次期RI会長より、新しい年度の基本方針をはじめ、RIの テーマなどについて十三分に勉

強してこられました。これを基礎に、柏木インカミングガバナーは、本 日、次年度の当地区における理念、

方向性、お考えなどを披露される予定でございます。

引き続きまして、廣瀬パス トガバナーからは「交通問題について」のお話、またさらに古田パストガバナ

ーから、2004年 に当大阪地区で開催される国際大会につきまして、お話をうかがう予定でございます。

また、午後に開催します部門別協議会では8部 門に分かれ、討論リーダー、サブリーダーを中心に、皆さま

方の個々のクラブの運営、並びに委員会活動などに関して、実務的な討議を行う予定でございますので、十

分にご協議くださるようお願いいたします。

終わりに、本日の協議会の設営のため、いろいろお世話いただいた関係者各位、コ・ホス トクラブとして

ご協力いただきました豊中南ロータリークラブ、豊中一大阪国際空港ロータリークラブ、豊中千里ロータリ

ークラブの方々に深甚のお礼を申し上げます。また、私たちの運営に関しまして、何分慣れない経験でござ

いますので、多々不行き届きな点もあるかと思いますが、ロータリアンとしてのご友情によりお許しくださ

いますようお願いいたします。

では、本日、この地区協議会が実りある有意義な会議であることを祈 りまして、ただいまから国際ロータ

リー第2660地 区、1999～ 2000年度のための地区協議会を開催させていただきます。

12



歓迎の挨拶

ホス トクラブ会長 田 中  `正一 (豊 中)

皆さま、おはようございます。5月 半ばの新茶の香 りを楽しむころとなりました。きようは、国際ロータリ

ー第2660地 区、1990～ 2000年 度の地区協議会に、公私なにかとお忙 しいなか、早朝よりご出席賜りまして、

まことにありがとうございます。

この集いを、ガバナー吉川謹司さまをはじめ、討論リーダー、サブリーダー、そして多数のパス トガバナ

ーのご臨席のもとに開催できますことは、ホストクラブといたしまして、まことに光栄であり、厚 く感謝申

し上げる次第でございます。

地区協議会は、次年度のための出発点となる重要会合であり、次期会長、幹事、理事およびリーダーの

方々には、奉仕についての理解を深め、ロータリーの知識を伝える機会でございます。皆さま方の力によっ

て、きょうの協議会が、有意義な実りのある時となりますよう心から念願いたしまして、私の歓迎のご挨拶

といたします。

13
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次年度の方針

インカミングガバナー 柏木 尚 (豊 中)

今年の当2“0地 区大会は、2004年 の国際大会に

向けたリハーサルの意味 ももつものであ りました

が、近隣4地区連合の地区大会という形で3月 12日 、

13日 に開催 され、ジェームス・ レイシー会長をお

迎えし、素晴らしい成果を上げることができまし

た。事務総長をお引き受けいただきました近藤直

前ガバナー、並びに吉川ガバナーのご尽力には深

く感謝を申し上げる次第でございます。来 る2004

年に開催が予定されてお ります国際大会に向けて

も、一つのめどがついたのではないかと思ってお

ります。

また5月 7日 、8日 には、京都の国際会議場で、レ

イシー会長主催のアジア大会がございました。 800

人以上のロータリアンが出席 され、アジアにおけ

るロータリーの現状、また教育問題等について熱

心に論議が交わされました。会員の数では、全世

界の4分 の1に のぼってお ります し、また寄付等に

おいても3分 の1を 占める役割を担っているという

ことが確認 され、私 自身、この大会で、アジアが

RIに おいてかなり重要な位置を占めていることを

実感 しました。21世紀には、ロータリークラブは

アジアにおいていっそうさかんになってい くで し

よつ。

さて、この協議会は、毎年、ノミニーがアナハ

イムにおける国際協議会に出席 しまして、その後、

地区における会長エ レク ト研修セミナー、次期地

区委員長会議等を経まして、次年度のために開催

されるたいへん重要なアッセンブリーでございま

す。先ほどもご紹介がありましたとお り、私は2月

23日 から3月 8日 にかけてアメリカを訪れ、協議会

に出席 してまいりました。

アナハイム・ヒル トンを借 り切って開催 された

協議会は、全世界 528地区のガバナーノミニーが夫

妻で参加 し、まことに壮観で した。オープンセレ

モニーでは、加盟国 159の 国と地域の国旗が順番に

入場 して くるわけで、まさに国際大会だなと深い

感銘を受けました。

RIの次期会長エ レク トであ りますカルロ・ラビッ

ツァさんは、イタリア人で、ミラノ南西ロータリ

ークラブの会員です。建築デザインの専門家であ

り、特に公共施設についてたいへん詳 しい方でご

ざいます。

テーマは堅実、信望、持続

さて、次年度のRIの テーマ等についてご報告を

させていただきます。

今年はご承知のように、カルロ・ラビッッァさん

は新 しいプログラム、新 しいプロジェク ト等を出

してお りません。彼の言葉で申します と、「持続」

という新 しい指針のため、1999～ 2000年度は新 し

いプログラムを導入 しないことを決定 した、とお

っしゃっているわけです。私 としては、自分なり

にまとめた形でご報告をさせていただきますが、

カルロ・ラビッツァ会長エ レク トが次年度に向け

て強調 したことは、大きく分けて2つ あると考える

わけでございます。

1つ 目は、今年度、すなわち1999～ 2000年 度は20

世紀 と21世紀 との架け橋であ り、この年度 を、自

分自身をもう一度点検 し、21世紀 を迎える準備の

年にしてはどうか、ということであ ります。付 け

加えて申します と、より力強 く、より柔軟なスタ

イルで、新 しい時代にふさわしいロータリーをつ
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くろうと言っているわけです。そのためには、ロ

ータリアン自身が変わっていかねばならない、と

いうことになります。

2つ 目は、たいへん説明しにくく、皆さんからの

アンケー トにも「 ?」 がついて返ってきたものが

あったのですが、「持続」(conmuance)で す。私た

ちロータリーにおいて、役職は1年 ごとに交替して

いきます。その良い面について、私はよく承知 し

ておりますが、カルロ・ラビッツァ会長エレクト

は、あえて「持続」ということを強調されたので

す。ロータリーの未来をより強力にするため役立

つのは持続であり、指導者や目標、プログラムを

毎年変えていると、長期的には深刻な困難に直面

するであろう、とまで言い切っておられるわけで

す。これは、まさに大きな改革ではないかなと私

は思います。

また協議会では、私たち一人一人が真のロータ

リアンになるために、次年度のテーマが設定され

ました。すなわち、テーマは、あくまでもロータ

リーの過去・現在・将来にとって最良のものであ

るということを信じつつ、「ロータリー2000」 、そ

して活動は「堅実、信望、持続」と決定されたわ

けです。

21世紀の変化とニーズに対応

このテーマを私なりにご説明させていただきたい

と思います。「ロータリー2000」 は、いわゆる21世

紀という新 しい世紀に向けて、私たちは真のロー

タリアンになろうではないかということです。そ

のためには、ロータリーの規則と信念に堅実でな

ければならない。一貫性をもたなければならない。

なぜかというと、大きな変化を遂げるけれども、

軸まで動いては困りますよということです。そ し

て持続を大切に、信望をかち取れるような行動を

しようとするものでございます。

私としては、いつも謙虚さを忘れないで、そして

すべてのをものを呑み込める度量を広 く養ってい

こうではないか。すなわち、ロータリーの原点と

いうものをはっきりと踏まえて、21世紀のあらゆ

る変化と新 しいニーズに柔軟性をもって対応でき

るロータリアンになろうということを、自分なり

の結論として申し上げます。

部門ことの方針

次 に、4大奉仕、8部 門について、順を追って申

し上げます。

クラブ奉仕部門ですが、課題は何と申しましても

会員増強です。1997～ 98年度にはアメリカでも初

めて会員が少 し減 り、RIも 非常に危機感をもって

いるわけです。教会など、他の奉仕団体でも減っ

たようです。不況社会の到来など時代の背景 もあ

りますが、われわれロータリアンとしては、それ

だけで片づけられない。私たちが本当にロータリ

ーの原則をきちっと守って奉仕活動をしているか

どうか、 もういっぺん自分たちに問い直 してみた

らどうだろうかと思います。また、クラブ内部に

ついても、寛容あるいは度量の大 きさ、あるいは

連帯、また親睦ということをふまえ、きちっと運

営できているかということも考えないといけませ

ん。吉川ガバナーは「みんながクラブで汗をかい

て奉仕に集中するという機会をつ くると、必ずそ

のクラブは活性化する」 ということを常に言われ

ています。外から見ても非常に活力のあるクラブ

をつ くってい くことが、遠回 りのようであ ります

けれども、退会の防止、あるいは新会員の増加に

つながるのではないかなと、私は考えるわけでご

ざいます。

広報 に関 しましては、特に吉川ガバナーも指摘

されるハイテク技術の進化、これに遅れないよう

に、クラブ同士のネットワークも含めて進めてま

いらなければならないと思ってお ります。 また、

それが事務の合理化につながればいいなと考えて

お ります。

規定情報につきましては、皆 さんも既にお持ち

だと思いますが、「ご存 じですか」 という青色の98

年度版が新 しく出てお りますので、クラブで十分

ご活用願います。2001年 は規定審議会の年になり

ますが、これはもう既に21世紀に入っているわけ

ですから、新 しいニーズに向けて新 しいアイデア

を提案するように準備をしようと考えております。
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親睦活動はロータリーの基本の一つで して、非

常に大切なことです。会員同士は当然のことです

が、さらに、奥様なりご家族 も含めた親睦が大事

になってくるんじゃないかなと思っております。

職業奉仕でありますけれども、私 は、現在のよ

うなややこしい時期こそ、職業倫理が光って くる

んではないかなと思ってお ります。ロータリーの

基本的発想の一つであるボケーショナル・サービ

スを常に基本的な理念 として、各クラブの活動の

面で会員一人一人に自覚 していただきたいところ

でございます。

社会奉仕部門ですが、地域社会のニーズの変化

をそれぞれの地域でキャッチ し、奉仕の輪 を広げ

ていただきたいと思います。中で も、特に環境保

全の問題については、これから21世紀に向けて継

続的に様々な問題が出て くるで しょう。われわれ

の地球は、宇宙から見ます とたいへん小さい。小

さいけれども美 しい地球です。これを汚 さないよ

うにしなければならない。われわれが日常生活の

中で意識を変えてい くことによって、大 きな道が

開けてくるんではないかな、と思えます。

国際奉仕部門でありますが、世界社会奉仕 (WC

S)におきましては、人道的援助 を中心に相当な

実績を上げていただいています。これもフォロー

アップができる仕組みなり、体制なりが大事なの

であ り、ロータリー財団とのプログラム利用、と

いった面 も大いに研究する必要があるのではと思

ってお ります。各クラブからは一人当た り5000円

以上の支出が必要だということでございます。

青少年交換委員会ですが、21世紀を担う健全な若

者をぜひ育てていただ くようご奉仕をいただきた

いと思ってお ります。特に私は自分 と重ねてお願

いするわけですが、若い人は自国語以外に必ず英

語 ぐらいはきちっとマスターできていないと、こ

れからは世界に通用 しないんじゃないかなと思い

ますので、青少年交換では語学力をマスターでき

るようなご指導をこれまで以上にしていただきた

いと思います。

国際交流平和委員会においては、今年の国際大会

はシンガポールで、6時 間ほど飛べば着 く近さです

か ら、一人でも多 くご参加いただきたいと思って

お ります。平和問題について、大いに論議 を交わ

して ください。

□―タリー財団部門ですが、私自身よく理解 して

いない面もた くさんあ ります し、皆 さんも非常に

複雑に感 じておられると思いますので、 11月 のい

わゆる財団月間にセミナーを開催 させていただこ

うと思っています。吉川ガバナーや諮問委員会に

もご相談申し上げ、菅生パス トガバナーにご了解

を得 まして、徹底的にこのロータリー財団につい

て勉強会をしようということを提案 してお ります。

この勉強会には、皆さんもぜひご参加をいただき

たく思います。

米山奨学部門ですが、これも日本独特の組織で、

たいへん大 きな成果をあげてお られるわけです。

特にロータリーのない中国からもた くさん勉強に

来られてお ります。幸い、大阪のわれわれの地区

では、大阪大学がございますので、いろいろご厄

介をかけてお ります。また、教育問題あるいはま

た米山の問題は、京都のアジア大会でもちゃんと

ご報告 をされてお りましたので、そのことも申し

添えておきたいと思います。

拡大部門ですが、新 しいクラブが結成されること

はたいへんな努力が必要だと存 じてお ります。今

年度 も、ガバナー任務の一つとして新 しいクラブ

が誕生することを期待 しているところでございま

す。

特別奉仕部門へまいりますが、これこそ今年のテ

ーマに沿った、長期的に構えた奉仕 となってお り

ます。

国際大会特別奉仕部門については、2004年 の国際

大会を成功させるためにも、2“0地 区としての役

割等をこれから十分担ってい く気持ちを高めてい

かなければなりません。このあと古田パス トガバ

ナーよりご報告をいただけることになってお りま

すので、よくお聞きいただきたいと存 じます。

交通問題特別委員会ですが、この地域の今期の

連合地区大会でも決議をされてお り、交通問題は

今年で3年 目になるわけでございます。「石の上に

も3年」ということで、むしろ具体的な提案をして
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まい ります。後ほど廣瀬パス トガバナーより、こ

の件につきましてもアピールをしていただくこと

になっているわけでございます。

教育問題特別委員会ですが、戦後半世紀を経た

今 日こそ、基本的な問題 を深 く、時間をかけて、

あらゆる角度から論議をしていただきたいと思っ

ているわけであ ります。すなわち家庭におけるし

つけの問題であるとか、社会に対するマナーの問

題であるとか、そういうことを含め、専門的立場

からご検討いただきたいと思ってお ります。これ

らは過 日の京都におけるアジア大会でも大 きく取

り上げられた問題でございます。

さて、最後になりましたが、当地区の地区大会

を、来年2000年 の5月 12～ 13日 に予定 しております。

年に一度、地区内の83ク ラブのロータリアンが一

堂に会 し、その年度を振 り返 り、評価すべ きは評

価、反省すべ きは反省 し、次年度に期待 と展望を

もって臨むといった地区大会です。今回は、新装

なりました大阪府国際会議場が来年の4月 にオープ

ンしますので、そこをお借 りしてイベントを開催

したいと思ってお ります。時節柄、あまり派手な

ことはできませんが、RI会 長代理 もお見えになり

ます し、今世紀最後の地区大会ですので、それに

ふさわ しい催 しにしたいと考えてお ります。皆様

にも、年に一度の地区大会の意義を噛み じめてい

ただ くと同時に、ぜひとも盛 り上げていただくよ

うお願いします。

最後に、4つ のテス トを復唱 して、報告を終わり

たいと思います。

言動はこれに照らして、

1.真実かどうか、

2.み んなに公平か、

3.好意と友情が深まるか、

4.み んなのためになるかどうか。

ありがとうございました。 (拍 手)

出席報告
登録委員長 豊 島  了 雄 (豊 中)

本日の出席報告をさせていただきます。国際ロ

ータリー第2660地 区、83ロ ータリークラブから代

理者を含め 664名 。ガバナーをはじめパストガバナ

ー、討論サブリーダー並びに本日のホストクラブ

会員、次期地区幹事はあわせまして79名 。総数 743

名の出席をいただいております。以上です。(拍 手)
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交通問題について

交通問題特別委員会アドバイザー

パストガバナー 廣瀬勘―郎 (大阪西南)

交通問題による莫大な損害

一昨年近藤パス トガバナーによって、第2660地

区に交通問題特別委員会が創設されたこと。そ し

て地区大会において「交通事故防止運動を積極的

に推進する」決議案が採択されたことは皆さんご

承知の通りです。

そもそも交通問題と一口に言ってもじつに広範

にわたる諸問題を抱えておりまして、その重要性

は世界的にもますます深刻さを加えています。日

本を含めて毎年発生する交通事故死者の数は、合

計 して広島 。長崎のそれより多 く年々増える一方

です。日本においても、年間の人的・物的その他

の損害額は4兆3千億の巨額に達 し、そのうち人的

損害だけでも2兆円にのぼります。また排気ガス等

による環境汚染問題、都市交通問題、とりわけ交

通渋滞は年間総時間にして53億 時間にもおよび、

その経済的損失は12兆円となっております。これ

は国民経済的問題のみならず被害者の肉体的・精

神的苦痛はもちろんのこと、警察や裁判での事故

処理等における不備等を数えあげればわが国の社

会的有形無形の損害は計 り知れないものがありま

す。

事故防止への取り組み

そうした深刻にして広範な諸問題をすべてロー

タリーで取 り組むことは至難の事業であります。

テーマを人的問題すなわち『交通事故をいかに事

前に防ぐか」という点に焦点を絞って取 り組むこ

とに決めました。さっそく大阪府警、地区の各警

察署、交通安全協会、大阪商工会議所、都市交通

問題調査会や学識経験者等とタイアップし、各方

面からのニーズや情報を頂き、地区内会合には講

師としてスピーチやご指導を賜りながら、試行錯

誤を繰 り返してまいりました。近藤ガバナー、吉

川ガバナー、大森担当パス トガバナー、特別委員

会委員長をはじめ各委員、そして各ロータリーク

ラブにおいても、それぞれ御尽力たまわりました

ことをこの機会に厚く感謝申し上げます。

また、当地区内の活動に加えて当地区以外に対

しても交通事故防止運動への取 り組みの働きかけ

を行い、第2640地 区、第2650地 区、第2680地 区、

第2690地 区、第2670地区の各地区においても決議

採択されました。また本年3月 の4地 区連合地区大

会でも改めて『交通事故防止運動への積極的取り

組み』が決議されています。

本当の「平和」をめざして

今や世界は人類の幸福のために『世界の平和 と

安全』 を、国連をは じめ世界各国 も高 く掲げて、

その達成のためにあらゆる努力を尽 くしてお りま

す。Rlに おいても国際奉仕部門が積極的に取 り組

んでいます。

そのような努力にも拘 らず、世界の各地では未

だに戦争の災禍は止まるところを知 りません。

ところで日本は果たして文字通 りの平和で安全

な国だと言えるで しょうか。カンボジアやい くつ

かの国では、対人地雷の撲減のために巨額の撤去

費を供出 しています。他国との流血の悲劇は戦後

おさまっていますが、同 じように日本列島の上で

も、車という走る凶器によって、年間1万人の死者、

100万 人の重軽傷者が出てお ります。犠牲になった

人は50万 人を超え、重軽傷者に至つては5000万 人
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にのぼります。交通戦争による被害は、広島・長

崎の比ではありません。しかもある日突然何の予

告もなしに悲惨な地獄に突き落とされているので

す。今、こうしている間にも、40秒 に1件の事故が

発生し、1.3人が重軽傷を負い、57分 に1人の貴重な

人命が失われています。これで果たして日本は真

の平和国家だと言えるのでしょうか。

日本人は、水と安全は『ただ』同然のように手

に入ると錯覚を起こしがちですが、安全は、日本

人同士のたえざる努力と協力によってのみ確保で

き、保持できるものである事を自覚せねばなりま

せん。

『安全」というものは決して自分だけが保証さ

れていて、危険は他人がみんな被るものではあり

ません。交通事故に限らず一般の事故でも、いつ

何時自分に襲いかかってくるかも知れない性質の

ものであります。その意味では、交通事故防止活

動は他の奉仕活動と違って、世のため人のための

みならず、自分自身のためにも役立つ大切な奉仕

活動であることを十分にご認識いただきたいので

す。この運動の輪を広げることにより、一人でも

二人でも不幸な被害者をなくし、国際ロータリー

において最高の目的の一つとされている人権主義、

人道主義の実践に結び付けることが最も有意義な

奉仕であると確信するものであります。

運動は半永久的に

当交通問題特別委員会は、何十年もの歴史と伝

統のある他の奉仕部門に較べればまだまだ未完成

の面があります。ですから地区委員会、各クラブ

においても積極的にご支援、ご協力のほどお願い

申し上げます。

その意味で各奉仕部門においても、たとえば職

業奉仕部門はロータリアンの職場で、事業所では

従業員に、青少年奉仕部門ではローターアクトと

インターアクトとが力を合わせて幼児や少年等に

交通マナーの教育をしなければなりません。社会

奉仕部門においては、最も被害者の多い高齢者ヘ

の指導を実施 し、国際奉仕部門・ロータリー財

団 。米山記念奨学会等との接点も設けて頂き、ク

ラブ奉仕部門からはマスコミ等への積極的支援を

お願いしたいと思います。そして当特別委員会と

総合的・横断的に交通事故防上のキャンペーンを

張 り、ロータリーを挙げて必要な交通問題に、車

社会が存続する限り半永久的に取 り組んでいただ

く事を、特に切望するしだいであります。

終 りに、次年度第三年目を迎えるに当たり、

我々ロータリアンとしてはまず『院より始めよ』

であると思います。その意味でこの大奉仕活動を

展開する前に、我々の基本姿勢として『我々ロー

タリアンは自ら交通ルールを厳守しよう』と誓い、

これを合い言葉として運転免許証の有無にかかわ

らず、全ロータリアンが次年度柏木ガバナーのも

と、率先 して日常生活・職場生活の身近かな中で

実践していこうではありませんか。
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来る2004年の国際大会に

ついて

RIの国際大会は、1910年第1回 目開催以後一度も

欠かすことなく、今日まで世界各地で開催されて

います。その間1961年 と1978年 の二回は、日本の

東京で開催されており、いずれも大変な成功を収

めています。特に1978年 の国際大会登録者数は

39,834人 にものぼり、この記録は今日まで一度も破

られたことはありません。

このたび2004年 の国際大会を日本の京阪神4地区

(2660、 2640、 2650、 2680)連 合で、関西において

開催することの招請が承認されました。これは日

本のロータリアン諸先輩の努力実績と、4地区ロー

タリアン各位の熱意が国際ロータリー役員の皆さ

んに通じたからにほかなりません。

大会開催期日は2004年 5月 23日 (日 )か ら26日

(水)ま での4日 間です。参加人員は、外国のロー

タリアン並びに家族2万人、日本のロータリアン並

びに家族3万人、合計5万人と推定されます。「開会

式」は5万人の収容力を持つ大阪 ドームで行い、

「本会議」並びに「親善の家」は大阪南港の「イン

テックス大阪」で行うことが内定しました。「国際

青少年交換」その他の諸会議は、大阪・京都・神

戸各都市の諸会場で開催されることがRIの 理事会

で決定されるでしよっ。

今後のRI大会開催地としては1999年 度「シンガ

ポール」、2000年度アルゼンチンの「プエノスアイ

レス」、2001年度アメリカの「サンアントニオ」と、

ここまでは決定公表されています。2002年 及び

2003年の開催地が未だ公表されていないにもかか

わらず、2004年の開催地「大阪」が先に決定され

た事は、京都RC千宗室氏 (元RI理事)を委員長と

する日本の「2004年 RI国際大会準備委員会」と、

国際大会特別委員会委員長

パストガバナー 古田 敬三 (大阪)

京阪神4地区ロータリアン皆様の熱意がRI本部に通

じたものです。私も準備委員の一人として関係の

皆様に深く感謝いたします。

RI国際大会のリハーサルとして開催された4地区

連合地区大会も、RIレ イシー会長の出席と連合4地

区皆様のご協力により無事終了しました。しかし

本番の準備はこれからです。今後もガバナー会を

はじめ日本全国のロータリアンからの物心両面に

るご援助・ご協力を頂かねばなりません。またわ

た準備のための諸委員会組織には4地区の皆様から

役員あるいは委員として多大のご協力を頂かねば

なりません。皆様方のご協力による2004年の当地

における国際大会の成功が世界平和へ前進する日

本の姿として世界中の人々に通ずることができる

よう心から願うものであります。
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部門別協議会

会長部門

討論リーダー インカミングガバナー

サブリーダー

サブリーダー

柏木  尚 (豊中)

青木禎―郎 (豊中)

勝本  保 (豊中)

2006地区の特色とカルロ・ラビッツの言葉

柏木 2660地区は 3つの特色がある地区だと思い

ます。十数名のパス トガバナーがたいへん立派な

方で、いろいろお教えいただいて、私たちはたい

へん幸せです。 2つ 目は片道 2時 間あれば83ク ラ

ブほとんどを回れるという地区も少ないんじゃな

いでしようか。 3番 目は次のガバナー、エレクト

にすぐになられるのですが、大阪北の土井正裕さ

んという、「歩く手続き要覧」のような規定に詳し

い方がいらっしゃいます。日本に34の地区、世界

には 528の地区がありますが、この3つが2660地 区

のたいへん大きな特色ではないかと思います。

私はノミニーになり、アナハイムでの協議会に

行きました。大会のシンボルマークは、カルロ・

ラビッツのデザインです。2000と 真ん中に□が 4

つあり、そこから矢印が八方に散って、エネルギ

ーを放出しています。 4つ の□は、 4つ のテス ト

がその[]だ と。そこへ2000で すから2-0-0-0
と入れればマークになっているとのことです。

2005年 はロータリーの百年祭、カルロ・ラビッ

ツは「変化とはロータリーの本質で、革新的変化

が新しい世紀には必要になるだろう。人々のニー

ズは劇的な変化をし、時代の変化にふさわしいロ

ータリーを作らねば」と彼は盛んに言っておりま

した。

また、会員増強について、「草の根レベルのクラ

ブとエバーストーンの本部の指導者の間に考えの

差があることは悲劇だ。RIが hcadquartcrに な

ってはいけないのでは」と。私も同感です。クラ

ブあっての地区であり、地区あってのクラブであ

るという関係が大切ではないかと思います。

現在、世界に2万9000ク ラブありますが、そのう

ちの9248ク ラブの会員数が25名未満、 400ク ラブは

会員数 9名未満だそうです。「そういうクラブが地

域社会においてRIを代表できるんだろうか。こ

うしたクラブに平均 5名 の会員を入会させられれ

ば4万 5000人 の増員になる」と言っています。ま

た、「ロータリアンを分析すると 100の場合に30%

は奉仕に熱心な会員であると私は思う」と。70%

の会員が本当に熱心なロータリアンに変われば、

どんなことがなし遂げられるだろうかという意味

なのでしょう。

会員増強のところでは「他の奉仕団体も会員の

減少を見た。それはいまの時代が悪いからだ」と

言っています。それも一因ですが、われわれ自身

が振 り返って、集まっているクラブが本当にロー

タリーとしての役目を果たしているのだろうかと

考えてほしいと。

カルロがRI会長ノミニーになったときに、グ

レン・キンロスさんがRI会長で、「会長が、会長

エレクトだったレイシーさんと重要な意思決定を

するときに、ノミニーだった私を参加させてくれ

たのは歴史的なことで、いままでになかった」と。

だからいまのレイシー会長、それから次のカルロ

会長エレクトの 3人で相談して決めてきたそうで

す。そして会長職関連の従事期間を3年 にするよ

うRI会長指名日程を変えることを提案している

そうで「 トップ3人のロータリーの指導者の継続

性が組織について最も安定感を与えていると思う」

と言っています。
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地区予算について

勝本 ここ数年厳 しい経済環境のなかで、これま

での地区の財務委員会および地区の委員長をはじ

めとして、お金を使 うのはできるだけ少なくとい

う方針のもとに、収支の均衡を保つように作成さ

れてきました。1999～ 2000年度は、前年度からの

会員数の減少傾向を反映 して、予算規模は前年よ

り若干減額する状況にあります。

予算 としてはほんの O.5%、 50万 程度ですが、

前々年度の繰越金の計上が1400万 円で、例年に比

べて 400～ 500万 多かったんです。一つの原因は、

前々年度に特別会計の整理という形を取 りまして、

その余剰金は一般会計のほうに回 し、繰越金が多

かった。その影響でほとんど予算規模が変わらな

かったので しょう。こういう経緯や現状を考慮 し、

ガバナーの方針を踏まえて次のような予算編成を

しています。

一般会計の基本方針 として、地区の会員数を前

年度 と同 じ5300名で予定 しています。あとは予算

総額が9850万円、前年比で50万 ほど減額ですが、

これに対 してガバナー事務所の経費 とか会議費、

『ガバナー月信』印刷等の経費を少 しでも削減 して

地区委員会活動のほうに振 り向けるということで、

地区委員会活動は前年度対比で 5%程度上回って

お ります。前年度の地区委員会活動費の予算が

2600万 円、今年度は2750万円になっています。

収入の部については、5300名 の会員に対 して、

各クラブヘの還付金が一人当た り1万 5000円 とい

うことで、前年度、前々年度 と同様据え置 きとし

ております。

支出については、収入に見合った予算 を編成 し

ないとだめだということで、各部門の委員長をは

じめ、責任者の方に協力をお願い しました。委員

会活動費については、2750万円という総額はあり

ますが、これは基本的には各委員会からの活動計

画および予算要求額 と過去数年間の実績に配慮 し

た予算組みとしています。

その中で、インターネットの問題が出ています。

2660地区の 1998～ 1999年度の先般の地区大会の決

議第 3号でも、インターネツト利用によるロータ

リーの高度情報化の推進ということが決議 されて

います。これに対応するため、広報雑誌委員会の

予算の中にわずかですが組み入れてお ります。広

報雑誌委員会の予算の総額で見た場合、前年度の

50万 円に対 して今年度は 140万円。この差額が全部

インターネットにい くとは限 りませんが、可能な

限り予算を計上するということです。

1)クラブ事業助成金

勝本 特別奉仕部門については従来の方針を引き

継いで、交通問題、教育問題等の予算 を計上 して

います。

クラブ事業助成金は、クラブ独 自の主体的活動

を支援するために前年度から設けられたもので、

今年度も継承するということで、前年度の予算 100

万円より多い150万円が計上されています。総枠が

100万 円しかないものですが、少 しでも増やしたい

というガバナーの方針もあったためです。

2)会議費・印刷費について

勝本 会議費については 2.5～ 3%程度減額 してお

ります。これまでの実績を配慮 して可能な限 り費

用の削減に努めてお ります。 3%と いうと金額に

すると20万円程度で、大 したことはないのですが。

要は委員会活動費以外で、私 どもが直接関与 して

いる部分で削れるものはたとえlo万 でも5万でも

削って、他にまわそうということです。

『ガバナー月信』印刷費としては、これはガバ

ナーの方針として従来どおり各クラブの会長幹事

に配付することを基本にして予算を計上 しており

ます。今年度も希望者には有料で配付 します。会

長エレクトさまにはホームクラブに帰られたら、

ぜひ有料で購入してください。これは前年度の予

算が 750万円、今年度は 700万。 7%の 減額になっ

ていますので、ぜひご協力のほどをお願いします。

3)事務所経費

勝本 ガバナー事務所経費としては、前年度 650万、

今年度 630万で、3%減額しています。この経費の

中で、これまで構築したコンピューターシステム

の維持費を計上しています。これまでは開発費と
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して多額の予算を計上しましたが、一応開発が終

わり、それを維持管理しておく部分に予算を計上

しています。

次年度ガバナーノミニー事務所の資金手当てと

いうことで、これは、今年度も継続して 500万円計

上しております。

4)特別会計

勝本 地区特別会計については、国際ロータリー

の手続き要覧で、一般会計と同様、本日の協議会

の皆さんの会長部門で承認をいただくということ

になっておりますので、ここで説明させていただ

きます。

特別会計の一つは青少年交換ファンドで、地区

クラブ会員数の人頭割り、一人当たり年額2000円

で予算組みをしています。これは前々年度、前年

度も同額で2000円 です。いろいろなご意見もある

ようですが、時節柄2000円 ということでお願いし

ております。

5)世界社会奉仕委員会

勝本 世界社会奉仕委員会としてはクラブの拠出

金70万 円で予算組みをしております。これはクラ

ブ独自で活動をする場合にはそれを使いますが、

しないときにはここへ出していただくという形に

なります。

6)米山奨学生活動費

勝本 米山奨学生活動費としては、米山奨学会補

助金を主体とした予算組みをしています。米山の

寄附金とは別の問題で、寄附金は本部のほうに行

きますが、これは逆に向こうから返ってくる補助

金を主体にした予算組みということであります。

クラブ訪間について

柏本 私より立派な方がたくさんいる中で、ガバ

ナーという肩書で皆さん方のクラブを訪問するの

は気が重いものですが、地区委員のご意見を聞い

たりするのが仕事ですから、次々訪問させていた

だきたいと思っています。

この前もあるクラブの周年記念に行きましたら、

捨てられた大を拾ってきて訓練 し、聴導大にする

ということを聞きました。私はそういったものを

十分お聞きして帰り、本部への報告書に載せたい

ので、よろしくお願いいたします。

:Mについて

柏木 これは 8組 に分かれてやっていただきます

が、ゼネラルリーダーが、誰を呼んでどんなこと

をテーマにしようかとお考えいただくわけです。

IMはかなり独特な企画が出ていて、それでいい

と思うんです。 IMは 8つ なり10と クラブが寄っ

て地区をつくっているので、早く委員会を開いて、

内容について地区同士で話し合ってほしいんです

よ。その話し合いや連携で、地区の特色が出てき

て、非常に大きな産物が生まれるのですから。当

然のことながらゼネラルリーダーとはご相談いた

だくわけですが、そういった雰囲気を作っていた

だけたらと思っています。

アンケー トについて

柏木 たいへんおもしろい文章があ りましたので

ご紹介 します。「“奉仕は、熟年のごとき深慮で、

そ して壮年のごとき実行力で、青年のごとき熱情

で "、 我がクラブは今年はこれでいこうと思 う」。

それか ら、僕は「素地」 という言葉が好 きです。

お年を召 した会長さんからかもしれませんが、「21

世紀に向けてロータリーの素地をつ くる年にした

い」 というアンケー トもありました。例会につい

て「質素で品のある例会にしたい」 と。皆さんに

ご賛同いただきたいと思います。

21世紀には助け合い、励 まし合いの時代がやっ

て くると思います。各クラブ内でも連帯意識を持

っていただけたらと、アンケー トを見ながら思い

ました。

2000年地区大会の会場

柏木 2000年 5月 13日 の会場は、府立の国際会議

場をもう既に予約 しています。ここは 4月 1日 が

こけら落としで、新 しい雰囲気で実施できるので

はないかと思います。
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私としては、日本の古来の芸能にスポットを当

ててみたらどうだろうかと思っています。我が国

の歴史や伝統を深めたり、造詣の深い人たちをお

迎えして、そういった催 しものができたらなと考

えております。

地区大会の全員登録のお願い

柏木 たいへん申しにくいことですが、今年 も前

期・後期、3500円 ずつ、年間7000円 のご負担いた

だき、全員登録 ということで、地区の大会の催 し

にもってまい りたいと思います。来年は2000年 に

なりますので、今世紀最後の地区大会。 きょう、

ご決議をいただければ幸せです。よろしくお願い

申し上げます。

若林 (大 阪東)地 区大会の全員登録の趣旨は、

20世紀の最後の地区大会に、みな挙げて成功させ

ようということですか。

柏木 それに、 1年 間、みな営々として各クラブ

が企画を立ててやってきたので、そういうものを

総括 し、みんなで成果を讃え合ったり、反省する

ところは反省 しましょうという大会にしたいとい

うことも含めています。

若林 (大阪東)近 藤ガバナーのときの全員登録

の理由は、地区大会等に関 しては、どちらかとい

うと一般会員の自主的参加の運営でもってやると。

ただし、一部の会員の負担があまりにも高 くなる

ので、できるだけ参加 しておられる方の費用を低

減 したい。もう一つは全員登録することによって、

登録者数が増えるだろうという趣旨のご説明があ

りました。来年のガバナーのお話については、地

区大会そのものは会員さん皆 さん方の一種の、お

祭 り的な趣旨があ り、総括や反省するといった色

彩は、本来はあまり強 くないのでは。

だから地区大会そのものが、近年、どちらかと

いうと参加者の意欲を増 さないような状況になっ

ているのではと思います。現実に全員登録された

けれども、この 4地区合同大会のときに各クラブ

に対 して動員のご要請があったということは、ど

ういう現象なのか。こういうことを私は質問させ

ていただきたかったのです。

柏木 わか りました。私は、だから「お願い」 と

いう言葉で申し上げてお りますが、基本的には地

区大会 というのは、実際は自主参加が基本です。

これは間違いあ りません。 したがって、私はお願

いとして、少なくとも2660地区は、 2時間で全部

行ける地区のクラブの方が83集 まっているわけで

すか ら、で きれば年に 1回 ぐらいは全員集 まる、

という気持ちだけは持っていただきたい。

もし、自主的に行 く者だけ払 うことになれば、

一人当た りの金額 も大変なことになります じ、イ

ベントと皆さんとの関係が小 さくしぼんで しまう

恐れもあ ります。できたら全員登録で、3500円 2

回を地区大会としてご拠出 していただけないだろ

うかとお願いを申し上げているのです。細則の 15

の60-1、 2で、この場で 4分の 3以上の賛成が

ないといけないので賛成いただけたらなと思いま

すが、もう少 しご意見を頂戴できませんで しょう

か。

青木 私のほうに、この地区大会、次年度のこと

でいろいろ進めていけというご指示をいただいて

お ります。昨年の予算は、ご存 じのとお り、 4地

区合同の分で したので、これはどうすることもで

きません。実は近藤パス トガバナーのときの予算

を全てこちらに拾いあげました。過 日からいろい

ろ、大会の会場によってどんな差額があるかとい

うことを、いろいろ検討してお ります。

いま、前期・後期に3500円 ということでしたら

7000円、近藤さんのときは8000円 だったと思いま

す。一人当たり700円の余剰金、一人当たり700円、

クラブにお返 しになったことが記録 にあ ります。

ちょうど幹事をやっていましたので。

財務委員長は当2660地区は5300人 のメンバー数

の予算を組んでいますが、私 と財務委員長でこの

予算をつ くるときに本当にもめました。私は大体

5100名 ぐらいになるのとちがうんかということで。

しか し、インカミングガバナーは5300人 で組んで

みろということで した。5100名 、5000名 ぐらいに

なるかもしれません。それについては増強もしな
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ければいけない、拡大 もしなければいけない、と

いう非常に大きな使命があ ります。大体5000名 ぐ

らいなら、近藤さんがガバナーのときの予算 と同

じくらいではないかと思 うのですが、本当に五里

霧中です。やはリインカミングガバナーがおっし

ゃる粗相のないような、また「 しまった !」 とい

う後悔がないような、それな りの地区大会にもっ

ていきたいと私も考えております。

全員登録については非常に問題があるかと思いま

すが、一人当たり7000円、3500円 × 2と いうこと

で、ひとつご協力をお願いしたいと思います。

柏木 ついでに申し上げますけれども、大会の本

質は、先ほど、大阪東の方が言われましたように、

自主参加です。 しか し、皆さんに全員登録をお願

い して、何 とかや りたいと思っています。 したが

って、実は金額の問題ではなしに、大会そのもの

について、いま、論議が出ているようですので、

もし他の方でご意見がありましたらうかがいます。

私の説明の仕方自体が、全員が参加することに

意義があると、逆に言うと全員が参加すべ きであ

るというふうに取 られたと思いますが、実際、私

も勉強 してきます と、やは り地区大会の基本は

「自主参加だ」ということだけは間違いありません。

そのことを申し上げて、今回、ひとつ全員登録 と

いう形をとらせていただきたい。そういうことで

ご了解いただけたらと思います。

メークアップについて

質問 メークアップのことでお尋ねしたいのです

が、皆さん、もうご経験がおありだろうと思いま

すが、よくメークアップに行きますと、卓話の時

間になりますと、潮が引いたようにメークアップ

の方が席を立ってタッと出ていかれるということ

を、私もよく目の当たりにします。

あるいはクラブによると、かねてからそういう

覚悟で行っておりますが「これからクラブ内部の

話し合いがあるので、よろしければお引き取 りく

ださい」というふうな・…・・1時 ちょうどですよ。

だから60%と いうことになれば、大体 1時 10分 ぐ

らいまでで しょう? そういう、なんか矛盾がま

か り通っていると。それはまだいいのですが、た

とえばお願い した卓話の方が壇上に立って、いま

まさにしゃべ らんとするときに、潮を引いたよう

にみんなが席を離れて しまう。これが社会の模範

とは言いませんが、模範たるロータリアンの姿勢

かなという矛盾を、私は感 じるんです。 規則は

厳 しくても実施は緩やかにという常識は、私 も心

得ないわけではないのですが、そのへんは次期ガ

バナーさんはどのようにお考えでしようか。

柏木 これは、特に外部へ頼んでいる卓話者なん

かもお見えですので、例会に出た以上はその例会

が終わるまではおるというのが、やはり原則です。

多少用事のあるときには、それなりに断って、こ

ういうことで帰 りますとか。クラブのほうで、後

はクラブ内部でや りとりしますので、という言葉

をきちんと申し上げてご退席いただ くということ

はあってはいいとは思いますが、原則はやは り 1

時間つぶ して行 くんだということで来ていただい

ておりますので。

僕 も、ときどきメークアップするんですが。よ

そのクラブヘ行 くと、そのクラブの匂いというか、

特色があ りまして、面白い卓話を聞 くときがある

んです。それも楽 しみにして行っていただ くよう

にして、原則は、私 としては、メークアップさせ

ていただ くについてはビジター料を払って、最後

の点鐘まで緊張 して聞いていただけたらなと思い

ます。その方針でいきたいと思いますので、よろ

しくご協力をお願いしたいと思います

全員登録の承認

柏木  ご意見がないようですので、先ほど大阪東

か ら出ました意見、私 も十分お聞 きしましたが、

4分の 3以上の方のご賛成が必要なので、この私

の提案に対 しまして、もし賛成 しかねるとおっし

ゃる方は挙手をいただいて、その数を勘定 したい

と思いますが、よろしゅうございますでしょうか。

それでは全員登録、金額 も含めて、ご賛成 しか

ねる方は挙手をお願いします。
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(賛成の挙手、4分の 3以上)

わかりました。 4分の 3以上の賛成がございま

すので、いろいろなことがありますけれども、ひ

とつご賛同いただいたということになりました。

ご協力なりsuggestionな り、いろいろな面、われ

われのほうにご意見を頂戴しながら立派なものに

仕上げていきたいと思いますので、よろしくお願

いいたします。 ありがとうございました。(拍手)

青木 ただいま予算案、そして地区大会の全員登

録、皆さん方の非常なご理解の上で成立したとい

うことを、心からお礼申し上げます。ありがとう

ございました。

連絡・変更届について

勝本  新会員、退会者、職業分類、住所等の変更

届けや、事務所、例会場、例会日、会長・幹事の

変更について、ロータリー財団への寄付について、

それから『ロータリーの友』代金送金について申

し上げます。そして最後にガバナー事務所になる

べ くフアクシミリでご質問なりご連絡をお願いし

たいと思います。

電話は、やっている仕事が途中で切れてしまう

ため、事務局のほうは非常に困っているような状

態でございます。

大阪東さんがおっしゃっていることも十分わかっ

ております。それをよくわかりながら、あえてお

願い申し上げます。

何分とも次年度 1年 間、よろしくご指導、また

ご協力をいただきまして、柏木尚ガバナーの “第

2660地区丸"が無事に6月 30日 まで航海できます

ように、皆さん方のご協力をお願いします。これ

をもちまして会長部門の討論会を終わらせていた

だきたいと思います。
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幹事部門

討論 リーダー パス トガバナー

サブリーダー

サブリーダー

ロータリアンとしての基本的情熱

熊澤 只今より幹事部門協議会を開始 します。83

人全員出席で安心 しました。実は、この協議会は

次年度クラブ運営で最 も重要な会ですので、一人

でも欠席があれば、他 日その方に来ていただいて

マンツーマンで話 し合いをしようと考えていまし

た。

昼食後、気候 も暖か く睡魔が襲ってくるかもし

れませんが、約 2時間お付 き合いをお願いします。

私はただいまご紹介いただきました95-96年度パ

ス トガバナーの討論 リーダーの熊澤で、津江サブ

リーダーとともに今回で 3回 目のお務めです。岡

村サブリーダーは守口RCの現幹事で、新 しい豊富

な経験を明快に説明 して くださいます。新庄、松

坂のように、ルーキーの登場です。

“各クラブの問題点"に ついて皆様へのアンケ

ー ト、熱心にお答え下さいましてあ りがとうござ

います。中には自紙、または特になしの回答が 4

通あ りました。さぞ立派なクラブだと思いますの

で、特別に発言 して教えてもらいましょう。

全体的に見て、例年にはない特異な点が目立ち

ます。

それは経済不況下で会員増強どころか、退会が

続出 している、例会の欠席者 も多い。中には厳 し

い経済環境の中でクラブ運営の資金は低下 し、自

分の企業を守るのが精一杯で、それ以外の奉仕活

動をする余裕がない、というような悲愴なムー ド

が漂っていることです。

そこで本 日は特別に、この機会において、まず第

一にもう一度「ロータリアンとは何か ?」 を再考

してみたいと思います。

まずロータリーは営利事業ではないことを理解

して ください。この点を誤解するととんでもない

ことになります。

それからロータリーの正会員の資格条件は善良

な成人で、職業を通 して評判の良い人であるのが

基本です。つまり皆様はその条件のかなった人達

から選ばれたエリー トであることを自覚 していた

だきたいのです。ちょうどプロ野球の二軍選手 と

なって、これを育ててエースにするのがロータリ

ークラブの責任であります。

ロータリークラブに入 り、よき友人、よきリー

ダーを得て、その美 しい雰囲気の中で、自己の道

徳的水準を高め、少 しでも祉会に貢献 しようとい

う高い志を抱いた人がロータリアンです。ホーム

ラン打者でなくてもよい、チームに貢献 してクラ

ブをよくする心構えが要求されるわけです。

この基本的情熱を失ったら、もうロータリアン

である必要はないので退会 して貫って結構です。

悪貨は良貨を駆逐することになります。

幹事はクラブ運営の要

折角のロータリアンを失望させないのがクラブ

運営の努力であり、その要 (カ ナメ)を なすのが

幹事なのです。脱会者が多 く、入会者が少なけれ

ば、それこそ幹事の責任です。

ですから幹事はクラブの中で最 もルールを理解

し、 しか も人を攻撃 しない寛容の気持のある人、

心 くば りのできる人、手っ取 り早 く言えば、クラ

ブの中でもっとも仕事ができ、仲間に好かれた人

弱

夫

明

忠

孝

晃

澤

江

村

熊

津

岡

守 口)

大阪南 )

守 口)
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部門別協議会

物 と評価された人なのです。

この意味で、本 日は皆 さまにおめでとうという

賛辞を贈 りたいと思います。実際に皆さまに接 し

てお顔を拝見 しているだけでもうれ しくなって参

ります。

もちろんクラブのロータリアンにとって一番大

切で偉い人はRI会長でも事務総長でもなく、各ロ

ータリークラブの会長であることを忘れてはなり

ません。どんなボス的パス ト会長がいても、どん

な強引な委員長がいても、現会長の方が偉 く、そ

の意見は最 も尊重 されねばなりません。ただ し、

この一年限 りです。これがロータリーの他の組織

に類を見ない良い制度です。この会長に最高のリ

ーダーシップを発揮 させるのが幹事の仕事である

ことを銘記すべ きです。もし悪評があれば幹事が

表面に出て処理すべ きです。意見調整は会長と二

人でやって、自分の意見 と合わない場合でも、決

して会長の悪口をいった り、会議の席、他人の前

で会長にたてついた りしてはなりません。このた

めにも報告・連絡・相談 (ほ う・れん 。そう)に

徹する覚悟を、本日ここで誓って ください。

「StaF勤務の参考」を教典に

伊藤忠の重役になり、臨調で有名な瀬島龍三氏

は、戦後11年 のシベリヤ抑留より帰国し、昭和37

年取締役の時「staff勤 務の参考」という教典をつ

くり、それは今もって若手社員の教育に利用され

ています。

①Staffの本質は補佐である。「功あれば主体に、

過ちあれば己に」の気概が必要である。

②Staffは周到であらねばならぬ。情報収集、周

到綿密な判断、しかも秘密の保全、とくに人事に

ついては慎重。

③主体は多忙で重責を荷っているので、重要業

務に専任出来るように配慮する。

④積極的意見具申は誠意をもって行い、意見の

強要があってはならない。

staffを 幹事に、主体を会長に置き換えると、こ

の教典はロータリー社会にも通用するものです。

どうぞ人間修養と思ってこの教典を一年間実行

してみてください。それは自分の職業においても

活用できるもので、自己事業の発展につながるわ

けで、ロータリーは、自己職業への修練の場と理

解できるわけです。

もう一つ重要な問題は、ロータリー運営サイド

にあります。急激な祉会情勢の変化に適応した方

針の変更も考えねばならないと思います。一つフ

ォーラムを設け、検討する必要があるでしょう。
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クラブ奉仕部門

討論 リーダー ガバナー

サブリーダー

サブリーダー

サブリーダー

サブリーダー

吉川 四大奉仕 というものがあ りますが、そのな

かで最 も基盤をなす ものがクラブ奉仕ではないだ

ろうかと思います。

このクラブ奉仕の委員会によって、職業奉仕、

社会奉仕など、いろいろな奉仕活動が活発に行わ

れ、クラブはより活力を得ることができ、会員の

方がクラブに魅力を感 じることができます。それ

は会員の増強、もしくは退会防止にもつながって

い くと思います。

私は昨年、83の クラブを公式訪問させていただ

きまして、それぞれのクラブのご事情 も承 らせて

いただきました。そのなかで、情報の伝達のあり

方や、会員の方々の奉仕活動に対するご参加の度

合い、会員間の年齢の格差、クラブの歴史を踏ま

えての新 しい奉仕活動のあ り方など、いろいろな

ことをお聞きしてきました。そのあたりを踏まえ

ながら、これからしばらくの間、サブリーダーの

方々にお話を承ってまいりたいと思っております。

会員増強について

多田 新年度のRI会長カルロ・ラビッツア会長

が「21世紀においてロータリーが直面する最大の

挑戦の 1つ は会員増強である」とアピールされて

います。 2年前から世界的に会員数が減っていま

す。危機感が非常にありましてRI会長も心配さ

れています。

ご承知のとおり、会員が増えることは、資金が増

えるわけですから非常にいいことですし、それか

ら職業的才能の知識を持ち込んでいただけますか

ら、これも非常に大きなプラスです。また、地域

吉‖1 謹司 (東大阪東)

多田 昭三 (大阪東南)

新津 敬直 (大 阪西)

土丼 正裕 (大 阪北)

大川進―郎 (大  東)

に対する活性力、奉仕力 も増えてまい ります。と

いうことで、会員をどうしても増や していかなく

てはいけないという大きな使命があるわけです。

反面、このロータリーも約 100年 を超えているわ

けで、平均年齢がどんどん上がっています。当然、

自然に人数が減ってい くわけです。年齢 とともに

体力的な問題が起 きることから、また会社を離れ

て職業的なことから、そ してまた会社そのものの

存在や事情 といったいろいろの問題か ら、大体

10%ず つ退会 してい くと言われています。しかし、

そのうちの 6割 はどうしようもない。亡 くなられ

た方を呼び戻すわけにもいきません。 しか し、 4

割は絶対にとめることができる、退会防止ができ

ると言われております。

現在、アメリカは大体40万人のメンバーがいま

す。 日本が13万 人、イギリスが 5万人、オース ト

ラリアが 4万人、フランスが 3万5000人、イタリ

ア、 ドイツが同じく3万 5000人 ぐらい、カナダが

3万。それがいずれも一昨年、去年 と、若干です

が減少 しています。アメ リカで0.53%、 日本で

0.43%、 イギ リスで0.61%、 オース トラリアが

0.77%と いうことで、非常に困っているわけです。

ただし増えているところもあ ります。たとえば、

ドイツ、カナダ、スウェーデン。なかで も台湾、

韓国は非常に増えています。だからバランス的に

はそんなにマイナスではないのですが、全体に危

機感が漂っています。

当地区を見てみます と、過去 5年から今年の 3

月までの人数の動 きについて、平成 7年 9月 の時

点がピークで5659名。現在は、 3月 末現在で5300
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部門別協議会

名。当地区では 359名が現実にマイナスになってい

るわけです。

女性会員は1969年 の12月 、 119名 から始まりまし

て、現在139名 になっています。女性会員は、毎年

増えてきております。83の ロータリーがこの地区

にあるわけですが、女性の入っておられるクラブ

は現在のところ約 3分の 1、 29ク ラブです。

退会の特徴に新年度に入る前にやめるというの

があります。毎年、会員数に、 6月 末から7月 1

日の間で約60名 の差があります。

現在、3月 末現在で5300名 ですが、本年度 (98

年 7月 1日 から)は 5292名 でスタートしておりま

す。だから数値的にはまだ 8名 プラスです。しか

し、今年度、東大阪緑ロータリークラブが新 しく

できて、そのため53名 増えたのです。これは既存

ロータリーだけで考えると、45名 の減少というこ

とになります。少 しでも歯止めをかけるために、

増強に向けて努力をしていただきたいと思います。

さる2月 6日 には地区セミナーを行って、本年

度増強委員長の方々に出席していただき、会員増

強と、退会防止についてバズセッションを行いま

した。「会員増強セミナー報告」という形で、皆さ

ん方の意見を書いたものを各クラブヘお送りして

おります。ぜひ、ご覧になって参考にしてくださ

い。

それから、今年はこういう経済情勢にあります

ので、無理に大 きな数字の増強をするのでな く、

少数でもいいからマイナスにならないようにしよ

うと思います。そこで会員増強の目標を地区で純

増 100名 とし、これをぜひお願いしたく思っていま

す。

純増ですから、退会された人 も計算に入れ、プ

ラスマイナスで100名 残らないといけないというこ

とです。『ガバナー月信』でご覧いただいたと思い

ますが、去年の 7月 から3月 末までの間に 268名の

方が既に退会されているわけです。 4月 から 6月

までにも退会される方が出ますから、少なくとも

400名以上の方に入会 していただかないとloo名増

えないだろうと思います。現在83ロ ータリーあ り

ますから、少なくとも1ク ラブ当た り5名 以上の

増強をしていただきたい。

そ して、先ほど言いましたように、退会防止を

するためにはどうしたらいいかということをぜひ

お考えください。特に今年は、金融機関の支店長

クラスで、本部の命令で退会がやむを得ないとお

っしゃっておられる方々がいらっしゃるようです。

けれども、私は逆だと思 うんです。こういうとき

こそ、ロータリーには優秀な方がた くさんおられ

るんですから、逆にメンバーとしてコミュニケー

ションを十分されて、一人でもお得意先を獲得さ

れれば金融機関はプラスになります。希望を持っ

てロータリーで活躍 していただ くよう、それぞれ

クラブの皆さん方によくお話 していただければ有

り難いと思います。

それから、新年度の活動方針ですが、 8月 が会

員増強拡大月間となってお りまして、 8月 7日 に

会員増強セミナーをまた行います。このときは会

長と会員増強委員長のお二人に来ていただくよう

な形になると思います。

8月 の会員増強月間には、皆 さん方それぞれの

クラブで、卓話 と増強についてのフォーラムをぜ

ひやっていただきたいと思います。卓話について、

資料不足で自分たちだけでは難 しいということで

したら、私のほうへ申し込んで ください。卓話を

30分、 しゃべ らせていただきます。 2月 5日 にも

会員増強セミナーをやる予定にしております。

また、インターシティ・ミーティングの機会が

8回 あ ります。この席上にも増強委員会は出席 し

て、その都度、会員の増強の状況を皆さん方に報

告させていただくことになってお ります。新年度、

皆さん方 とともどもに増強ということについて頑

張っていきたいと思いますので、ご協力のほどよ

ろしくお願いしたいと思います。

広報について

新津 RIで は、いままでは広報 をしないような

陰徳がモットーだという方針でやっておりました。

しかし、最近はRI本部から広報するようにとい
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うお話ですし、また手続要覧でも、地区の有力な

報道機関と提携 して広報をやってほしいという方

針になっております。ですので、本年度は私が全

国紙の産経新聞と折衝いたしまして、 1月 初めに

は吉川ガバナーの「 100人の主役」というメッセー

ジを載せてもらいました。

ぜひ皆さまも、クラブで優れた奉仕事例がござ

いましたら、お申し込みいただければと思います。

早速、取材に来て載せてくれます。大阪西南の、

ベ トナムの小学校に関する活動の記事は東京の新

聞にも載りました。

また、連合地区大会についても、始まる前に予

告を載せてくれました。 4地 区のガバナーが市長

に表敬訪問されたときも掲載してもらっています。

いままで全国で新聞社がこれだけ提携 してくれる

のは初めてで、「ロータリーの友」の方々もびっく

りされています。この内容を6月 の「ロータリー

の友」に掲載してもらう予定です。

それで、奉仕活動の事例がありましたら産経新

聞の企画室の山田氏に申し込んでいただきたいと

思っています。連絡先の電話番号は 06-6343-3571、

フアクスは 06‐ 6341-3123で す。朝の 9時半ごろ電

話しましたら担当の山田氏につながり、迅速に対

応してもらえますので、ぜひ取材の申し込みをお

願いいたします。

規定情報について

土丼 ロータリーを変えるには規定の改正が必要

ですが、その規定の改正を審議する規定審議会が

2001年 4月 に開かれます。本年度は、その規定審

議会に出席する地区の代表議員一名を、地区大会

で選ぶ年度であ ります。また、規定審議会が審議

する条件 をRIに提出する期限が、来年の年度末

です。提案権を持っているのは各クラブ並びに地

区大会、RIの理事会、規定審議会そのものです。

1998年 のニューデリーの規定審議会で、職業分

類や会員の種類などに関連 した大 きな改正が提案

されたのですが、RIの定款を改正する 3分の 2

の賛成が得 られず、否決されました。ただ、次の

2001年の規定審議会では、この件をRI理事会が

検討して再提案しようということになっています。

それが、手続要覧に注 1と して書いてある点です。

それから手続要覧では職業奉仕部門の名称が

「新世代のための部門」というふうになっています。

次の世代の若い人たちを育てていかなければなら

ないという認識から変わっているわけです。この

部門をこれまでの 4つ に加えて 5番 目の奉仕部門

として位置づけることが適切かどうか、RI理事

会で検討して結論を出して、適切であれば規定審

議会に提案されると思います。

また、クラブの区域限界、こういうものが必要

だろうかという点についても疑間が投げかけられ

ています。十分調査 した上で、これを削除するの

が適切であれば、そのような提案をしようという

決議も成立しています。

いずれにせよ、ロータリーのあり方につきまし

ては、一つの変革期にあると思います。それが

2001年の規定審議会で形としてあらわれるのでは

ないでしょうか。

その次に手続要覧の改正事項です。1998年 の手

続要覧が改正されまして、今年の 1月 ごろに各ク

ラブを通じてお手元に届いたかと思います。その

うち、特にクラブ活動に関係の深い事項を、 7つ

ほどとりまとめました。

まず 1番 目はクラブの出席競争です。各クラブ

ごとに出席競争をすることをRIは奨励すると、

従来なっていたわけですが、それが削除されまし

た。手続要覧の2ページロに「RI理事会は 100%

出席を余 りに奨励 し過ぎることは会員候補者や新

会員の意欲をそぐし、会員の退会につながりかね

ないと考えるものである。クラブ指導者には、会

員や会員候補者に次のことを強調するよう奨励す

る。まず規則正 しい出席の価値とその意義……」

とあります。知り合いを広めて親睦を深めるから

こその例会出席です。これは手続要覧のRIの基

本的性格というところに書かれています。そのこ

とを正しく認識しようというわけです。「 100%の

出席を強調 し過ぎることなく、できる限り、クラ
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ブの全活動への全会員の積極的参加がクラブにと

っても地域にとっても重要であるということ。こ

のことも会員に強調 してください」ともあります。

また手続要覧に「60%の 出席規定」が書いてあ

ります。つまり、例会に出席 したと認められるた

めには、例会の時間、たとえば60分であればその

60%で ある36分 間はいないとだめだということを

述べています。

これがよく問題を生 じているんです。36分いれ

ばいいということは、それを過 ぎれば中途退席 し

てもかまわないとみなされかねません。実は、去

年の地区大会では、中途退席を自粛する申し合わ

せがなされました。この60%出 席規定を利用する

ことは、本当にやむを得ない理由がなければ慎み

ましょうということです。

2番 目は職業分類の解釈の拡大です。従来の手

続要覧では職業分類の冒頭部分に「職業分類の原

則を守ることは必要不可欠である」とありました。

これを今回削除 して「職業分類の原則を守ること

は望ましいが、RI理事会は各ロータリークラブ

職業分類の慣行を注意深 く考慮 し、現代の事業及

び専門職務慣行に合わせ、必要に応 じて職業分類

の解釈を拡大 してい くことに同意 した」 としまし

た。

つまり、 1業種から 1人 の正会員を選ぶという

原則は動 きませんが、 1つ の職業分類 とは何かと

いう解釈について、最近の慣行などに合わせ、必

要に応 じて解釈を拡大 してもいいということです。

現に職業の専業化が進んでお ります。例えば医療

の世界では、外科、内科 と専業化、細分化 してい

ます。西宮に「西宮えびす」 というクラブが去年

の 3月 にできましたが、30数名の会員のうち約 10

名が医師です。これがRIの 方から認められてい

るのが、一つ、象徴的なことだと思います。

3番 目はロータリーの綱領についてです。綱領

そのものは変わってお りませんが、綱領中の 4項

目の解説は等 しく大 きな意味を持つこと、また同

時に行動 を起 こすべ きものであるということで、

RI理事会の意見が一致 しました。クラブ奉仕、

職業奉仕、社会奉仕、国際奉仕はすべて等 しく大

きな意味 を持ち、一つの奉仕に重点を置 くのは、

本来、望ましいことではないということです。

4番 目はクラブと地区の社会奉仕活動への参加で

す。RI理事会がクラブに対 して財政的貢献ばか

りでなく、実際に汗を流すような社会奉仕プロジ

ェク トを開始、推進することを奨励 してほしいと

いうことであります。

5番 目は「例会に訪れるロータリアンの配偶者

などのゲス トを歓迎することをクラブに奨励する」

です。

6番 目は「クラブにゲス トの出席を認める裁量

権があるが、このようなゲス トの出席でクラブの

奉仕活動が一般の人々に知 られるようになるし、

親睦 も深 まるし、新会員の入会につながることも

ある」ということです。

クラブによりましては、例会に夫婦同伴でゲス

トが来 られた場合に配偶者をお断 りするクラブも

あ りますけれども、そういうことをせず、配偶者

もゲス トとして迎え入れるようにということであ

ります。

7番 目は、RIの マークを使ったテレホンカー

ドの製作 というのはRIと しては認めていないと

いうことです。

次に、今日ご出席の皆さま方に、アンケー ト調

査を出させていただいた結果について、報告いた

します。83ク ラブ中、75ク ラブの回答を頂戴いた

しました。

質問の 1は、ご覧いただいてそのとお りでござ

いますが、質問の 2は クラブ奉仕部門の委員会の

なかの職業分類、会員増強、会員選考、ロータリ

ー情報の各委員会に関するものです。何年か前に、

会員増強に重点を置 くためにクラブ奉仕委員長さ

んがこれらを所管するというのは大変だろうから、

これを会長エレク トの方、あるいはまたクラブ奉

仕委員長の副会長さんがおられるクラブならその

方の所管にされるようにと、通知をしました。そ

の後の当地区のクラブの実情を今回のアンケー ト

で調べた状況です。
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質問 3は、1998年 の規定審議会において、例会

を欠席 した場合にメーキャップになるケース、ク

ラブの奉仕活動のプロジェク トのなかでクラブの

理事会が承認 したものをメーキャップと認めるこ

とになった件についてです。

ご回答いただいた75ク ラブのうち、理事会でそ

ういった新 しい奉仕プロジェクトは承認 していな

い、従来どお り運営 しているとお答えになられた

ところもあ ります。一番多い回数は14回 でしたが、

10回 を超えるクラブは数クラブ程度で、どのクラ

ブも比較的、慎重に運営 しておられると感 じまし

た。

それから、クラブ協議会、クラブアッセンブリ

ーについてです。吉川ガバナーからの通達では、

アッセンブリーはクラブの役職にある人が役職上、

必要のために出席する会合であるから、入会後何

年か以内の新 しい会員が出席されたときにそれを

メーキャップとして認めるのはよいが、そうでな

ければメーキャップとして認めるのは適当ではな

いということで した。アンケー トでは、アッセン

ブリーは「新会員に限定 している」 と「 していな

い」の両方があ りました。「限定 している」クラブ

につきましては、地区としては、ただいまご説明

申し上げましたような考えでいるということをご

了解いただきたいと思います。

また、会員懇親会や家族会をクラブの奉仕活動

のプロジェク トとして認めることが妥当かどうか

という問題があ ります。当地区の考え方は、プロ

ジェク トという言葉はあ くまでも外国の言葉であ

りまして、何がプロジェクトで何がプロジェク ト

でないかということは非常に判断 しにくいという

ものです。私は、これが規定審議会で通過いた し

ました趣旨から見て、認めてもいいのではないか

と思います。 と言いますのは、例会の出席の意義

というのは、仲間と知 り合いになり、親睦を深め

るということ、そ してそれが奉仕活動へ結びつい

てい くということです。出席できない場合に、例

会で知 り合いになり親睦を深めるのと同じ効果が、

会員懇親会や家族会で期待できると思います。 し

たがって私は、理事会が認めさえすればメーキャ

ップにしてもいいと判断いたしまして、ガバナー

にもそのような案を起案させていただいたわけで

す。

ただし、クラブの理事会で、あくまでも承認し

ないということであれば、勿論、それで一向に差

し支えないわけです。

まだこういったことを質問するには早すぎたか

らかもしれませんが、次年度は「見直す」と回答

したクラブが数クラブありました。

親睦活動について

大川 委員長になった時、最初に趣味別アンケー

ト調査を皆さんの各クラブに取らせていただきま

した。それが今日でもいろいろ役に立っておりま

す。

まず始めたのはカラオケ大会です。今まで大阪

北と南が対抗でやっていたらしいのですが、これ

を地区全体でやろうと思いました。今年で 3回 目

になります。昨年は23ク ラブ、36名 の参加。各ク

ラブで予選をして、そこで勝った人が出場すると

いう形で、盛り上がりました。決勝に出る人たち

はそれぞれとてもうまく、甲乙つけがたいものが

ありました。優勝 した大阪阪南ロータリーの吉山

さんには、3月 12日 のレイシー会長が出席 した合

同地区大会の前夜祭に出演 していただきました。

「ザ・ベリーグッドマン」の楽団のコーナーで歌っ

ていただいたわけです。レイシー会長も非常に喜

んでらっしゃいました。

「ザ・ベリーグッドマン」というのはカラオケ

優勝者のバンドです。ロータリアン8名 で組んで

ます。善人ばかりですから、ベニー・グッドマン

じゃなくて「ザ・ベリーグッドマン」でして、ベ

ニー・グッドマンの前で演奏させていただいてい

るわけです。東大阪の緑クラブのチャーターナイ

トや箕面中央クラブのクリスマスパーテイー、大

阪堂島クラブの年度末のパーティ、地区の青少年

交換学生のクリスマスコンサー トのときなどにも

やらせていただいてます。ユニホームとエンブレ
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ムもつ くりましたので「ザ・ベリーグッドマン」

を今後ともお願いいたします。

カラオケ大会のほうは今年もまた12月 ぐらいに

やりますので、どうか皆さん方もふるって参加 し

てください。

また、今年で11年 目になりますが、9月 の下旬

から11月 中旬に、ガバナー杯の争奪野球大会があ

ります。今年のホス トは大阪うつぼロータリーク

ラブです。昨年の吉川ガバナーのときから、始球

式はガバナーがやるということになりました。土

井さんが、小渕さんみたいに一生懸命、稽古され

ておられました。 大阪中之島ロータリーでは剣

道大会をクラブでやっておられると聞きました。

大東ロータリーでも剣道大会をやっているので、

両方マッチングして対抗の大会を開こうという機

運が出ています。またほかのクラブも集めて剣道

同好会をやろうという話もあります。

あと、城東ロータリーで6月 25日 に「麻薬撲滅

キャンペーン」を行う予定です。

それから、2680地区の田中パス トガバナーが、

「ロータリーで囲碁の同好会を国際的にやっていき

たいんだ」とおっしゃったそうです。それで吉川

ガバナーから私のほうに話が来ました。いまのと

ころ日本支部は 305名 、韓国では 141名、台湾若干

名、合計 500名で発足したいということでした。当

クラブから1人理事を出してほしいと言われてお

りますので、地区委員の福西さんに理事として出

席してもらうことになっております。

昨年に続きまして、今年も美術展を開催 しまし

た。場所が大阪 ドームでしたので、会場の構造上、

入り口を二つに振 り分けまして、 3塁側のほうは

美術展、 1塁側のほうは美術のチャリティーをや

りました。絵画を18点、書道を5点。写真を37点 、

陶工芸品を13点 、彫刻を2点、俳句を13点 、計88

点、飾らせていただきました。チャリテイーのほ

うも、最終的には85万 5100円、集まりました。

単にお金が集まったということ以外にいろいろ

なことがありました。普段は 100万円で売っている

ものが47万 円で落札 したんですけど、結果的に、

出品 した人は「額縁代 2万 円だけでよろしい。あ

と全部チャリテイします」 と言われました。また

2640地区の平岡パス トガバナーの奥さんが描いた

絵が売れて、礼状 を出 したいから連絡先を教えて

ほしいとおっしゃて くるなど、親交 も生まれまし

た。

もう一つ、皆 さんのお手元に茶道同好会結成趣

意書 というのをお渡 ししてお ります。下に発起人

を書いてお りますがこれは趣味別アンケー ト調査

をした結果選んだ方々です。

最初に茶道同好会の結成を提案 したのは、大阪

東淀ロータリーの浜野さんです。ロータリーには

裏千家、表千家、官休庵、武者小路の方、茶道の

家元、教授 といろいろいらっしゃいますが、そう

いった方々が一堂に会することこそ、ロータリー

ならではの良さだと思います。いろいろな角度で

茶の道を見ることができていいのではないで しょ

うか。ご興味のある方はぜひ入会してください。

アンケー ト調査に報告 してくださったなかから選

ばせていただいただけですので、まだ不十分な点

があるかもしれません。このなかに我こそはとい

う人がいらっしゃいましたら、ぜひまたご報告い

ただきまして、発起人の一人、また世話役になっ

ていただき、親睦を深めていきたいと思ってお り

ます。
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討論 リーダー パス トガバナー

サブリーダー 職業奉仕委員長

ボランテイア委員長

近藤 雅臣 (千  里)

近藤 浩司 (大 阪 南)

松岡晃―郎 (大阪うつぼ)

近藤雅臣 皆さん、こんにちは。たいへんお忙 しい

ところをお集まりいただいてありがとうございま

す。職業奉仕部門を担当ということになりました

けれども、私なりに全力を尽くしてやりたいと思

っておりますので、ひとつよろしくお願いしたい

と思います。

一昨年、私が公式訪間で皆さん方のクラブを回

らせていただいたときに、「職業奉仕って一体何で

すか、さっぱりわかっておりません」というご相

談がありました。「職業奉仕の理念をしっかり把握

して、クラブ活動に利用したいと思っているのだ

が、昔からの職業奉仕の理念が中途で変わってし

まっている。特にアイ・サーブがウイ・サーブに

なって、これではライオンズクラブと同じじゃな

いか」というご質問を承ったこともあります。

その当時は私なりのお答えをしたんですけれど

も、その骨子は「やはり、ロータリーというのは

アイ・サーブに尽 きる」というもので した。ウ

イ・サーブのウイというのは、いろいろ異なった

個人が集まっているということです。アイの場合

だと、一つの理念に固まった場合に、そのアイが

いくらたくさんいても、やっばリアイです。した

がって、「ロータリーはあくまでアイ・サープでい

ったらいいんじゃないですか」というお答えをし

ていたんです。私の考え方はいまもそう変わって

おりませんが、近ごろの国際ロータリーを見ます

と、だんだんとルーズなほうに偏っていっている

ように感じます。

規定審議会で出てきます案件というのは、楽に

しよう楽にしようという方向に向かっているのが

非常に多いようです。私はロータリーはそういう

ものじゃないと思っております。やはり原点をわ

きまえたきちっとしたロータリーを再建 していく

べきです。

そういう意味から言って、この職業奉仕部門は、

アイ・サーブで貫くべきであると考えております。

きょうの委員会で、職業奉仕というものはどう

あるべきなのか、思いきり皆さん方にデイスカッ

ションしていただいて、われわれの地区なりの職

業奉仕の理念をつくり上げ、それを皆さんのクラ

ブで広げていただくということになれば有 り難い

と思っております。

職業奉仕について

近藤浩司 もともと発足当時の、職業奉仕の基本理

念は自分の職業を成功 させて、地域あるいは業界

での模範 となって、それを地域から国へ、あるい

はほかの人々へ、社会へ と広げていこうというも

ので した。今年はそのロータリーの基本理念を身

につけて、ロータリーと一体になっていこうとい

う方針を立てました。それをするには、やは リロ

ータリーの職業奉仕の変遷の歴史を勉強 した り、

あるいは皆 さんで討議 し合ってい くなかで、自分

のロータリアンとしての考え方を身につけられる

のがいちばん早いのではないかなと思いました。

しか し、職業奉仕月間に各クラブを回らせていた

だいた り、あるいはこの後で報告させていただき

ますアンケー トなんかを見てお りましても、これ

は私の単なる印象かもしれませんが、本当の意味

でのロータリアンになるための勉強というのが余
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りなされてないというふうに感 じました。

ですから、おこがましいかもしれませんが、今

年は勉強をしていただきまして、 10月 の職業奉仕

月間にはぜひ各クラブの委員長に、ご自分のクラ

ブで卓話をなさっていただきたいと思います。そ

のための勉強会が、 10月 までに 1回あ ります。資

料 も用意いたします。RIか ら随分た くさんの資

料が来てお りまして、千差万別のそれを前年度の

丹羽委員長に非常によくまとめていただいてお り

ます。それに基づ きまして、ひとつこの 1年 間、

私 もご一緒に勉強させていただきたいなと思って

います。

ボランティアについて

松岡 ボランテイアの方針を述べる前に、まずボラ

ンティアとは何か、それをまず説明 して皆 さんに

理解 していただき、それから次年度に向けての方

針をお話 ししたいと思っております。

ロータリーのボランテイアというのは、ご存 じ

と思いますが、 3Hプ ログラム、保健 。人間尊

重・飢餓救済 という枠組みのなかから出発 したわ

けです。そ してそのなかから、国際奉仕・社会奉

仕・職業奉仕と順番に進んでいきまして、1992年 、

約 10年近 く前に、職業奉仕委員会の部門の小委員

会 としてRIが位置づけを行いました。このよう

な歴史的背景があります。

しか し、地区のボランテイアとして活動を振 り

返ってみますと、民族的なものがあるのか、日本

人の考え方にボランティアは適 してないというこ

とを私は感 じます。これは 4～ 5年前の調査です

が、全国の34地区のなかでロータリーボランティ

アの委員会があるのが 9地区で、ないのが25地 区

です。「ロータリーボランティアを活動 したことが

あるか」 という質問については、14地区だけで、

していないのが24地 区あるわけです。日本のロー

タリーのなかのボランティア活動というのはいま

だに黎明期、まだ発足 したばか りであると言える

と思います。

じゃ、どうしたらロータリーボランティア活動

はできるか。これは非常に大事なことなんですが、

地区ボランテイア委員会に各クラブの会員の方が

ボランテイア登録をしていただくことがまず第一

だと思います。まず登録 していただかないと、ロ

ータリーのボランテイアとしての活動ができませ

んから。そこで、この2660地区でもロータリーボ

ランテイアの登録をお願い したわけですが、現在

で約280名 弱になっています。登録いただいた資

料はガバナー事務所に全部保管 しています。

そ して、その登録 したボランティアに対 して、

今度、各クラブがボランティアニーズを検索 して

探すことです。地区委員会は登録されたボランテ

イアのなかから適切なボランティアをクラブに報

告する。それでクラブが、そのニーズと一―ここ

が大事なんですけれども一―ボランテイアとを仲

介、実践 し、ロータリーボランテイアとしてのプ

ロジェクトが成立するわけです。

去年 1年 、悩んだ点は、なかなかそのニーズが

出てこないということです。私自身、大阪市の福

祉協会などに足を運びまして、盲人の福祉協会の

ボランティアを 1年 間や りました。これは、こち

らから探 したからこそ、ボランティアニーズが出

たわけなんです。

探 しているうちにいちばん感 じたのは、まずロ

ータリーがボランティアをしているということを

世間の人に知ってもらう必要性です。例えばイン

ターネットのホームページなどに入れまして、広

報活動をすることが非常に大事だと思います。

そこで来年度の活動計画 としましては、各クラ

ブでの、地域社会におけるボランティアニーズの

検索 と、ボランティア登録を進めていただきます。

また、地区ボランティア委員はボランテイアの啓

蒙活動をしてい くこととします。卓話の要請があ

れば、こちらから委員が出掛けていきます。

それともう一つボランティア委員会からお願い

がございます。 8月 の上旬ごろにボランティアの

委員長会議を開きます。ボランティア委員長を置

いているクラブで、もし委員長がおられないとき

は職業委員長か代行か、だれか必ずボランティア
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委員会に出席 していただきたいと思います。

そのときにボランテイアの申込書を配付 します

ので、ボランティアニーズをできるだけ検索 して

いただいて、書き込んでいただければと思います。

職業奉仕のアンケー トについて

近藤浩司 ここに、2660地 区の83ク ラブが、1987

年度以降のRIの方針に沿い、どんな職業奉仕活

動をなさっているかを質問したアンケー トがあり

ますので、ご報告します。

○質問 1

貴クラブ職業奉仕委員会として、本年度どのよ

うな活動をしてこられましたか。また、今後どの

ような活動をされるご予定ですか。これに対する

答えとして、

・「例会で職業奉仕に関する卓話を行った」

時期的には職業奉仕月間の10月 が大半ですが、

卓話は大体のクラブでしているようです。卓話者

は地区の委員会の方15%、 各クラブの職業奉仕委

員長41%、 他クラブの会員 8%、 ロータリークラ

ブ以外の方が36%です。

卓話のテーマは職業奉仕に関するテーマが42で

約 7割、その他が 3割 ぐらいです。

・「職場見学」

74%、 58ク ラブの方が優良な事業所の見学を実

施されています。種類は工場、事務所がいちばん

多く、公共施設が後に続きます。

・「地域のなかで職業表彰」

職業上の優れた実績をあげた人を表彰しました。

これが、だいたい 4割の42%。 表彰された方は、

化粧品会社の主任、タクシー乗務員、化学工場主

任、製油工場課長、区役所広報事務員、警察官と

いった人たちです。

。「職業フォーラムを開催した」

これは50ク ラブ、64%で した。やはり「リスク

マネージメント」「高齢者の雇用」など、職業奉仕

の関連のテーマが多いです。

・「外部から参加者を呼んで講師とした」

これは7ク ラブ、 1割です。青年海外協力隊員、

警察署交通課長、公共職業安定所所長といった

方々をお招きしました。

・「ロータリーボランティア活動をした」

これは23ク ラブ、約 3割でした。内容は「障害

児童学園での奉仕活動」「開発途上国の医療奉仕活

動の支援」「交通安全運度の推進活動」などです。

・「それ以外の職業奉仕活動をした」

これは20ク ラブ、約 4分の 1が行っていました。

例として「会員と家族の健康診断」「献血運動への

協賛」「交通安全の街頭でのビラ配り」などです。

このほか、各会社の社是を集めて、 1冊 の小冊子

にして会員に配ったところもあります。

○質問 2

ロータリアンが職業奉仕を実践 していくのに役

立つべ く作成された種々の標語や指針の内容、あ

るいは職業奉仕のあり方に影響を及ぼした方針の

内容が貴クラブ会員に十分理解されているでしょ

うか。

これは項目がABCDEと あります。

A「He prOfits mOst whO scwcs bcst」 について。

・「十分、理解しております…17%
。「だいたいは理解している」・-73%

。「もう一つだ」・…9.2%

B「 Scwicc above sclf」 について。

これはAと 同じ比率になっています。「だいたい」

と「十分」を合わせるとほとんどのクラブの方が

理解していると答えています。

C「 4つのテスト」について。

・「十分理解しております」・̈ 4割強
。「普通には理解しております」・…6割弱
。「不十分」・…ゼロ

D「職業宣言、職業は奉仕の一つなり、職業の倫

理的規範、国の法律、地域社会の道徳基準に対 し

名実ともに忠実であれ。職業の品位を保ち、自ら

選んだ職業において最高度の倫理的基準を推進す
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べ く全力を尽くせ。雇い主、従業員、同僚、同

業者、顧客、講習等、事業または職務上関連する

すべての人々に対し等しく公平ならんことを旨と

せよ」について。

・「十分」・・・6%
。「普通」・̈ 73%
。「不十分」・̈ 26%

E「職業奉仕における新方針」について。

。「十分に理解している」・…・・5ク ラブ

。「普通」・……49ク ラブ

。「不十分」・……22ク ラブ

「職業奉仕における新方針」、つまり、アイ・サ

ーブからウイ・サーブヘの変化や、自分の職業活

動を通 じて社会に奉仕することから、弱者あるい

は恵まれないところへ奉仕の力を直接持ってい く

ことへ変わったのをご存 じない方 も結構いらっし

ゃったようです。 しかしご存 じなくても、いまの

活動は、この新方針に従ってやっているわけです

ので、知 らず知らず、それに従っているというこ

とになるかと思います。

○質問 3

上記いずれかの項目について会員の理解を深め

るために特別の工夫や努力をしてお られる場合、

その具体的内容についてご記入 ください。

これは、回答のあったのが 14ク ラブ、18%で 、

回答のなかったのが64ク ラブ、82%で した。具体

的な回答例を挙ますと、

。メンバーの方に優良図書を推薦 した

。定期的に4つのテス トを唱和 した

。職業奉仕の歴史を解説 した

。小冊子の紹介をした

。職業奉仕フォーラムのレジュメを会員に配付

した

。職業奉仕関連小冊子を配布 した

○質問 4

四大奉仕部門のなかで職業本仕活動が最 も不活

発 という意見も多 く聞かれますが、貴クラブの職

業奉仕委員会として、職業奉仕活動を推進 してい

かれるにあたり、最 も難 しいと思われるポイント

は何でしようか。具体的にご記入ください。

これは回答のあったのが64ク ラブ、82%で した。

具体的な回答は大体の項目でまとめてあります。

。職業奉仕の意味が非常にわかりにくい

。幅が広 くて焦点が絞 りにくい

。明確な指針がない

。理念はわかるが実際の活動では難 しい

。個人の活動であるから具体的成果が出しにく

0ヽ

。ほとんど会員が個人々々で行ってお り委員会

としての方針が出しにくい

。個人で行うので表面に出にくい

。クラブとしても成果が出しにくい

。クラブを挙げての活動が少ない

。ボランテイア委員会との区別が不明

・クラブとしての活動方針、具体的目標が出し

にくい

。社会奉仕との区別がはっきりしない

。会員に啓蒙する機会が少ない

。他業種の人の集まりであり、個々に具体的な

行動指針が決めにくい

。いまの経済状況では奉仕そのものがや りにく

・地区委員会でも精神面での指導が多 く具体的

な行動指針が少ない

○質問 5

地区職業奉仕委員会の役割について希望される

点、注文される点があれば具体的にご記入 くださ

い。

回答のありましたのが30ク ラブで約 4割、39%

ぐらいでした。具体的な内容は、

・地区の活動はできるだけ簡素化 してほしい、

簡単に説明してほしい

。職業奉仕活動の具体例を毎年小冊子にしてほ

しい、例を知 りたい

。方針が漠然としている、具体的な活動方針を

出してほしい、マンネリ化 している
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事業所見学を地区で推薦してほしい、卓話に

きてほしい

地区としてフォーラムなどを実施してほしい

しかし、地区というのはあくまでも連絡機関の

役割が一番の主です。RIの 姿勢からも、クラブの

活動に我々が立ち入ったり、一緒になって何かを

やるということはできません。我々自身、そうい

う気持ちもあ りません。それよりも、できるだけ

一人でも多 くの方に、ロータリーの思想を本当の

意味で身につけていただいて、少 しでも社会がよ

くなればと思います。

海外での事例

近藤浩司 新方針に基づいた 4つの小委員につい

て、海外でこんな活動があるというのを報告させ

ていただきます。

○職業相談

・モ ロ ッコ…… ほ とん どの ロー タリー クラ

ブが職業見本市を主催。この見本市で、毎年多 く

の学生が実用的な職業情報を受け取っています。

日本では就職する学生に企業説明会があ りますけ

れども、それと似たものではないかと思います。

・メキ シヨ……英 国の クラブ との合 同プロ

ジエク トとして、1000名 を超えるス トリー トテル

ドレンが教育と職業研修を受けています。

・フ イリピン……職業研修 セ ンター を開設

して、人々が婦人服の仕立て、肉の加工処理、コ

ンピューター、紳士服の仕立て、バーテンなどの

仕事を学んでいます。低所得家庭の学生にはクラ

ブが奨学金を全面的に支給 しています。

・オース トラリア……失業者 に対 し、経営

と販売の研修資金の貸 し付けをして、小規模の自

営業を始めることができるようにしています。

○職業活動表彰

・英国……96歳 の実業家が、毎 日自分 の会

社に出社 して生涯にわたって貢献 し続けたことを、

表彰 しました。

・ フ イリピ ン…… TOWOR賞 、「 Tcn O

utstanding Works Of thc RcpubHc」 という賞を設

けて、優秀な熟練労働者10人の生産性と指導力に

対して、 トロフイーと賞金を贈りました。

・オース トラリア……家具製作者、実業家、ボ

ーイスカウト隊長等の地域住民を対象にして、「仕

事への誇り」という賞をつくって表彰をしています。

○職業情報

事例としましては、各一業種一人ということで

すので、毎回メンバーの方が自分の職業のことに

ついて卓話をするというのがあります。また、職

場の見学会もあります。さまざまな分野の代表者

たち同士が、具体的問題にどのように取 り組んで

いるかをグループ討論 したり、異業種間でのパネ

ルディスカッショ,ン などを行ったりしています。

他クラブロータリアンとの同好趣味、同職種間で

の親睦活動などもあります。

○職業指導

・南 アフリカ……中小企業振興団体 と協力

して新 しい雇用の機会の門戸を開きました。この

振興団体は有望な事業計画、ベンチャービジネス

のようなものに資金を提供しています。

・インド……・「雇い主と従業員の関係」という

テーマでセミナーを開きました。講演者たちは、

常習欠勤者、対立の積極的対応方法、政府の介入

なしの労使関係の解決などについて討論 したそう

です。

・米国……従業員援助プログラムの研究集

会への出席を推進することでアルコール依存症防

止対策などに力を貸しています。

また、イギリス、オーストリアを初め、ヨーロ

ッパ各国、南アフリカ、ニュージーランドの多 く

のクラブがプロバスクラブを提唱しています。プ

ロバスクラブというのは、プロフェッショナルビ

ジネスのクラブです。専門職務と事業に従事 し、

引退した人が関心を持つ問題について話し合う会

合を毎月開いているとのことです。日本の場合で

すと、定年退職された方の会合を開いているとい

うようなものみたいです。
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ディスカッション

乗光 (住之江)施 設との親善ソフトボール大会

と特別養護老人ホームの慰間、区役所への車椅子

の贈呈、それとボーイスカウトのゴミ拾いといっ

た4つ のボランティア活動をしています。もう5

年以上同じことを続けているんですけれども、こ

の前も参加しましたら、何か当たり前のような感

じになってきて感謝の気持ちが少なくなり、後で

金一封をいただくのも当然のようになりました。

これをずっと続けていいものか、来期の方針で決

めたいと思っているんですけれども、よろしくお

願いいたします。

近藤雅臣 5年 もお続けになってるというのは大

変結構なことです。けれども、私たちの奉仕活動

は、それが果たして本当に有効なのかどうか、毎

年きちっと見直していくことが大事だろうと思い

ます。もらうことが当たり前で、出すことが当た

り前、私は、それは奉仕じゃないと考えます。確

かに役立っていて皆さんに喜んでいただいている

なら、お続けになることがよろしいでしょう。し

かし、そうでなければ現場の方とお話し合いにな

って、それを切ってもいいと思います。

中lll(枚方 くずは)交 通問題とボランテイアの

2つ について申し上げさせていただきたいと思い

ます。交通問題につきましては、枚方で私は「迷

惑駐車条例」というのを、市、安全協会、商工会

議所の 3つ にスクラムを組ませてつくりました。

市のほうから専門的な人に10名 ほど参加していた

だいて、委員会を開いていろいろやったわけです。

いまでは大阪府のモデル地区になりました。

もう一つ、ボランテイアの問題なんですが、年

を取ってきたら、日はえらくなっても体は動かな

いというのが現状だと思います。ですから、上手

に相手をその気持ちにさせなくてはならないとい

うことです。

実は今年、8月 に大きなイベント、市民祭りを

開催し、私がその実行委員長をやるわけなんです。

けれど、いままで23年 間やってきてマンネリ化し

て しまっているんです。そこで私がやる以上は、

市長から会議所から理事長から専務からみんな出

てきて くれということで声をかけました。それが

本当のボランティアだと私は思うんです。

ですから、皆さんがどんどん前向きの姿勢で取

り組んでいただいたらいちばんいいんじゃないか

なと思います。自分以外、ほかの人のことはどう

でもいいという考えを改めさせて逆転させるよう

に人間づ くりをしな くてはならないと思います。

これは子供たちへの教育にもあてはまります。

近藤雅臣 あ りがとうございました。今 日はボラ

ンテイア活動が継続することの功罪もディスカッ

ションされました し、事例紹介 もございました。

皆さん方、たいへんご参考になっただろうと思い

ます。今後、各クラブに頑張っていただき、事例

をどんどん地区のほうに報告 していただ くように

なればと思ってお ります。よろしくお願いいた し

ます。
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討論リーダー パス トガバナー 中 川  章 三 (大阪城南 )

サブリーダー

サブリーダー

サブリーダー

□―タリーの社会奉仕活動

中川l ロータリーにおいて、社会奉仕 とはどうい

うことなのか、皆 さんも委員長に任命されて、何

から始めたら良いかを考えられたことで しよう。

まずは手続要覧をひもとかれたのではないで しょ

うか。この要覧は、昨年度の規定審議会において

改訂されているのですが、社会奉仕の項では前年

度 とあまり変わりはあ りません。定義 として「ロ

ータリアンのすべてが、その個人生活、事業生活

および社会生活に常に奉仕の理想を適用すること」

と書かれています。これはロータリーの4つ の綱領

のうち、第3に 掲げられているもので、社会奉仕は

ロータリーの金看板であるということです。我々

は先輩達から「決議23-34」 や「決議92-286」 など

をロータリー情報委員会の席上でよく聞かされま

したが、これに至るまでの歴史的経過はご存 じで

しょうか。

理論派と実践派の対立と調和

ロータリー運動を「奉仕の心」 として捉えた理

論派は、ロータリークラブの使命は、各ロータリ

アンに「奉仕の心」を持ち、自分の職場や地域社

会の人々の幸せを考え、職業人 として生活 してい

けば良いとしました。

しか し社会奉仕活動に重点をお く実践派は、実

施 した社会奉仕活動が成果を挙げていることを根

拠に、理論派と対決 しました。実践派から見ると、

奉仕の機会を見いだして、それを実践するのがロ

ータリー運動の神髄であ り、単に「奉仕の心」だ

けを説いている理論派の態度は責任回避 とだけ し

か映らなかったのです。

この論争が「個人奉仕」と「団体奉仕」、さらに

は金銭的奉仕の是非にまで発展 して激 しい対立が

続 きました。この異なった二つの考え方の調和を

図るために、当時の理事会はあちらこちらと微妙

に揺れ動いて、ようや く1923年 のセントルイス国

際大会の時に「決議23-34」 となって成立 しました。

この決議が採択 されなかったら、理論派 と実践派

に分裂 して、今 日のロータリーはなかっただろう

と言われてお ります。

この内容は、『続要覧の社会奉仕の項の「社会奉

仕活動に対する方針―社会奉仕に関する1923年 の

声明』、すなわち「決議23-34」 を読んでいただけれ

ば良く分かります。要するにロータリーの奉仕と

は、ロータリアン個人個人が、この哲学を基盤と

して個人奉仕に重きをおいていくという決議であ

ります。

将来に向けた社会奉仕のあり方

ところが最近は急激な社会情勢の変化に伴って、

世の中の価値観や奉仕活動の対象が大きく変わっ

てきました。RIが3Hプログラムやポリオプラスの

ような大規模プロジェクトを実施するためには、

この「決議23-34」 が少し邪魔になってきたのです。

そこでこの決議の撤廃が過去3回 に渉って規定審

議会に出されました。しかしこれを撤廃すること

はロータリーの基本哲学を否定することだと日本

が独 り反対 し、理事会はこの提案を諦め、代わり

に「社会奉仕に関する1992年 の声明」すなわち

「決議92-286」 を採択 して、「決議23-34」 と一緒に

ア ドバイザー
パス トガバナー 広瀬勘―郎 (大阪西南)

矢橋 弘嗣 (千  里)

柳  雄二 (八尾中央)

藤丼 武治 (大阪リバーサイド)
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使われるものにしたという経緯があります。この

中で、ロータリーの社会奉仕とは、まずロータリ

アンの一人一人の個人生活、事業生活、社会生活

に「奉仕の理念」を適用することである。そして

ロータリアンー人一人が「超我の奉仕」を実証す

る機会であり、地域に住む人々の生活の質を高め、

公共のために奉仕することは、ロータリアン個人

にとっても、ロータリークラブにとっても献身に

値することであり、社会的責務でもあるとしてい

ます。

継続する社会奉仕を

私達は先輩から、ロータリーの社会奉仕活動は

単年度でやるようにと言われました。これは「決

議23-34」 の「奉仕する者は行動しなければならな

い」に、「いずれのロータリークラブも、毎年度何

か一つの主だった社会奉仕活動を一―それもなる

べ く毎年度異なっていて、できればその会計年度

内に完了できるようなものを、後援するようにす

ることが望ましい」と書かれているからです。し

かしこれによって我々のクラブの社会奉仕活動は

制約されてきたといっても過言ではないと思いま

す。

次年度のRI会長、カルロ・ラビッツさんのRIテ

ーマは、「ロータリー2000年 :活動は堅実、信望、

持続」です。ラビッツさんは持続に関しては、未

来を計画するためには、過去を強調しなければな

らないので、特にプログラムを出さないというこ

とで した。CONTINUITYと い うことは、持続、

継続 という意味の他 に一貫性 とい うこともあ りま

す。だからクラブの社会奉仕のプロジェクトを考

えてみて、良いプロジェクトがあれば、続けて行

っても良いのではないかと思います。

地区の社会奉仕委員会の役割 と責務は、各クラ

ブが取 り上げたいと考える地区内の新 しい傾向・

論点・問題を探すのを援助することや、クラブの

プロジェク トの強化に役立つ情報を提供すること

も含まれます。

当社会奉仕委員会には二つの委員会、すなわち

矢橋委員長の社会奉仕委員会と柳委員長の環境保

全委員会がございます。社会奉仕委員会では本年

度の活動方針として、すべてのロータリアンの参

加のもとに「地域社会に生き、働き、そして奉仕

する」との社会奉仕活動の基本的理念に基づき、

ささやかであっても「地域のニーズに基づいた奉

仕活動」を繰り広げて、明るい町づ くりに努めた

いという方針を立てておられます。

柳委員長は、本年度の環境保全の方針は、今年

の「ロータリーの友」5月 号に載っていますように、

IS0 14000(環境管理の道)を取 り上げてみようと

考えておられます。

以上、ロータリーにおける社会奉仕の意義と地

区の委員会活動には二つあることをお伝えいたし

ました。社会奉仕活動はあくまでも各クラブとロ

ータリアン自身にあると思います。これだと思っ

たらどんどん理事会に諮 り、良いプロジェクトを

実施して下さい。我々地区のものは、あくまでも

お手伝いであって、分からないことがあれば、両

委員会にどしどしご相談していただければと思い

ます。

「活力ある高齢化」を目指して

矢橋 次年度の社会奉仕活動の目標 として、各ク

ラブに高齢者の問題、薬物乱用防止、保険・衛生

の問題などを設定 していただきたいと考えてお り

ます。

なかでも高齢者の問題に関しましては、「ACTIVE

AGING(活力ある高齢化 )」 を目指 して、地区をあ

げて取 り組んでいただきたいと考えております。

高齢者の問題は、歴代の地区社会奉仕委員会で

も目標 として取 り上げられ、各クラブでもいろい

ろな形で奉仕活動を展開していただいてお ります

が、もう一度原点に戻 り、ロータリークラブが奉

仕活動 として取 り組む高齢者の問題 とは何かを皆

さまにお考えいただきたいと考えております。

わが国においては社会の高齢化が急速に進んで

お り、平成 10年 2月 には、65歳以上の人口が2000万

人を超えております。
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このように、社会に高齢者が増える中で、「高齢

者は被扶養者ではない」と考える高齢者や「元気

なうちはいつまでも働きたい。社会のために尽く

したい」と考える高齢者が増加している状況のも

と、「ACTIVE AGING(活 力ある高齢化 )」 とい

う考え方が生まれてまい りました。

この「活力ある高齢化」(activc aging)と いう考

えは、平成 9年 6月 のデンバーサミットの 8カ 国

声明においても取 り上げられてお ります。

こうした観点から、高齢者が生 き甲斐をもって

自立 した生活が送れるように、また、高齢者が社

会を支える一員として社会の活動に積極的に参加

できるように、地域社会を構成するものそれぞれ

が努力する必要があるといわれてお ります。もち

ろん、私どもロータリアンも、地域社会構成員の

一人として、この「活力ある高齢化」のための奉

仕活動を展開できればと考えてお ります。

では、わが国の高齢化の現状はどうなっている

のでしょっか。

一昨年、平成 9年 には、65歳以上の人口が、15

歳未満の子供の人口より多 くなり、今年 (平成 11

年)4月 1日 現在では、総人口に占める割合は65歳

以上が16.5%、 15歳未満が14.9%で あり、少子高齢

化が一層進展 しております。

また、平成9年 のわが国の平均寿命 (0歳の平均

余命)は、男77.19歳、女83.82歳 と男女とも過去最

高を更新いたしましたが、現在70歳 の方々の平均

余命はそれぞれ13.50年 、17.53年 で、皆さんが優に

80歳 を越 しておられます。

このように高齢者が増え続けている中で、「長寿

化 した一生をいかに健やかで充実 したものにする

か」、また「いかに健全に生き甲斐をもって過ごす

か」 という問題、つまり「活力ある高齢化」が今

日の社会での大きな関心事になっているのではな

いかと考えられます。

私 どもロータリアンが奉仕活動を展開するとき

には、まず地域のニーズを十分に把握するように

と常々教えられてお ります し、また1998年版ロー

タリー情報集『ご存知ですか』にもありますよう

に、RI理事会は「汗を流す社会奉仕プロジェクト」

を奨励しております。

奉仕活動の展開の方法としては、いろいろある

と思います。各クラブそれぞれに、長年培われた

方法をおもちでしょうし、地域の方々になじみの

方法もあると存じますが、会員が得意とされる職

業上の能力や趣味を生かされて、年度を通 じて、

少なくとも1日 を高齢者のエーズのために「活力あ

る高齢化」(active aging)の ための「汗を流す奉仕

プロジェクト」を展開していただくことをお願い

いたします。

「活力を失わずに年齢を重ねる、健やかに年齢を

重ねる、不安なく年齢を重ねる」ということにな

ってまいりますと、各クラブにそれぞれのことに

非常にすぐれた知識をお持ちのメンバーさんがた

くさんおられると思います。そういうことでござ

いますので、この問題は今年、次年度一年やって

いただいたらそれですべて完了するテーマでもご

ざいません。先ほどの柏木ガバナーノミニーがお

っしゃったような「持続」というテーマになって

いくようなかたち。つまり、いまの方がそのこと

を心がけていただいたら、あと20年 、お元気でお

られる。あと15年 、元気に社会で活動をしていた

だけるということになってまいるわけでございま

す。ささやかな奉仕活動というよりも啓発活動で

も結構ですし、いろんなことが手法論としては、

皆さま方おわかりと思いますので、何か考えてい

ただいて、ぜひ次年度、 7月 から以降の年度内に

地域の中で「アクティブエイジング・活力ある高

齢化」という流れがわき起こるようにご活躍をい

ただきたいというふうに思います。

次に、この2“0地 区は共同奉仕作業といたしま

して、毎年、海遊館招待行事 というものを考えて

行っております。その他「ユネスコ寺子屋運動ヘ

の協力」「ローターアクト・インターアクトの皆さ

んとの共同奉仕」と、いろいろ掲げております。

それから、今回の協議会をするにあたりまして、

各クラブに「新年度、どういうことをお考えです

か」というアンケー トについて「委員長になって
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すぐで、まだ十分考えていない」というお答えが

過半数でございました。お礼だけ申し上げて、ご

報告に代えさせていただきます。

環境保全運動の取り組み

柳 環境保全委員会は今回半数の委員が交代とな

りました。地球温暖化問題、オゾン層の破壊、ダ

イオキシンや環境ホルモンのこと、廃棄物の処分

場がなくなってきたこと。さらに最近では、ISO

(国際標準化機構)な ど、さまざまなテーマが取り

上げられております。私どもの世代が多 くの環境

問題を引き起こし、次の世代が親になるころには、

もう対策が立てられなくなるのではないかと危惧

されているわけで、そうならないために、今何と

かしなくてはいけないということです。

当委員会は、90～ 91年 度に設置され、今年で10

年目になります。この間各年度さまざまテーマを

取 り上げ、廃棄物焼却場や埋立処分地、浄水場、

環境学習センター。また前年度は関西電力で見学

や研修をやってきました。 3年 目には「環境ガイ

ドブック」を作成して皆さまの参考にしていただ

きましたし、例年、各クラブの皆さまにアンケー

トをお願いして、活動状況をご報告し、参考とさ

せていただいております。

これからの活動ですが、まず、皆さまの机の上

のアンケー トに記載をお願いいたします。FAXな

りでガバナーノミニーまでお送りください。昨年

度実施された環境保全運動や本年度の活動計画に

ついて、それと今回は環境マネジメントシステム

についても調査したいと考えております。

皆さまのクラブの会員さんの会社で、Isoを 取得

されている会社の有無と、もしございましたら会

社名をお教えいただきたいと考えています。この

「ISO(国 際標準 化機構 )Intcrnational
standardizatiOn organizatiOn」 は『ロータリーの

友』4月 号に載っておりましたからご覧いただい

た方もあると思います。ジュネーブに本部があり、

国際的な規格作 りをしているところです。日本に

は従来JIS(日 本工業規格)があり、ISOで 決まっ

たことは全面的にЛSに取 り入れるというのが政府

の方針ということです。

「ISO-14000」 は1996年 に制定された環境に関す

る新 しい規格ですが、環境の数値や規制値を決め

ているわけではなく、環境管理の進め方を決めて

いるもので、わが社はこういう目的で環境管理を

します、と決め、それを第三者が認証する、つま

り、企業が社会 と環境管理を正 しくや ります とい

う約束をすることになります。

“ロータリーの友"に よりますと、品質を保障する

「9000」 があり、また、安全に関する「16000」 が

予定されるとあ りました。 ともか く、環境につい

ての「14000」 の調査をする予定です。

現在、「環境ガイ ドブック」第 2版 を印刷中で、

遅 くとも7月 前後には会員の皆さま全員にお配 り

します。地球温暖化のこと、ダイオキシンのこと、

環境マネジメントシステムについて、また環境カ

ウンセラー、そ して、当委員会の今 までの活動状

況や各クラブの活動事例などを記載 しております。

大阪府が主宰する団体に「豊かな環境づ くり大阪

府民会議」 というものがあ りますが、当委員会も

一昨年にここに加入 しました。

この府民会議には、ボランタリーネットワーク、

子供連合会、青年・婦人のほか、われわれロータ

リーなどの府民団体 と、経済や商工会など事業者

団体、さらには環境フォーラム、みどりの トラス

ト協会、リサイクル推進会議や自動車対策会議な

どの関連団体で構成され、 これは府民をあげて環

境に取 り組もうというものです。

昨年度、この府民会議は五つのテーマを提唱 し

ました。私たちの地区では、そのうち三つを取 り

上げました。一つは「スイッチオフ推進運動」。こ

れは家庭やオフィスでこまめにスイッチをオフす

るということ。二つ目が「エコイベント運動」。こ

れは、いろんなイベント運営で環境配慮を徹底す

ること。会場の温度が必要以上に冷えすぎていな

いか、会場で配付する資料は両面コピーにするな

どの配慮をして欲 しいというもの。三つ日は「グ

リーン購入推進運動」。これは環境への負荷の少な
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い商品を購入することにより、ゴミの減量化やリ

サイクルを促進し、地球環境の悪化を防止するこ

とです。

その他「アイドリング・ス トップ運動」。最近、

このステッカーを貼った車を見かけるようになり

ました。それからもう一つは、「マイバッグ持参運

動」で、買い物に行 くときに、マイバッグを持っ

て行って、無駄な袋を使ったりしないようにしよ

う、ゴミを少なくしようということですが、府民

会議は平成11年 度の最重要課題として、グリーン

購入推進運動を指定しています。

昨年度は、企業に目を向けようということで、

関西電力南港発電所を訪問しましたが、本年度は

10月 14日 (木 )午後に、高石市にあります大阪ガ

スの泉北製造所とガス科学館を訪問いたします。

ここは、昨年秋にISO■ 4001(14000の核で企業活

動、製品・サービスの改善を継続的に行うシステ

ムを企画化しその承認を得る)の認証を受けてお

られますので、その辺の事情を学び、ガス科学館

ではエネルギー問題について、興味深 く見学いた

だけると思います。

それから、6月 5日 というのは「環境の日」でご

ざいます。前年度には、大阪府民会議が募集して

いる「おおさか環境賞」に、大阪柏原クラブご推

薦のサークル「くるくる」を推薦させていただき

ましたが、本年度も、候補者の推薦方をお願いす

ることになろうと思います。その節は、各クラブ

に関係されている団体や個人について、推薦をお

願いいたします。当選しますと、6月 5日 の環境の

日に合わせて表彰が行われることになります。ま

たこの日には、各クラブでも卓話やシンポジウム

等を取 り入れていただきますようお願いいたした

す。前年度には、大阪環境基金のご案内をいたし

ましたが、特にお申し込みはなかったようです。

この基金は継続して行われていますので、機会が

ありましたらご検討ください。

とにかく、環境問題については、地球温暖化、

オゾン層の破壊、地球の砂漠化など、地球上の生

命の存続が問題になっています。特に、開発途上

国が開発を進めるにつれ、事態は深刻になると思

われます。日本人の環境破壊は現在それなりに大

きいといわれておりますし、日本人もしっかりと

考え自党して行動しないといけないということです。

高齢者を始めとした交通災害問題

藤丼 地区の交通問題特別委員会ということで発

足いたしまして、各クラブで委員会 もつ くってい

ただいているところもございます し、当大阪リバ

ーサイ ド・ロータリークラブもそうなんですが、

独立 してなかなかおつ くりいただいていないよう

でございますので、先ほどお話があ りましたよう

に、社会奉仕委員会の中で環境問題、環境保全 と

同じように交通問題の特別委員会をおつ くりのと

ころも多々あるというふうに聞いてお ります。こ

の場をお借 りしまして、この地区の交通問題特別

委員会のお話をさせていただきたいと思います。

一昨年からこの第2660地区におきまして交通問

題特別委員会が創設されました。交通問題 という

のは、今日は他人事であ りますけれども、あした

は我が身になる危険性を含んだ問題でございます。

決 して他人事ではないということを、ご認識いた

だきたい。この交通問題特別委員会 として、テー

マを三つに絞 り込んで問題に取 り組んでまい りた

いと考えております。

まず一番目は、ロータリアンの所属する企業に

おける交通災害防止運動。それから二番目に、青

少年に対する交通災害防止のための教育。三番目

に、高齢化社会における高齢者の交通安全問題。

今年度は基本方針の第三番目であります。

実は、平成 10年度の大阪府下の死者が 394名 い

らっしゃるわけですが、このうち高齢者が 108名 。

率にしますと28.9%で 、今年度、この 1月 から 3

月において、大阪府下で交通事故で亡 くなられた

方が92名 いらっしゃいます。そのうち、高齢者の

方が29名。ということは、率にしますと3割 を超

えている。

このへんの問題 とどう取 り組んでい くか。一般

に ドライバーの方で したら、春 と秋の交通安全週
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間というのがあ り、そこで交通安全の講習 とか、

あるいは免許の更新時の講習 ということで、それ

ぞれ、いろんな講習があるんですが、高齢者の方

にはそういう交通安全講習 というのはございませ

ん。実際に免許をお持ちでない方がた くさんいら

っしゃるということです。これについては、高齢

者のための「ひや り地図」を作成することでスタ

ー トしたいと考えてお ります。

現実にはまず 2地 区、港警察 と都島警察をモデ

ル地区として始めてお ります。当リバーサイ ド・

ロータリークラブの担当エ リアが港区でございま

すので、港区の警察 とタイアップしまして、港警

察 と港交通安全協会に依頼 し、港区の老人クラブ

の代表の方に呼びかけました。港区には11地 区ご

ざいましたが、その地区の代表の方に集まってい

ただき、「ひや り地図」を作成するにあたってのガ

イ ドをお願いしました。

実際に各ロータリークラブとしてどう関わって

い くかということですが、その地区の警察なり交

通安全協会に、「ひや り地図」をつ くるということ

で老人会に呼びかけていただき、実際にできあが

った地図を、たとえば区役所なり老人クラブの会

館に掲示 していただいてはどうでしょうか。

青少年における交通災害防止については、毎年

9月 23日 に大阪府主催の交通安全ファミリーフェ

スティバルというのが、十里の万博記念公園で行

われてお ります。当地区もパンフレットと交通安

全にかかわる風船を配らせていただきました。

それと、例年秋に大阪府主催の母 と子の交通安

全大会 というのがございます。これは、幼稚園と

小学校の低学年を対象に、交通安全の標語、ある

いは作文を募集 しまして、優秀作品を表彰すると

いうものでございます。

その他ロータリアンの所属する企業での交通災

害防止運動。これは次年度、一つの活動計画で取

り上げていきたいと考えてお ります。具体的には、

各地区の警察で「無事故・無違反チャレンジコン

テス ト」を実施 してお ります。これは春 と秋の交

通安全運動の期間中のスター トから 6カ 月間無事

故・無違反であった事業所、ないしはグループに

対して表彰を行うものでございます。

コンテス トの結果は、この 6カ 月間の交通事故、

人身事故は6件。これは対前年比でマイナス 9件。

交通違反は 212件、対前年比でマイナス44件で、両

方合わせて 219件、対前年比で52件のマイナス。で

すから、19.2%の減少ということで、このコンテス

トをやることによって、交通事故なり交通違反が

少なくなったという結果が出ております。

質疑応答

今川 (八尾) 当クラブも環境保全委員会が社会

奉仕委員会、それから交通安全対策委員会が職業

奉仕委員会 となっています。こういう詳 しく説明

していただいているにもかかわらず、私は社会奉

仕委員長を来年仰せつかるわけですけれども、職

業奉仕委員長が交通対策委員長 として当クラブで

はやってい くわけです。本当にもったいない機会

だなと、私自身思っておるわけです。地区といた

しまして、社会奉仕委員会にこの部門は入るんだ

というようなご指示があると、非常に有 り難いと

思うんですけれども。いま、二つの委員会、本当

にすばらしい事業展開をされるということをお聞

きして、当委員長が聞 くことができないというよ

うなことであっては、これをどうやってクラブに

持ち帰ればいいのかと思うわけです。

矢橋 最初は特別委員会ができる前は、職業奉仕

の中に交通問題を取 り扱 うというようなセクショ

ンもあった りしたという経過が地区としてはある

ようです。

特別委員会は、他に教育問題 もございます し、

2004年のための国際大会のことは別にいたしまし

て、この地区の特別委員会は教育問題 と交通問題

が二つできたわけでございます。この地区協議会

という場での発表の場、討議 をする場 としては、

特別委員会をどこに入れるというふうな場所がご

ざいませんので、たまたま、この交通問題特別委

員会ができたときに、そのときの職業奉仕の委員

会、それから社会奉仕の委員会、青少年の委員会
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等の委員長・副委員長が集まりまして、交通問題

は、ご出席の廣瀬パス トガバナーの会社の事務所

をお借 りして、交通問題をどういうふうに取 り上

げたらいいんかというような検討会をいたしまし

た経過がございます。

今年度に関 してはこの社会奉仕のセクションで

交通問題委員会の委員長さんにご説明をしていた

だいたということになってお ります。ですから、

交通問題特別委員会 として、きょう、ご説明 して

いただいたようなことは、再度、ご説明をいただ

けるんだろうというふうに私は理解 しておるわけ

でございます。

飯田 (大阪中央)実 は私どもは「里親クラブ」、

里親を担当 しているクラブなんです。いま担当さ

れているクラブ同士の協議の場みたいなものを設

けていただけないか。

矢橋 地区の委員会として、「地域発展」の里親の

問題 として取 り上げてお ります。震災のときに 7

クラブさんにお引き受けいただいて、年数が経っ

ていけば問題がだんだん風化 してい く部分もある

し、子供さんのいちばん小さい方が小学校の方だ

と、何十年 もやっていただかなければならないと

いう話もある中で、地区の委員会としてお引き受

けいただいたことを、ほかのクラブの方々にもず

っと知っていただくという意味合いも含めまして、

この項目をあげさせていただきました。

そのときの社会奉仕の委員長の大橋委員長 と新

津前委員長さんとがお世話いただいて、例年 4月

か 5月 ごろに、お世話いただいている 7ク ラブか

ら委員長さんにお集 まりいただいて、いろんな経

過をお聞きして、ご苦労の情報交換をしていただ

く場 というのは、2660地区として委員会はござい

ませんけれども、そういう場を設定 して、年 1回 、

必ず情報交換をさせていただいております。

飯田 要は、実質的にイニシアテイブをとってや

っていただければ有 り難いのです。

矢橋 時間が大分迫ってまい りましたので、まだ

ご質問もあろうかと思いますけれども、これで本

日の1999年 から2000年のための地区協議会におけ

る社会奉仕部門の協議会を終わらせていただきた

いと思います。

終わりにあたりまして、この部門の討論リーダ

ーの中川パストガバナーから一言、まとめをお聞

かせいただきたいというふうに思います。

中‖| それでは、時間になりましたが、本日は長

時間にわたって社会奉仕部門の部門別協議会に参

加していただきましてありがとうございます。

地区の社会奉仕委員会は、ただいま矢橋委員長

さんがおっしゃいましたように、地区のニーズに

基づいた奉仕活動を繰り広げていこう。それには

やはり活動計画として、高齢者の「アクテイブエ

イジング」、いわゆる活力のある高齢化、そういっ

たものに取り組んでいきたいという計画でござい

ます。

また環境保全委員会は、ただいまの柳委員長さ

んがおっしゃいましたように、今までのガイドブ

ックを改編しまして、会員の皆さんにお配りをす

る。そして、 ISOに 関係ある大阪ガスの見学を

する。そういったことでございました。本日は、

長い問、 3時間にわたってお話を聞いていただき

まして、ありがとうございました。これで散会さ

せていただきます。どうもありがとうございます。

(拍手)
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国際奉仕部門

討論リーダー パス トガバナー

サブリーダー

サブリーダー

サブリーダー

国際奉仕の喜びと意義を感じて

山中 国際奉仕は、非常にや りがいのある奉仕の

一つです。ご担当になられた皆さま方、国際奉仕

を通 じて奉仕の喜びと意義を感 じていただけるこ

とを願っています。

坂本 一昨年、貧困問題における統計がRIか ら

発表 され ました。それによると、世界人口の約

20%は 1日 に米貨 1ド ル以下で暮 らしています。

1分間に約50人が貧困家庭で誕生 してお り、 1日

にすると7万2000人 、 1年 では2628万人が生まれ

ている計算になります。

発展途上国では、9500万人を超える15歳以下の

子 どもが家庭を助けるために働いていると推測さ

れています。約 1億人の子 どもたちはホームレス、

約 1億 2000万 人の人々が失業者であり、多 くは不

完全就職者です。

そして毎年1500万 人が餓死 し、その大半は児童

です。 5歳未満の児童の34%は 栄養不良、世界で

20億 人以上が栄養不足のために学習能力の欠如、

失明、精神停滞、早産による死亡の危険にさらさ

れています。貧困のため養育できない親に捨てら

れ路上生活をしている児童が約 1億人。アフリカ

の何百万人という児童はAIDSの 蔓延で孤児 と

なり、ス トリー トテル ドレンが増加すると予測さ

れています。また、 11歳 から15歳 までの推定9000

万人の貧困家庭の児童が就労 しています。

では、世界社会奉仕委員会の活動方針 と活動に

ついて一緒に勉強 していきたいと思います。現年

度のRI会長ジェームズ・レイシーさんは、「世界

の飢餓、貧困を放置 しておいては平和はない」 と

いう不退転の決意を秘めて会長に就任されました。

次年度のRIの テーマは、「活動は堅実 。信望・持

続」です。過去の実績に矛盾のないことを確認 し、

その信憑性に基づ き事業を持続するとWCS委 員

会は解釈 しています。そこで、他の国のロータリ

ークラブやその地区と共同で貧困と飢餓の地球規

模の救済を旗印に、「ロータリーの夢を追い続けよ

う」のテーマを引き続 き実施 します。

当地区委員会やクラブは、飢餓、貧困、疾病で

苦 しむ人々に生活改善のための職業訓練や識字教

育、保健衛生教育プログラムを、虐待 されている

子 どもたちには愛の手、緊急災害等の援助は国際

援助機関を通 して支援 を行い、国際理解 と親善を

深めることを通 してロータリアンとしてのアイデ

ンティティを高めてい くことができればと願って

います。

当地区の世界社会奉仕活動の基本方針 と各クラ

ブの活動予算に関 してですが、各クラブは自発的

に独自のプロジェク トを実施されることを勧めて

います。各 クラブの活動予算 は会員一人当た り

5000円以上の拠出を目標に実施 していただきたい

と思います。単独でプロジェク トを実施されない

クラブは、地区世界社会奉仕委員会との共同で実

施をしていただきます。この場合、会員一人当た

り5000円 を拠出していただきたいと思います。ク

ラブ単独でプロジェク トを実施され、会員一人当

たりの活動予算が5000円未満であった場合、その

差額について、地区と共同のプロジェク ト事業費

に拠出していただきます。

担当と任務については、国際奉仕部門の中に世

山中

坂本

二 七

笹丼

文和 (大 阪南)

旭  (大阪東淀)

―ず書 (大阪東南)

敏 之 (大阪イプエング)
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界社会奉仕委員会を設置することをお勧め したい

と思います。国際奉仕委員会はあるのですが、そ

の中にWCS委 員会がないというクラブがた くさ

んあります。ぜひWCS委 員会を、国際奉仕部門

の中に置いていただきたいとお願いをします。

実施にあたっては、 3年委員、 2年委員を置 く

ことを推奨 しています。その役割は、世界のどこ

かで飢えに泣 き、病に困っている人々のことを具

体的に情報 として会員にお伝えいただ くこと。そ

して、プロジェク ト実施のために地区WCS委 員

会は、被援助国から情報 を得て事業計画を立て、

募金活動を奨励 して実施準備とする。クラブ単独、

あるいは地区と共同の事業を実施 していただ くこ

と。事業資金は、全会員一人当たり5000円以上の

特別寄付金 として募るか、ニコニコ箱募金、その

他多 くの方法がとられています。

皆さんにお願いしたいことがいくつかあ ります。

まず第一に、必ず現地を訪問すること。それが困

難な場合は、現地の事業責任者を確認 し、収支報

告を必ず得ていただきたいと思います。

第二に、必要な物資の現地調達情報を得てお く

こと。現地で調達できる商品もあ ります し、部品

等もあります。

第三に、相手国の文化や習慣をよく調べること。

言葉の違いが不必要な誤解を招 くこと等について、

十分注意を払ってください。

地区WCS委 員会では、援助事業の紹介をして

います。多 くのプロジェク ト資金を獲得すること

ができる「同額補助」 という制度もあ ります。地

区主導の共同事業 も行っています。それは皆 さま

方 と一緒に、または共同でその事業を推進 してい

くというものです。

現地事情の研修 と視察の旅 も計画 しています。

今年度は11月 に実施 します。

WCSプ ロジェク トの進め方については、何 よ

りもまず信頼できる海外のパー トナーを選ぶ必要

があります。長年お付 き合いのある姉妹クラブや

友好クラブと進めたり、海外のロータリアンとの

個人的交流を通 じて進めた り、またRIの世界社

会奉仕プロジェク ト交換 を通 じて進めるというこ

ともあります。

現物出資、情報ネットワークもあります。国際

大会や地区大会で交流を進めていっていただ くと

いう方法もあります。

プロジェクト実施に伴うその他の条件 としては、

プロジェクト実施先へのアクセスは比較的容易で

安全なところを選んで ください。それに、相手先

でのコミュニケーションが確実に行えるところ、

またWCS活 動に熱心に取 り組む会員が両国に必

要です。

個人が恩恵を受けるもの、少数の者のための利

益をはかるもの、また不動産購入、給料等の支払

に該当するものは避けていただきたいと思います。

最後に一つ申し上げますが、私たちがたとえ物

質面において貧 しい者であったとしても、貧 しい

国の恵 まれない人たちのことを思って心を尽 くし

て何かができ本当に喜びを分かち合えるのではな

いかと思 うのです。地区委員会の委員たちがカル

カッタのマザー・テレサさんを訪問 したとき、シ

スターからいただいたしお りの一部を読みたいと

思います。

「沈黙の実は祈 り、祈 りの実は信仰、信仰の実

は愛、愛の実は奉仕、奉仕の実は平和」 とあ りま

して、世界社会奉仕活動の本当の目的は、私たち

ロータリアンが本当の喜びを体験することであり、

世界平和への礎を築 くこと。この働 きを、ロータ

リアンの特権として受け止めてはいかがでしょうか。

アメリカ留学で得たもの

三宅 青少年交換委員会の話をさせていただ く前

に、1997～ 98年度にアメリカヘ交換留学で行って

帰ってこられた池田佳子さんから 1年 間の青少年

交換がどんなものであったか、お聞きいただきた

いと思います。

池田 (交換留学生) 私は、97年 から 1年 間、大

阪本町ロータリークラブから、アメリカのアイダ

ホ州にあるエルモア・カウンティーというホス ト

クラブに受け入れられて、留学をしました。
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私は4つ のホストフアミリーに恵まれました。一

番目の家族はディスカッションを日々大切にされ

ているご夫婦でした。私が学校に行 くとき、必ず

ホス トのお父さんが言ってくれた言葉があります。

“Lcarn somcthing。 "、 つまり「何でもいいから毎

日何か一つでも学んでいらっしゃい」という意味

です。その言葉を聞いて「ああ、きようも頑張ろ

う」と思って、毎日学校に通っていました。

すごく嬉しかったのは、私を一人の人間として

意見を聞いたり言ったりしてくれたことです。こ

れがアメリカ人の誰でも受け入れるという人間性

なのかなと思ったものです。

二番目のホス トのお父さんは外科医で、お母さ

んはお父さんの診療所や自分の家も設計を手がけ

てしまう人でした。乗馬を教わったり、雪山に連

れていっていただいてスノーモービルを楽しんだ

り、娘さんの結婚式にも連れていっていただいた

りしました。

三番目のホス トは政治に関心のあるご夫婦で、

二人の支持する党が違ったんです。「私たちは愛し

合っているけれども、本当は敵同士なのよ」と言

って、選挙のときには白熱して議論されていたの

を覚えています。

学校の授業のなかでも、一番私が気に入ってい

たのはコーラスの授業です。学期末に皆でサンフ

ランシスコヘ旅行に行こうと計画があって、その

ためにいろいろ企画をしてお金を貯めました。皆

で一つの目的に向かっていく過程は、とても楽し

いものでした。一人が「こうしたらいいんじゃな

いかな」と言えば、皆が「じゃ、それを実行して

みようよ」といった感じで、何事にもこんなふう

に取り組めたら楽しいだろうなと思いました。

頑張ったかいあってサンフランシスコ旅行は実

現し、現地では合唱コンクールに出ることができ

ました。各州から代表の高校が参加していたので

すが、私の高校は「いちばん楽しそうに歌ってい

る賞」というのをいただいて、皆大喜び。打ち上

げのダンスパーテイーは、とても盛り上がったの

を覚えています。

帰国して10カ 月弱がたちました。すごく嬉 しく

思っているのは、た くさんの人に出会えたことで

す。留学中は友だちやロータリーの方、ホス トフ

ァミリーや町の人全員に、すごく親切にされまし

た。帰国後 も、ロータリーの方はもちろんた くさ

んの方からいい影響を受けた りするので、留学さ

せていただいてよかったなと思っています。

その後は、交換学生のグループであるROTE
Xの 一員 となって活動 させていただいています。

皆さんの前でお話 しする機会をもたせてもらった

り、留学 し終えた後 も自分の経験を生かしていろ

いろな活動に取 り組む機会を与えてくださってい

るロータリークラブとロータリークラブの皆 さん

には、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。

活発な青少年交換ブログラム

三宅 池田さんが派遣されたアイダホ州は、10年

ぐらいの間、当地区とずっと交換を続けています。

青少年交換プログラムは1920年代の後半にすで

にヨーロッパおよびアメリカで始まっていて、正

式にRIで承認されましたのは1970年代になって

からです。現在、8000人 ぐらいの交換があ り、世

界 じゆうのロータリアン 150人 に 1人 ぐらいの割

合で交換 されています。現在、日本では 300～400

人に 1人 という割合で交換されています。これは、

ロータリアンの子弟が参加できる唯一のプログラ

ムです。 もちろんロータリアンの子弟だけではな

くて一般の人にもご参加いただけます。

このプログラムは、当地区では皆さん全員にか

かわって もらってい ます。ご存 じの ように 1人

2000円 の拠出をいただいて、来日した学生に 1人

80万円の補助をクラブに対 してさせていただくこ

とになっています。

当地区で交換があるのは、アメリカ、アルゼン

チン、オース トラリア、オース トリア、カナダ、

ドイツ、ニュージーランド、フィンランド、プラ

ジル、フランス、ベルギー、ロシア、ハンガリー、

ノルウェーなどです。

1999～ 2000年 度には、12名 の高校生が派遣学生
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として選ばれています。

中委員長が就任 されてからは、海外に出てい く

子どもたちに熱心にオリエンテーションをしてい

ます。日本に関する知識はもちろんのこと、留学

してからの心構え等を、ROTEXの 諸君にもお

手伝いいただいて、年 6回のオリエンテーション

を実施 しています。

海外から来 日する学生 もすでに決まっていて、

大阪東南クラブでは、 1月 に来日したブラジルの

女の子をお預か りしています。 8月 には12名 が来

日する予定です。来 日した学生たちにも、二泊三

日の泊まり込みで日本についてのオリエンテーシ

ョンをやったり、集中的に日本語を勉強させてい

ます。

短期の交換 もやっていて、夏休みを利用 してお

互いに相手のロータリークラブと交換を行ってい

ます。今年の夏休みには 6人の短期の派遣を計画

しています。派遣先はアメリカ、イタリア、ベル

ギーを予定 しています。

青少年交換委員の各国間の連絡については、国

際大会の開会式の前 日、前々日の 2日 間にわたっ

て、世界 じゆうから集まってきた青少年交換委員

の皆さんと交換ついて話 し合いをもっています。

また、国内では年に 1回 、全国の青少年交換委

員長が集まって会議を開いています。

奉仕活動を活発にするポイン ト

笹丼 国際交流 。平和委員会は字のとお りで、世

界の国々のロータリアンと、またその家族 と仲良

くしていただき、奉仕活動を活発にするため、次

の 5つの事項についてPRを していきたいと思います。

1.国際大会への参加依頼

2.シ スタークラブ、友好クラブヘの締結

3.友情交換

4.趣味・職業別親睦活動への参加依頼。

5.世界平和

1,国際大会への参加依頼

今年度の国際大会は、シンガポールで6月 13日

から16日 まで行われますの来年度 (2000年 )は 6月

4日 から7日 で、アルゼンチンのブエノスアイレス、

2001年 度はアメリカ・サンアントニオ、2002年 は

ヨーロッパということになっています。2003年 は

豪州 となっています。2004年 が日本。大阪地区、

京都、和歌山、神戸、合同で開かれます。そして

2005年が 100周年 ということでシカゴになってい

ます。国際大会には、ぜひ参加 していただきたい。

その際、バナーなどを持っていって交換 していた

だきたいと思います。

2.シスタークラブ、友好クラブヘの締結

現在83ク ラブ中17ク ラブが、まだ未締結のよう

です。できるだけ締結 していただいて、WCS等
にご活躍いただきたいと思います。現在いちばん

多 くやってお られるところは、台湾が25ク ラブ、

アメリカが20ク ラブ、韓国が20ク ラブ、オース ト

ラリアが11ク ラブ、フイリピンが10ク ラブ。あと

は 5ク ラブとか 4ク ラブに落ちています。2660地

区のクラブとしては、21カ 国とシスタークラブ契

約を結んでいます。

3.友情交歓

シスタークラブ契約をしていただくと、相手の

国とシスター契約をしているロータリアンの家族

のところヘボランティアみたいな感 じで泊めてい

ただくとか、本人同士の話 し合いで、家族 と一緒

に日本へ来てもらった り行 き来をするということ

だけで、別に費用は全部自分たちで持つことなの

です。

地区対地区と個人対個人の二つの方法があ りま

す。地区対地区はいまのところあまりやっていま

せん。個人でやっているのは、友好シスタークラ

ブをやっておられたら皆シスタークラブ契約をや

っておられるところの家庭等へお泊まりになった

りと、自然 とそういう行いをやっておられるので

はないかと思います。

4.趣昧 。職業別親睦活動への参加依頼

当地区でもスキー、ゴルフ、無線、ヨット等が

非常に多 く入ってお られます。ヨットの場合は、

いま淡路島のクラブの方がやっておられます。大
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阪、和歌山、神戸、そ して今度は北海道にもクル

ーができました。

日本ロータリーゴルフ親睦大会 というのがあっ

て、 6月 には北海道、 4月 、 9月 には東京、 1月

には沖縄で、大阪大会も2年 に 1度開催 していま

すので、ぜひまたご参加 ください。

5.世界平和

最後は「平和」です。 7月 の委員長会議のとき

に、平和についての小冊子を皆さま方にお配 りい

たしたいと思います。

平和について、私たちがいちばん大切にしたい

と思っているのは、第一に家族 との強い絆で平和

をまず築いていかなければいけないということで

す。そして、近所の人、それから地域社会、そ し

て職場、それから国際的に平和を築いてい くので

はないかと思います。

われわれが国々を近づける一つの方法は、国際

交流プログラムに参加 していただくことです。青

少年交換、GSE、 友情交換、そ してロータリー財

団、その他のプログラムに参加することではない

で しようか。海外のロータリー、パー トナーと提

携する世界社会奉仕プログラムは、世界社会に貢

献する重要な方法でございます。

2月 23日 のロータリーの創立記念 日を「平和の

日」 と位置づけて、またその 1週間を「平和週間」

としています。どうか 2月 には世界理解 と平和に

ついて、フォーラムまたは卓話をしていただ くよ

うにお願い します。

山中 当財団の中で、奨学生は、財団で集めたお

金の60%を 3年後にこの地区で何に使 うか選択が

できます。60%と いうと現在約60万 ドルぐらいで

す。そのなかで、来年度 も人道目的に13万 5000ド

ルの予算がとられました。 3万5000ドルはポリオ

プラスにお使いになるそうですが、lo万 ドルほど

がほぼこのWCSの 目的に合致 します。そのなか

に 3万 ドル、いわゆる 1件 3000ド ル、lo件分 3万

ドルの予算があるのが調査費用です。ぜひとも申

請 して利用 していただきたいと思います。

べ トナムで実を結ぶ、奉仕活動

米田 (大 阪平野) ベ トナムは戦争が終結 して24

年になりますが、社会的にも数多 くの問題が山積

みにされています。貧困と飢餓、劣悪な環境、社

会情勢のなか、明日を背負って立つ子どもたちが、

何 とか教育を受けて成長する必要があるだろうと

いうことで、ベ トナム訪間への私たちの里親制度

が始まりました。

まず、大阪平野ロータリークラブでは、WCS
については、行動を伴 う愛のある奉仕を、という

のが基本になっています。1984年 、85年 にタイの

ロータリークラブと姉妹締結をさせていただいた

のを機会に、毎年WCSの 活動をタイで実施 して

きました。特に目の不自由な子どもたちに 9年間、

眼鏡を贈呈 しました。黒板の文字さえ見えなかっ

た子たちが、「新 しい世界が広がった」 と泣いて喜

んでくれ、私たちもものすごく感動 しましたc

小さな奉仕に参加 した会員一人ひとりが、本当

にすがすが しい気持 ちにまずなったということ。

喜びを逆に与えられたということをいま覚えてい

ます。

その支援が 9年続いて10年 目に入るときに、こ

のへんで一度、発掘調査支援をしようということ

になり、ベ トナムに目を向けて汲ました。そこで

96～ 97年 に、貧 しいベ トナムの人々への人道的支

援の活動 と実施を掲げて、“Lovc on School''(愛

のある学校)での支援をベ トナムで開始しました。

97～ 98年 、同 じくベ トナムの12名 の大学生に奨

学金を贈呈 しました。そして、98～ 99年 、フォス

ターペアレントに入っていったわけです。このと

きにいちばん嬉 しかったのは、私 どものクラブの

参加者の中から、次年度は一人ひとリフォスター

ペアレントとなって、ベ トナムの恵まれない子ど

もたちへの経済的な支援活動を実施 してはどうだ

ろうかという、自発的な沸 き上が りがあったこと。

現在の国際委員長が委員 ともども企画立案を進め

ました。最終的には私 どものクラブがいま51名 。

38名 のフォスターペアレント、78名 のフオスター

チャイル ドがいます。 6月 15日 、タイで式典をさ
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せていただくことになりました。子どもたち一人

ひとりに手を差し伸べて、感動して帰ってきたい

と思っています。

まず、各人ができる奉仕活動から

三宅 いま世界で非常にアンバランスが起 きてお

ります。例えば、1950年 には西ヨーロッパとアメ

リカと日本が全世界の人口の22%を 占めていまし

た。現在は、それがわずか12%に 過 ぎません。21

世紀の中ごろになりますと、先進国が 7%か 8%

になるといいます。これは大変なことです。

しかも現在、豊かである国、12%の うちの10%

が世界の富の90%を 占めています。

このアンバランスはどうなるのだろうかと。これ

も大きな国際的問題だと思います。

まず 日本でも、た くさん子どもが生まれなくて

はいけないわけですが、皆さんのお子さんにでも

言っていただきまして、大いに富める国の人口を

増や していただきたい。そうしなければ将来、非

常に国際的なアンバランスができると思うのです。

ロータリーの国際奉仕 というのは、素晴 らしい

プログラムです。私も担当を何年かや りましたが、

どうぞ皆さん、来年度は各クラブで本当にできる

だけの奉仕を皆さんで していただきたいと思いま

す。

山中 2004年 の世界大会は関西で開催 されます。

大阪だけではなく、 4地区でや ります。おそらく

閉会式 も大阪で開催 されるのではないかと思いま

す。会場をはじめ、輸送のことなど問題は多々あ

るのですが、これも国際奉仕の一つです。また何

かとご協力いただけますようお願いします。

個人の奉仕活動のパックアップを

大西 (北梅田) 国際奉仕は個人的に、私自身や

っていることと非常に重なるところがあ ります。

昨年 11月 に初めてフイリピンヘ行って、そういう

子どもたちの実態を調査 してきています。東南ア

ジアにおける子どもたちの人身売買や少女売春が

いま現実に行われています。そういう恵 まれない

少女、特に 5～ 6歳から15歳 までの少女を救おう

というカスパル (CASPAR:ア ジアの児童買春阻

止を訴える会)と いう支援団体があります。その

カスパルを、私 も微力ながら2年前から応援 させ

ていただいています。この 4月 7日 に大阪府から

NPO非 営利事業団体の認証も受けて、いま現在、

活動 しているわけです。

そういったことを所属する北梅田ロータリーク

ラブのフォーラムで取 り上げていただいたのです

が、プロジェク トが大変大きすぎると。クラブと

して取 り組みはできないけれども、会員個人で支

援 していきましょうということになり、意のある

人はいま支援をしていただいています。

個人的に活動 している支援について、この国際

奉仕部門でどのように取 り組み、またご相談 して

いけばいいのか、これからいろいろお知恵を拝借

したいなと思っています。
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財団が大切な理由

管生 今朝方も柏木さんから「財団はわかりにく

い」というお話がありました。私にとっても、皆

さまにとっても同じだろうと思います。だから、

お互いこういう討論会をやって少しはっきりさせ

る必要があるというわけです。また「本格的なセ

ミナーを」というご用命ですので、10月 23日 には

時間をかけてみっちりやる予定でございます。

さて、なぜ財団がそんなに大切なのかと中しま

すと、ロータリーの成立と深 く関わっているから

です。

ロータリーは、4人の男の考えと行動から出発し

ました。いちばん初めが、ご承知のようにポー

ル・ハリスという人です。この人は、人間愛のな

い生活に幸せはないという信念で人生を送った人

で、ロータリーをつくった “thc first rOtarian"で

ございます。

ところが、人間愛といっても,そ れ自体は非常

に主観的なとらえにくいものです。1908年 に彼は2

人の友人をシカゴクラブに引き入れますが、その1

人アーサー・フレデリック・シェルドンはハリス

に、人間愛は大切なことだが、それだけでは世の

中に訴えていく力がない。やはり理論の支えが要

る、ということを言いました。そして、人間愛を

もっと具体的に「人間は人のために働 くというと

ころに本当の幸せがある」と表現しました。主観

的な気持ちに、社会的な裏付けを与えたわけです

ね。

それでできたのが「サービスの理念」です。サ

ービスというのは人のために尽くすということで、

ロータリーというのはそのためにあるわけです。

ただ日本では、大正時代「奉仕の理想」と誤訳 し

てしまい、いまだにそのままですが、ちょっと違

うと思います。“thc idcal of service''と いう原語

をそろそろちゃんと理解したほうがいいと思いま

す。

もう1人 は、事務総長として30年 間務めたチェスリ

ー・フェリーです。われわれはルールに基づいて

行動しているわけですが、こういう仕組みをつく

ったのがこの人です。定款の最初の部分をつくっ

たし、クラブだとか、地区だとか、国際ロータリ

ーの組織だとか、規定審議会だとか、平和会議だ

とか、もう全部、今日の手続要覧に書いてあるよ

うなことをみんなつくりあげたのです。

夢と志

しかし、これだけならロータリーは偉大なるボラ

ンテイア組織にとどまったわけです。それを現在

みるような組織にしたのカン人目のアーチ・クラン

フという人で、ロータリーができて12年 後、財団

を設立し、これにより、財政的な運営とサービス

の基盤が確立 したのです。そんなわけですから、

財団に関わる人は、「ロータリー自身の基礎作業を

やっているんだ」という認識のもとで仕事をして

いただきたいと思います。

今日のロータリーは非常に大きく、細分化も進

んでいますが、その原点には「夢」があります。

「夢」は英語では dreamですが、両者の意味すると

ころはやや違います。日本語で「夢」というと、

あまり現実性がないととられがちですけれども、

透 (大阪西南)
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drcamは具体的な実現性をもっています。しいて

訳せば「志」のほうが近いかもしれません。レイ

シーさんは、ロータリーは4人の男の「夢」によっ

て出発 していると言っていますが、その「夢」は

「サービスという思想を持って、人のために働いて

いく志向」ということでしょう。

こんどのラビッツァさんは、“COnsistcncy,

crcdibility,cOntinuity''と おっしゃいましたが、

これも「夢」について言っておられるわけです。

だから歴代のRI会長は同じことを言っているので

す。夢 に固執 しなければいけないとい うのが

cOnsistency、 その夢が社会から信じられるもので

あるというのが crcdibility、 そしてcontinuityは 、

その夢をどこまでも追いつづけなければいけない

ということです。われわれはその意図を正しく酌

まなければいけないと思います。

さて、この財団委員会には7つの小委員会があり

ます。「情報」「増進」「国際親善奨学生」「学友」

「GSE」 「人道的支援」「ポリオプラス」ですが、こ

れらはそれぞれ、財団の機能に対応しています。

財団には、まず原資がいりますね。だから、寄

付 していただかなくてはならない。アピールを行

って寄付を促進することが必要です。で、集まっ

たお金を今度はいろいろなプロジェクトに使うわ

けですが、その使いみちが3通 りあります。第1が

「教育的プログラム」で、奨学制度等で教育に貢献

する。第2は 「人道的プログラム」で、世界の飢餓

や貧困に苦しむ地域に援助を行う。3番 目が「文化

交流プログラム」で、異文化同士交流しあって理

解を深める。だから、7つ の小委員会は、情報、寄

付集め、3つ の用途に対応しているわけです。ちな

みに来年度からは、あまり細分化 しないほうがい

いのではということで、小委員会の合同が図られ

ています。

では、各小委員会の方々に報告していただきま

す。よろしくお願いします。

本年度の事業計画

1.情報について

宮田 実は今年度、財団の大ベテランの増田 鼎

さんが急逝されまして、来期は私の担当というこ

とで、現在ファイルを一生懸命読んでいるところ

でございます。頼 りない委員長でございますので、

ご支援のほどお願いしたいと思います。

菅生パストガバナーのおっしゃったとおり、「情

報」と「増進」は密接な関係を持っており、私た

ちも財団増進委員会の方々と連携 しながら、各ク

ラブの財団委員長委員会を通じて、ロータリー財

団に対する理解の浸透をはかっております。

本年度の事業計画としましては、まず、パス ト

ガバナーもおっしゃいましたが、「財団セミナー」

をlo月 23日 に予定しております。これはまったく

新 しい企画で、寄付の促進の一助となるよう、最

大の努力をはかりたいと存 じております。また、

「クラブ財団委員長会議」を、皆さま方に集まって

いただきまして年2回 開催する予定です。各地区の

財団委員長に委員会の動きを説明してご理解をい

ただく会議になると思います。

私たち自身も、財団増進委員会との合同委員会

を随時開催 して、情報交換に努めます。さらに、

IMの活用もはかり、皆さんに向けて財団の新 しい

情報をどんどん流していきたいと思います。

これらにくわえ、財団情報委員会では、毎年や

っておりますアンケートを来年度は2回実施したい

と思っております。まず、来年度早々に、今のこ

の期の結果について実施します。内容は、年次寄

付の地区実績、ベネファクター人数、ポール・ハ

リス・フェロー表彰を受けたり申請手続きをした

会員の数などです。こういうアンケートを7月 早々

にお出しします。もう一つのアンケー トは、11月

の財団月間がいかに有効に使われたかを調べ、今

後の資料にもいたしますので、それについてお願

いしたいと考えております。

2.寄附増進の計画

執行 各クラブのご協力を得て財団の寄附の増進
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をはかる立場 といたしまして、来年度財団のこと

を引 き受けて下さる皆さま方には、まずお礼を申

し上げたいと思います。

地区の年次寄附の目標額は68万 ドル、 1人 当たり

145ド ルです。財団の基金へ1000ド ル以上積み立て

ますと、ベネファクターという称号をいただ くわ

けですが、これは各クラブ1名 以上が目標です。こ

れらは、ここ3年 ばかり変わってお りませんが、来

年もよろしくお願いします。

ご参考 までに、今年度につきましてはお手元の

「RI財団寄附一覧表」をごらんください。これは今

年4月 30日 に私どもの手元に届いた英文を訳 したも

のです。

いつもご質問を受けるのは、最初のところにあ

る会員数ですが、これは実は、1998年 つまり昨年

の 1月 1日 のクラブの人数なのでございます。同様

に、今年の1月 1日 の人数が次年度の寄附のクラブ

の人数になります。 したがいまして、実情 とは差

があ りますが、どうかご了承いただきたいと思い

ます。

実際、昨年の 1月 1日 と比べるとメンバー数がか

なり減少 しているクラブもあり、 1人 当たり 145ド

ルという数字は実情に合わないこともあるかと思

います。そこは、アメリカとの間のレー トの変動

や日本で数字を直 したりすると余計に混乱する等

の事情がありますので、「当クラブはこれだけやっ

ているのに数字がおか しい じゃないか」 という話

も毎年いただ くわけですが、私どもではこれはあ

くまでこの表を基本 としていることをご理解いた

だきたいと思います。

さて、年次寄附の実績について申し上げますと、

この3月 末で59万6309ド ルとなってお り、日標の68

万 ドルに達 していません。昨年は3月 末ですでに目

標の 100%を 超過 していたことと比べると、非常に

厳 しい状況であるといえます。それで も日標の

87%に は到達 してお りますので、どうぞ皆 さま方、

クラブにお帰 りになりましたら、今年度の目標を

なんとかクリアできるよう、クラブの皆 さん方に

いっそうの奮起をお願いいただきたいと思ってい

る次第でございます。

3.奨学生委員会から

奥 当奨学生委員会は、私の記憶ではほぼ50年 に

達するのではないかという、歴史のある制度なの

ですが、50年 間に時代 も大 きく変わ りましたし、

今後の奨学制度のあ り方を、9人 の委員さんと一生

懸命、勉強 していきたいと思っている次第でござ

います。

本年度、従来 と変わった点は、財団学友会の委

員会との共同でのお仕事をたくさん持つようにな

ったことでございます。

あらましを申し上げます と、来年の夏に出発す

る奨学生の試験 を現在、行っているわけですが、

そこで合格 した人は3回 のオリエンテーションを受

けます。そのオリエンテーションを、財団学友会

さんと共同でやらせていただくわけでございます。

従来は、奨学生委員会と財団学友で2種類のオリエ

ンテーションを実施 してお り、重複 もありました。

両委員会が一緒に仕事をし、さらには一つの委員

会 となってい くのは、予算や時間の節約にな り、

非常にいいことだと思っております。

さて、きよう財団の皆 さん方にお願い申し上げ

たいのは、まず、財団奨学生の募集の件でござい

ます。 11月 ごろにはポスターの配付を始めますが、

クラブによっては事務局に放ったらか しのままで

あるとか、全然ポスターが掲示されなくてどこに

いったかわからないとかいうようなことで、せっ

か く奨学生が応募 してきても十分対応できないケ

ースがかなりあ ります。何 といいましても、クラ

ブからの奨学生はそのクラブの親善奨学生でござ

いますから、地域を代表 していただくわけですね。

そのように非常に意義のある制度ですので、ひと

つ担当の皆さん方の心意気で、新年度が始まった

ら委員会報告等を利用 して、奨学生の募集を各会

員さんに呼びかけていただきたいと思 う次第でご

ざいます。

奨学生の選出については、最終的には12～ 13名

の選考委員で決定をいた しますが、同点で同レベ
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ルの候補が何人かいて、そこから1人選ぶとなった

場合は、まだ奨学生を出していないクラブを選ぶ

ようにしておりますので、ひとつ自分のクラブか

らは何人出ているのかよく調べていただきまして、

もしまだでしたら、自分の担当のときにぜひ奨学

生を出すという意気込みで会員さんに呼びかけて

いただきたいなと思います。

4.学友国際親善奨学生について

簡 国際親善奨学生やGSEは寄附金をもとに運営

されていますが、プロジェク トに参加 しても、帰

ってきたらもう何の関係 もないということでは、

ロータリーの発展につなが りません。そこを何と

か しようということでつ くられたのが、学友委員

会です。

先 日、京都で催 されたアジア大会の夕食会で、

財団学友によるミニ・コンサー トが行われました。

その時、RIの バース会長が講演をされたのですが、

そこでは、ロータリーのサービスにも givc and

takcと いう考え方を持たなければいけないという

ような話をされました。プログラムに参加 しても

らったら、それを還元 してもらう考え方も必要で

はないかという意見だったので、ご紹介 しておき

ます。

それでは本題に入 ります。現在、国際親善奨学

生のOBは 、留学中の奨学生を含め 360名 います。

またGSEで は、今回までで約90名 近 くを派遣 して

います。合計で約 450名のメンバーがロータリー財

団の学友会におりまして、そのなかにはカンボジ

アで亡 くなった中田厚仁さんなど、いろいろ活躍

されている方がいらっしゃいます。また、昨年に

は、松下電器で定年になられて、JICAの技術指導

員 としてマ レーシアに行 くことにしたという元奨

学生の方がおられました。ロータリー財団の制度

がいろいろなところで実を結んでいることがわか

ります。

11月 のロータリー財団月間では、留学から帰っ

てきたばか りの奨学生たちにそれぞれのクラブに

卓話に行ってもらい、皆 さんに少 しでもロータリ

―財団の奨学制度を理解 していただくようにして

お ります。奨学生を推薦されているスポンサーク

ラブの方には、帰国時のスピーチをお聞きのこと

と思いますが、奨学生を推薦 していないクラブの

方は、ぜひ地区のほうに言っていただければ、 11

月に限らずいつでも奨学生のOBの方を卓話に行か

せていただきますので、お申し込みをいただきた

いと思います。

最後になりましたが、ロータリーの財団学友会

は、新 しい委員会で地区予算の配分が少ないため、

毎年、奨学生を出したスポンサークラブに1名 につ

き2万 円の寄附をいただいてPsc(PaSt SCrViCC

club)を運営 しています。次年度も合格者のいるス

ポンサークラブの方はよろしくお願いいたします。

5.研究グループ交歓について

松岡 GSEは 「研究グループ交換」ということで、

文化交流プログラムの目玉でございます。訪問団

がガバナーの代理として相手の地区を訪れるとい

う、ロータリーとして非常に重要な役割の事業で

あります。

団長と、男女を問わず25歳から35歳 まで専門職

業人の方を4名 以上選びまして、お互いの地区に派

遣 します。各団員は、社会、文化、教育、医療な

ど、各自の専門職業に応 じた職業研修を1週 間に 1

日の割で勉強 します。本年度は、カナダのオンタ

リオ州とGSEを 行っております。

この交換に要する費用のことを簡単に申し上げ

ますと、皆さま方がロータリー財団にご寄附をい

ただきましたお金のうち60%が、3年 後にDDFと

いう形で地区に戻ってきます。これを利用いた し

まして、もっと大きな団を編成することもできま

す し、特定分野の人でかためた団を送るとかもで

きますが、当地区ではとりあえずのところ、いち

ばんオーソドックスなものをやってお ります。

従来、当地区は2年 を1単位 として往復の交換を

行っていたのですが、数年前より、単年度の交換

でなくては相手地区が見つからず、交換を1年度内

でやって しまいますので、皆さま方へのお願いも
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頻繁になっております。皆さまのお力をお借 りす

る事業ですので、その報告書は、この2年 ほど全員

にお配りしております。また、インターネットの

当地区のホームページにも、派遣したチーム、向

こうから来たチーム、両方の報告書をすべて掲載

しており、これは世界各国から反響を呼んでおり

ます。

次年度は、イングランド北東部のダラムという

ところと実施します。派遣と受け入れと両方のサ

イドがあるわけですが、受け入れのほうは来年度、

当地区の地区大会への出席を前提に、5月 5日 に到

着し、6月 4日 に出発する4週 間を考えております。

これについて、皆さま方へのご協力をお願いしま

す。派遣については、然るべき方をご推薦いただ

き、受け入れのほうはホス ト家庭の立候補を、ど

うかお勧めいただきたいと思います。

6.人道的支援について

大谷 人道的支援は1997年 に新たに始まったもの

です。奨学生支援は、ロータリー財団ができまし

たころからされてお り、いまでも発展途上国のロ

ータリーではDDFの ほとんどを奨学金に使ってお

ります。 しかし、先進国のロータリーは、だんだ

ん、人道的目的にシフ トされつつあ り、私たち

2660地区も3年前始めたわけでございます。わか

りやす くご説明 したいと思いますが、ここで皆さ

ま方 にぜ ひ、財 団のWF(World Fund)、 DDF

(Dis� ct Dcsignated Fund)と い う言葉 を覚えて

おいていただきたいと思います。

われわれが、たとえば今年度 100万 ドル寄附をし

たとします。そうすると3年後にはDDFと してそ

の60%の 60万 ドルが返って くるわけですが、あと

の40万 ドルはWFと して国際ロータリーにプール

します。それは各世界社会奉仕 とか、GSEな どに

使われます。同じ財団の人道的目的ための資金源

にもいろいろあるわけで、その請求方法には「同

額補助」「3H補助」「カール・ ミラー」「ヘルピン

グ・グラント」「人道的補助委員会」「ロータリー

ボランテイアのための補助金」等々、さまざまな

方法があ ります。

私たちとしては、これらの制度を利用 し、イン

ド、フイリピン、カンボジア、バングラデシュな

どアジア各国に対 し、援助を行ってきました。

たとえばバングラデイシュでは、非常に立派な

仕事をしているクリスチャン系の病院があ りまし

て、そこには手術台 とか、無影灯などを主体とし

た4万 ドルばか りの医療器具を寄附しに行ってたの

ですが、だいたい2万 ドルを使いました。

インドの3040地区では、向こうにある43の クラ

ブからそれぞれお金を寄附させて、そこの地区の

いちばん貧 しい学校に机を loo個ずつ寄附すると

いうプロジェク トがあり、それにぜひ乗ってくれ

ということで、協力いたしました。当初は2万 3000

ドルぐらいこちらが出 したらいいということで、

今年度の初めからずっとやっていたのですが、い

つまでたっても返事がこないので、どうなってい

るのかなと思っていたら、向こうのほうでお金が

集まらないということで した。私たちのほうでも

いろいろ対策を講 じた結果、プロジェク トは動い

ております。

他の例 も含め、簡単にはいかない問題に多 く遭

遇 していますが、その手続 きをよく理解すれば皆

さん方のクラブでも、いろんな形で援助を行うこ

とができます。各WCS(World Community Servicc)

の方から、こういう使い方があるんだということ

を宣伝にい くと思いますので、そういったことも

よくご理解いただければと思います。

7.ポ リオプラス委員会について

小林 ポリオプラス委員会の岡本委員長が、本日、

所用で欠席でございますので、私が代わって説明

させていただきます。

ポリオというのは、ウイルスが脊髄を侵 しまし

て、機能の障害が起こるという病気でございます。

ウイルス感染でありますので、弱毒のウイルスの

生ワクチンを投与すれば、免疫が得られます。わ

が国では、1960年から1961年 にわたり非常なポリ

オの大流行が起こりまして、社会問題になりまし
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たが、それ以後、生ワクチンを一斉に投与するこ

とにより、1980年代以降患者が発生 しなくなって

お ります。 しかし、本年4月 に施行された「感染症

新法」では依然 としてポリオを危険な感染症に位

置付けてお り、世界には今も、ポリオの発生に悩

んでいる地方がかなりたくさんあるのです。

国際ロータリーでは1985年 に「ポリオプラス」

という新 しいプログラムを創設 し、ポリオワクチ

ン接種のための募金活動に着手 しました。これは、

麻疹、ジフテリア、結核、百日咳、破傷風の5つ に

ポリオをプラスして、これらの病気を同時追放す

ることを目的としたWHOな どのプロジェクトと連

携 したものです。1988年、世界保健協議会は、西

暦2000年 までにポリオを撲滅する目標を制定 しま

したが、ロータリーでも同 じ目的のもと、ロータ

リーの創立 loo周年にあたる2005年 までに、この

ポリオ撲滅を証明することを優先課題にしてお り

ます。ロータリーは2005年 までに5億 ドルにのぼる

寄附をすると言われてお り、さらに数十万人のボ

ランティアを動員 して、地域の予防接種やポリオ

撲滅プロジェクトを支援 しております。

この結果、国際ロータリーがポリオプラスを開

始 した1985年 には、患者の届け出ゼロの国は85カ

国 しかあ りませんで したが、1997～ 98年 には 160

カ国と倍増 しております。地球の西半球に限れば、

ポリオはもう撲滅されているわけですが、先ほど

も言いましたように、アフガニスタン、パキスタ

ン、インド、ナイジェリア、コンゴなどい くつか

の国では、患者が出ています。また1996年 に、そ

れまでポリオ撲滅地域 と言われていたアルバニア

で、突然 100人 の患者が出たケースがございます。

ポリオウイルスは国境など関係なしに飛んでい く

ので、完全に根絶されない限 り、無発生地域に再

び持ち込まれる可能性があり、ポリオプラス計画

は、ポリオウイルス撲滅まで継続遂行 されなけれ

ば意義を失うというわけであります。

WHOは ポリオ撲減のために、1999年 から2005年

の期間に10億 ドル以上が必要であると推計いたし

てお りまして、この資金ニーズは1999年 から2000

年に最大になると報告いたしております。私ども

ポリオプラス委員会としましても、これを看過す

ることなく、何らかの協力を考えないといけない

のではと思っております。
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米山奨学部門

討論リーダー パス トガバナー

サブリーダー

サブリーダー

サブリーダー

サブリーダー

サブリーダー

中野 董夫
三好三郎丸

平田啓治郎
酒丼  宏
中澤 章好
小竹 靖二

米山奨学会の理想と現実そして問題点

中野 日本にロータリーを導入した米山梅吉とい

う方の功績を顕彰する意味で奨学金制度をつくっ

たのが米山奨学会の始まりです。

最初は東京クラブだけの事業でしたが、その趣

旨に賛同した国内全クラブが、合同事業としてロ

ータリー米山奨学委員会を結成しました。1957年

のことです。1958年の新学期から8名の奨学生を採

用しました。これは日本だけの事業ですが、ロー

タリーの精神からいって、世界に誇れる制度だと

思います。

発足したときには、ロータリークラプがある国か

らの留学生が対象でした。しかし後には、かつて

ロータリークラブのあった国も含めることにして

います。ただしロータリークラブのある国とない

国とが同等では不公平だから、ロータリークラブ

のない国は制限をし、全体の15%、 年に7%ぐ ら

いの採用にしました。しかしこれも昨年の募集か

らやめ、制限を一切はずすことにしました。

ロータリー米山記念奨学会は、いろいろな国と

の大使役を務めて、一年ないし二年の援助をしま

す。しかも普通の奨学金と違い、各クラブに世話

役がつきます。さらに月に一回、クラプの例会出

席を義務づけることになっています。ただ金をも

らうだけの留学生とは違って、日本における文化

や社会の仕組みについて正しく理解されることを

期待しているわけです。

米山奨学金は、できるだけ多 くの国々の多くの

方々を奨学生に採用 したいのです。全国組織にな

った当初 8名から出発しましたが、昨年から1loo

名になりました。今年 も1100名 です。昨年の募集

から制度を改め、直接募集から大学推薦 としまし

た。今までは書類審査で絞ってお りましたが、一

次の書類審査 という手続 きを大学にお任せ したこ

とになります。また各地区の奨学生の数には決め

方があ り、米山奨学会への寄附金一人の平均額が

ひとつの指数になります。奨学生1loo名 のうちの

6割 は、その平均額に比例 して分けます。残 りの

4割は、これまでは応募 してきた数で比例配分 し

ていたのですが、あらかじめ大学に推薦をお願い

すると、応募者の数は出てきません。そこで在学

留学生の数で比例配分 しました。現在 この制度は

試行中です。いろいろ問題がございましたら、ご

指摘いただきまして、理事会で反省を加え、改め

るべきところは改めていくつもりです。

次に問題になりますのは、各クラブで合格者に

カウンセラーをつけ、学生のお世話をお願い しな

ければいけないことです。奨学生たちの国と日本

との違い。文化の違いは実際に接 してみ ますと、

意外に大 きいものです。初めは驚いて、理解でき

ないところがあると思いますけれども、お互いに

知 らない文化を知ることですから、決 してマイナ

スにはならないと思います。それから「過去に留

学生を預かったけど、ひでえやつがきて、えらい

目にあった。もうごめんだ」 というクラブも時々

あ ります。過去にそのようなことがあったのは事

実です。特にある国の留学生は、日本で援助 して

もらったけど、国に帰ってそれを知 られると、出

世の妨げになるということがあったようです。 し

か し今はそのようなことはなくなりました。いや

(大阪阪南 )

(大阪天満橋)

(大阪西南 )

(大 阪 南 )

(大阪住吉 )

(大阪中之島)
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な経験を昔なさったクラブも、印象を直 して欲 し

いと思います。

また「日本に来ている留学生は、その国の恵ま

れた子供でないと日本に来られないんじゃないか。

貧乏で日本に来れない優秀な学生がいるはずだか

ら、各国で推薦 してもらって、その人たちにお金

を出したほうが有効ではないか」 という議論 もあ

ります。 しかし日本全国で1100名 の米山奨学生を、

もし外国から直接推薦をお願いするとなると、旅

費なども考えねばいけません。いま支給 している

のは、日本における生活費だけです。そこから旅

費を差 し引 くと、奨学金を与えられる総人数が減

ってしまうことが問題です。それからどの国にど

れだけ割 り当てるかという問題 もあります。すで

に日本に来て、日本語のできる留学生のみを対象

にしている現状ですが、でないと各クラブにお願

い したときにカウンセラーと意思のや りとりがで

きません。海外から直接呼ぶ となれば、信頼のお

ける日本語の試験ができる制度 もつ くらねばなら

ないで しょう。試験官をどうするかという問題 も

あ りますね。今の米山奨学制度の規模でどれだけ

のことができるかは問題かと思います。

奨学金制度について

奨学金制度については、以下の種類があ ります。

昔はDY(district Yoneyama)と いう制度がありま

した。ガバナー推薦制度ですが、現在はクラブ推

薦はなくなりました。

●学部奨学金YU

学部 3～ 4年対象。医学系 (医学部・歯学部・

獣医学部)は 6年制度のため、最後の二年間 (5～

6年)が対象です。

●大学院奨学金YM・ YD
・YMは 大学院の修士課程対象です。大学院 5年

間の内、最初の 2年 間のことですが、今は修士課

程ではなく、前期博士課程 という呼称が普通かと

思います。前期だけ しかない大学では、修士課程

という呼称のままです。

・YDは 後期博士課程あるいは大学院博士課程が

対象です。医学系には修士課程はなく、 ドクター

コース しかあ りません。通常の大学院の博士課程

は 3年ですが、医学系は 4年 あ りますので、最後

の二年間が有資格となります。最終年度だけでも

いいわけですが、その場合は一年間 しかもらえま

せん。

●クラブ米山奨学金CY

世話クラブが、後一年以内に博士号の取れそう

な奨学生を、奨学金支給期間が過 ぎても引き続い

て世話 したいとクラブが望むときの制度です。指

導教官が認め、クラブの理事会での決議が必要で

すが、奨学会とクラブとで半分づつ費用を負担す

ることができます。

●特別米山SY
・SY-1・‥受け入れ団体が決まってお りますの

で、当地区ではありません。

・ SY― S・・・日本で博士号を取得 した人たちが研

究者になって、もう一度日本に戻ってきた研究者

の短期研修に対するものです。

・ SY― J。
‥日本を研究 している研究者が対象で

す。

・SY― Aの Aは alumni(同 窓会・学友会)で、そ

こから選ばれた研究員。こういう方々の制度 もあ

ります。

奨学金は、大学院生で15万 円、学部生で12万 円

を支給 します。各クラブには奨学生を月に一回招

待 してもらいますので、食費 として一回について

2500円 として、一年分の 3万円をお渡 ししていま

す。またカウンセラーの方にも、奨学生 とお茶を

飲むときの費用として 2万円を支給 します。それ

から奨学生には、国内旅行用・研修用 として、奨

学金 とは別に 5万円を渡 して くださるように、お

願いしています。

寄附金委員会について

平田 寄附金委員会の要望としては、普通寄附金

5000円 と特別寄附金 1万5000円 、合計 2万 円の寄

附金について、83ク ラブ、インターシティミーテ

ィングが開催 されるところで、各委員が割当で 5

61



部門別協議会

分間の時間をいただきまして、お願い してお りま

す。

昨年の 12月 末も、たいへんな経済情勢ではあ り

ますけれ ど、本部から送ってきた実績によれば、

普通寄附金で1483万 3000円 、特別寄附金で6619万

6000円、合計8102万9000円 の寄附金を上半期いた

だいてお ります。会員数が 12月 末現在5292人 です

から、 1人 あた り 1万5311円。全国34地 区の第 2

位です。ちなみに 1位は1650地 区です。これを 1

人あたりにします と、全国第 3位 となります。不

況にもかかわらず、ここ数年間、常に 2位から3

位となっております。

2660地 区では、米山奨学生も過去の累積で450名

にも達 しています。通算で843名のお世話させてい

ただいてお ります。これも皆さん方のご寄附によ

る賜物です。

米山の場合は奨学金ですから、免税制度が適用

されます。・ぜひご利用いただきたい と思います。

3万円以上からの適用ですので、ご寄附をいただ

きますと、 3万 円以上については本部から自動的

に領収証が発行 されることになっています。それ

以下のご寄附の場合、 トータルで 3万 円以上 とな

ってもも、一単位が 1万円のために領収証がもら

えません。そのような場合には、本部に請求 して

いただければ、領収証を発行いたします。

奨学生の募集と選考について

酒丼 今年度、奨学生に採用された留学生の数は

27名 です。その内、男性が13名 、女性が 14名 とな

っています。

それぞれの出身国を分けてみますと、韓国14名 、

中華人民共和国 8名 、台湾 2名 、イン ドネシア、

香港、ウクライナが各 1名 という内訳です。さら

に専攻別で見てみますと、医学専攻が 4名 、歯学

専攻が 1名 、教育専攻が 4名 、文学専攻が 3名 で

す。大学の専攻分野は、このところ接近 している

部分があ りますから、どのように振 り割るべ きか

分か りに くい部分 もありますが、社会学分野専攻

が 4名 、理数系 (理学部、数学)専攻が 6名以上

と、それ以外 となっています。

学校別に見ます と、大阪大学が21名 で大 きく偏

ってお りまして、大阪市立大学が 2名 、関西大学

が 2名、ほかに大阪教育大学が 1名 、外大が 1名

となっております。

またこれから始 まる年度の選考のスケジュール

の概略は以下の通 りです。

申し込み期間は今年 10月 1日 からlo月 7日 まで

の 1週 間。それと同時に選考する委員の人選を行

い、専門委員 として文科系、理工科系、医学系そ

れぞれ 2名 の方々にご参加いただきます。それぞ

れ専門分野のロータリアンにお願い して、委嘱を

中し上げるわけです。一般委員 としては、ガバナ

ー、ガバナーノミニー、地区の米山奨学部門の担

当パス トガバナー、地区の米山奨学委員長、副委

員長、この 6名 で構成 して、それを米山の本部ヘ

提出 し、了承をもらいます。 11月 の末ごろには、

地区の選考委員会によって応募者の書類選考をし

ます。書類選考 も、専門委員 と一般委員 とそれぞ

れによる書類選考会議をもちます。そ して来年の

2月 3日 に面接のための会議 を開催 し、 2月 6日

に面接試験 を行 う予定にしています。 2月 14日 に

最終的に合否を決める会議を行 うことになってい

ます。

奨学生委員会から

小竹 奨学生委員会は、オリエンテーションや レ

クリエーション、また米山奨学生の修了者に対 し

ての歓送会のお世話をするというのが主な仕事で

す。

オリエンテーションで、奨学生 とカウンセラー

あるいはクラブ全体 とのお付 き合いが始まります。

私ども3～ 4年前からお世話させていただいてお

りますが、特に米山奨学生は ドクターになろうと

いう人が多 く、頭のいい、礼儀正 しい人が多いと

思っています。そういう人たちと触れ合うことに

よって感激がわきまして、奨学生のお世話をして

よかったなと考えてお ります。ぜひとも皆 さまに

も感激を味わっていただけるようなお世話を、委

62



員長あるいはカウンセラーとしてやっていただき

たいと思います。

学友会からの報告

中澤 学友会 というのは元米山奨学生が組織する

会です。修了 してから、日本で就職 した り、日本

で研究を続けている人たちが中心の組織で、機関

紙も出しております。

主に2“0地区は全国的な組織ですから、「学友会

関西」 という名称をつけています。大阪 (大和川

以北)・ 京都・福井・滋賀・奈良・兵庫を集めた

組織です。学友会の大 きな事業は総会です。今期

新 しく入られた奨学生の歓迎会 も、そのとき一緒

に行われます。

秋には学友会関西主催のレクリエーションがあ

ります。それは毎年、行かれる場所が違いまして、

昨年は宇治・京都方面へ行かれたそうでございま

す。卒業 された奨学生は優秀で、韓国ではガバナ

ーになられた方もいらっしゃいます。台湾にも組

織がございまして、台北ロータリークラブでは日

本語で例会を行っていらっしゃるそうでございま

す。組織が大きくなって、喜ば しいことだと思い

ます。

これまでの質問について

三好 過去の協議会あるいはいろいろなところで

質問が出ました。過去の「質疑応答集」が残って

いまして、lo年 間ぐらいのものを要約 してい くと、

一番多い質問は「なぜ韓国の学生が多いのか」 と

いうものです。米山本部に行ったり、いろんな資

料を見て調べたんですが、過去には台湾の学生が

多かったんですね。最近は中国で問題が起 きてお

りますので、台湾の学生は日本を避けて、アメリ

カ、カナダ、オース トラリア方面に移ってお りま

す。台湾の学生の数が減って、韓国が浮かび上が

ってきたということです。過去の累計の数字をみ

ても、いまだに台湾の数のほうがはるかに多 くて

2500人 ぐらい。韓国からは1500人 ぐらい しかまだ

来てお りません。今年から申し込みが大学推薦に

なったんですけれども、大学推薦になったら、ど

ういうふ うに変わるのかと思ってお りましたが、

やはり韓国の人が 14名 と多いですね。27名 のうち

14名 ですから過半数を越 している。中国が 8名 で、

台湾はたった 2人なんですね。だから、どうして

も韓国が多い。 しかしさすがに大学推薦で、優秀

な学生ばか りです。大学の先生がほめておられま

した。「いまの日本にはこんな学生はもうおらんな」

とね。そういう人が何人かお りまして、私 も一緒

にいろいろと質問に対する応答の方法、態度、マ

ナーを見てましたら、優秀な学生が多い。それで

ちょっとうらやましいなと思いました。

それから二番目に多いのが「帰ったら、音信不

通になる者が多い。便 りもよこしてこない」 とい

う問題ですね。皆さんがせっか く浄財を寄附され

て、それをもらった奨学生が帰ったら知 らん顔 と

いうことで、あんまりやないかというご意見が多

うございました。この点についても、また米山本

部へ行って、お聞きしました。そうすると、まず

帰国後の住所はいいんですが、どこかに移転する

と、移転通知が来ない。外国の習慣かどうか しら

んけれども、まず来ないとのことです。

いままでに米山奨学生で卒業 した学生はざっと

8120何名。このうちの15%は 学友会に通知がござ

いません。25%は 日本に在住 してお ります。日本

で就職 しているんですね。ざっと60%が本国に帰

ってますけれども、学友会には登録されているそ

うです。1000人 ぐらいの学生は学友会にも記録が

ないので、学友会でもいろいろ手分け して住所を

探 しているそうでございます。

この間、アジア大会が京都でございまして、そ

れの分科会に出席 しましたが、香港の学友会の人

たちが中国とかそれぞれの国に、いま現在8000人

余 り出ているわけです。将来、これを何倍にもふ

や してい くと、それぞれのお国で、やがてはこの

人たちがロータリアンになるわけです。またはロ

ータリークラブをつ くる。中には米山奨学生ばか

りでつ くったロータリークラブもできているそう

でございます。そういう趣旨で、皆さんにいただ
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いた奨学金に対する感謝の気持ちを持っている学

生 もおるわけでございまして、その人たちがそれ

ぞれの国に帰って、実践 しているわけです。だか

ら百点満点はちょっと無理ですよ。どこの世界で

も3～ 4割の人たちがいろんな活躍をされるんじ

ゃないでしょうか。800人 という数をもっと増やし

ていけば、その3～ 4割の人たちの数もどんどん増

えてい くわけです。その人たちが国際交流あるい

は社会に対する貢献を実行 して くれる。そういう

ものの見方もあるんじゃないかと思います。だか

らもっと大 きな気持ちで、温か く見ていただきた

いと思います。

2660地区の米山奨学金は、一年間に 1億 2600万

円ぐらい集まります。地区の会計が 1億 円ちよっ

とですから、地区のお金よりも米山奨学金のほう

が多い じゃないかという声 もよく出るんですね。

それでも毎年、これだけのお金がどんどん寄付さ

れている。これは日本のロータリアンとして直接、

世界奉仕 または青少年奉仕につながっているよう

な感 じがする。そういう意味で、米山奨学金の集

まりがいいんじゃないかと私は思っています。

質疑応答

○質問

面接の件で質問があります。奨学生は面接をし

て人格をある程度評価をした上で、選ばれてくる

わけですよね。でも実際にはロータリー活動に参

加をするのが、忙 しくてできないという人が多か

ったんです。そういう点はちょっと残念に思いま

したので、その点についてご配慮をいただければ

と思います。

三好 米山記念奨学会として行事に参加するのは

月に1回 ですね。「例会には最低でも月 1回 出席す

ること」は義務づけられておりますので、それに

出てこないようですと、資格を喪失する可能性が

あります。それは厳密に言っております。例会に

出てこない人は、過去に何人もいましたが、それ

は許していないんです。「例会には必ず出ること」

です。それで具合が悪ければ、お互いに留学生と

クラブで、都合のいい日に出てきてくれという要

求 もできますが、それにさえも出てこないようで

したら資格に抵触すると思います。

私が 9年前にクラブ米山委員長にな りまして、

同時にカウンセラーもやっているんですね。それ

で 7人 ぐらいの奨学生 と接 してきました。先ほど

ご質問があった、選考のときに「例会やらいろん

な行事 に参加せなあきませんで」 ということは、

皆さん、口を酸っぱくして言ってお りますけども、

それを果 して実行するか実行 しないかということ

は、面接のときにはわかりにくいですね。

私の体験でいきますと、やはり人柄ですね。人

柄のいい人は、行事であろうと、RACであろうと、

全部参加 しますね。そういう人は絶対に人気が出

ます。いろんなクラブの会員さんから引っ張 りだ

こで、いろんなところへ連れて行かれますね。そ

の人が修了 して本国へ帰るときには、送別会を十

何回やってましたね。これはかわいい子で した。

かわいいといっても、女の子 と違いますよ。中国

系のインドネシアの男性ですけど、阪大でバイオ

の勉強をlo年 間ほどやってました。日本語はペラ

ベラですね。タイの人と結婚 しまして、送別会に

は夫婦を招待 しました。

今度は、ある国の女性ですけども、例会でお金

をもらっただけですわ。レクリエーションには参

加 しましたね。それ以外はほとんど参加 しない。

ほとほと困 りました。私は直接に面接はしてお り

ませんけれども、朴訥で、ええ感 じやなと思って、

「カウンセラーするわ」と引き受けたんですが、あ

にはからんや、さっぱりでした。

その人からCYの 申し込みがあったんですけど

ね、理事会でパーンと一発で蹴 られましたね。「あ

かん」と。

だから、いまの質問はなかなか難 しい問題です。

私 も面接に参加 させてもらっているんですけど、

ええとこばっか り見せますよね。 15分や30分 ぐら

いではね、裏の裏は見えまへんで (笑い)。 それが

現実やと思います。

○質問
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以前カウンセラーをさせていただきました韓国

の方なんですけど、「あなたの国は日本の悪口ばっ

かり言うてるけどね、それはもうあなたの時代に

はやめて、日本と一緒によくなるようにやったら

どうですか。そのほうが仲良くなれるんじゃない

ですか」といって別れたんですね。ところが帰国

したら最後、うんともすんとも……。全然お付き

合いがないわけですね。

そういう人を見ていると、さみしい気持ちする

んですけども、それじゃ日本人がフルブライトで

奨学金を受けて、果してどれだけフルブライトに

対 してお礼をいっているかと考えると、まあそう

いう人もいて、そうでない人もいるけど、先ほど

おっしゃったように、人柄の問題だということに

なりますね。

先程の韓国の方に、「日本人の感覚からいうたら、

次に会ったときには『この間はありがとうござい

ました』というのが日本の常識や」と言ったらね、

「 1回 してもらったことに、それ以上礼を言うのは

恥や」と言いますのでね、やっぱり国情が違う、

文化の違いがあるなと思いました。その瞬間が終

われば、あとは関係ないんだという国民性かなと

思うと理解できるんですけども、そんなことを乗

り越えて面倒をみるのがロータリーの仕事かなと

理解していますので、礼を言うてくれなくてもい

いと私は考えています。

三好 そういう大きな心でおってほしいですね。

先ほどお話がありましたように、韓国の人はなん

か言いますわね、音の話を。ぼくははっきり言う

んですよ。「国籍は違うけれども、こうやって日本

に来て勉強するんやったら、心の国境をとりなさ

いよ。同じ人間やないか。日本人であろうと、ア

フリカ人であろうと、南米の人であろうと、エス

キモー人であろうと、どこの人でも同じ人間やな

いか」と。だから、心の国境はとってほしい。

そして韓国の人に「あんた、日本に何しに来た

んや。勉強に来たんとちがうんか。そういういや

みを言いに来たんか。あんたも私も同じ友だちや。

人間やないか」と食ってかかったら、びっくりし

ましてね。それからはそういうことは一言も言わ

んようになって、いまだに手紙が来ますよ。

これも米山本部に問い合わせをしたんですね。

そうすると、付き合っているときに、どういう付

き合い方をしたかということ。その人とロータリ

アンとの付き合い方ですね。いろんな付き合い方

があるわけです。だから個人的に「あの学生はい

い学生だった」というのは、われわれレベルの話

で、全体を見て、もっと大きな視点から指導して

いただきたいと思います。
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◆ 会 長 部 門 ◆ ◆ 幹 事 部 門 ◆

討論リーダー インカミングがバナー 柏木 尚 (豊中) 討論リーダー パストガバナー 熊澤 忠男 (守日)

会長部門においては、いろいろお話が出ました

が、最大の問題は、やは り会員増強で、皆 さんか

らもいろいろ意見が出た り、私からも細か く申し

上げたところでございます。

これ以外では、8つ の地区に分かれてお りますIM

について、独創的なアイデアでみんなで集まって

相談 しながらやってもらえませんかと提案 しまし

た。相談すること自体が非常に地域の連帯を深め

るのではと考えまして、そのことを強調いたしま

した。

2000年 の地区大会につきましては、ここも力を

入れて申し上げたのですけれども、全員ご参加と

いうことで、前期・後期3500円 ずつということで、

何人かは賛成 しかねる方もいらっしゃいましたが、

4分の3以上ということでご決議を頂戴 しました。

また、アンケー トが随分 きてお りまして、それを

読んでお ります と、たいへん素晴 らしい言葉なり

智恵がた くさん入っていて、非常に参考になりま

した。一つだけご紹介申し上げると、例会につい

て「質素で品のある例会をしたい」と。これを結

びの言葉といたしまして、ご報告を終わります。

幹事部門の協議会は、次年度のクラブ運営にと

って最 も大切な会ですので、全員参加を希望 して

お りました。一人でも欠席があれば、もう一度そ

の方だけお呼びして、マンッーマンでお話 しよう

と思ったんですが、幸いなことに83名全員来てい

ただきました。

そ してアンケー トでも熱心にお答えいただきま

した。中には、白紙や「特になし」 という回答 も

あ りまして、これは立派なクラブだろうから、後

から説明 してもらおうと思ったんですが (笑 )、 時

間がございません。ただアンケー ト結果には、こ

の不況下に非常な危機感をもったお答えがた くさ

んあ り、中には「自分の仕事に精いっぱいで、奉

仕活動なんて考えられない」 と書かれた幹事の方

もおられ、考えさせられました。

これらの意見に対 し、私は2つ のことを考えまし

た。

まず第一は、ロータリアンとは一体何かという

ことです。ロータリークラブでいちばん偉いのは

誰かというと、会長です。会長は1年 ごとに変わり

ますが、クラブの中の古いボスよりも偉い。そ し

て、その会長の独自な運営を支えるのがあなたた

ち幹事であるということを自覚 していただきまし

た。

サブリーダーの津江さんからは、陽明学のお話を

とお して、ロータリアンらしからぬ考え方が起こ

って くるのは、情熱を失い、基本を忘れているか

66



らだということを説明していただきました。

第二には、この不況下における問題には、ロー

タリアンー人一人が対処すべきであると同時に、

地区のテーマとして取り上げて、時勢に沿った改

革をすべきであるだろうということです。ひとつ

フォーラムをつくって検討してみようじゃないか

と考えをまとめてまいりました。諮問委員会の皆

さま方には、よろしくお願いいたします。

それから、今年は特別な企画といたしまして、

守国の現役の幹事である岡村サブリーダーに、新

しい知識や苦労なさったこと等を話していただき

ました。手を抜かずに自分だけがわかる充実感を

味わっている、ということを報告され、「自分が変

わればまわりが変わる」ことを喝破していただき

ました。このお話をとおして、幹事の皆さんにも

ひとつ、自分を変え、クラブを変えるんだという

姿勢をお願いしたわけでございます。

◆ ク ラ ブ 奉 仕 部 門 ◆

討論リーダー ガバナー 吉川 謹司 (東大阪東)

クラブ奉仕部門ではまず、会員増強について検

討 しました。例年、何パーセント増 という表現を

とっていますが、次年度については、純増 100名 を

ぜひとも達成 していただきた く、そのためにも、

増強セミナーにいっそう力を入れることになりま

した。

広報・雑誌については、いままでロータリーは

「陰徳」を良じとしてきましたが、昨今は、活動を

より多 くの方々に理解をしていただくため、広報

に力を入れるようになっています。本年度は、新

津委員長のご努力により、マスコミとの関係が非

常に密接になりました。たとえば産経新聞からは、

各クラブが奉仕活動をされたことをご報告されれ

ば喜んで掲載するというお話 も頂戴 してお ります

ので、こぞってご投稿いただ くようとの話がござ

いました。

そのほか、クラブ例会の出席率についてもお話

があり、今までは、たとえばこの地区でも「1位 は

どのクラブ」などという形で、出席率競争を奨励

するようなところがございましたけれども、今後

はそのようなことはなくなるだろうという事でし

た。

最後に、親睦委員会のほうからですが、各クラ

ブの中にもたくさん同好会があるようですので、

各クラブの交流試合をやったらという意見もあり

ました。また、先般の4地区連合地区大会で、美術

品等の展示等やオークションがあり、素晴らしい

実績を上げているので、来年度の地区大会でもや

らせていただきたいというようなお話がございま

した。

◆ 職 業 奉 仕 部 門 ◆

討論リーダー パストガバナー 近藤 雅臣 (千里)

まず、職業奉仕委員長のほうから、職業奉仕の

理念の変遷、新方針について、また、職業奉仕に

関するアンケー トの回答について説明があ りまし

た。このあとに、これからの活動についての解説

があ り、職業奉仕の基本理念を、各クラブの委員

長がまず身につけるため、職業奉仕の歴史をご自

身で勉強 していただきたいという結論になりまし

た。

特に、 10月 の職業奉仕月間においては、各クラ

ブの職業奉仕委員長がみずから卓話をしていただ

く、ということです。文献その他資料は、地区か

らご提供申し上げるので、みずから勉強 していた

だくというのがその趣旨でございます。

ボランティア委員長からは、まず各 クラブを通

じてボランティア登録をしていただきたいという

ことです。 と同時に、各クラブで、その地域のニ

ーズを十分調査 していただき、この2つ を上手に組

み合わせて実践に役立てたい、とのことで した。

先ほど広報についてお話があ りましたが、ロータ

リーがボランテイア活動を行っていることを、地
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域の方に知っていただければ、要望も出て くるで

しょう。そういう意味での広報活動は、ロータリ

ー精神に反 しないもので、ぜひお願い したいとい

うことになっております。

そのあとのディスカッションでは、マンネリ化

の防止が話題になりました。また、奉仕の実例に

ついてもご提案があり、駐車違反などの交通問題

に関 し、効果を上げておられるクラブがあるとい

うことで した。そういう実践をして効果が出たと

いうことを、ぜひ参考にしていただければと思っ

たわけでございます。

いずれにせよ、職業奉仕は、クラブが単位にな

るものです。 クラブ自身が しっか りと勉強され、

その地域の状況を把握 していただいた上で、職業

奉仕の実を上げていただきたいと、このような結

論になったことをご紹介して、報告を終わります。

◆ 社 会 奉 仕 部 門 ◆

討論 リーダー パス トガバナー 中 川  章 三 (大阪城南)

地区の社会奉仕委員会には2つ ありまして、それ

ぞれ本来の社会奉仕と環境保全を扱ってお ります。

社会奉仕のほうは、地域のニーズに基づいた社

会奉仕活動を繰 り広げ、明るいまちづ くりをして

いきたいというのが次年度の活動目標でございま

す。テーマには、高齢化の問題が一番にあがって

まい ります。アクテイブエイジングと申しまして、

すこやかに、活力のある、不安のないような高齢

生活をお助けしていくということでございます。

一方、環境保全の委員会のほうでは、次年度は

ISO■ 4000に ついての調査をや りたいということで

す。また、7年前に環境問題についてのガイドブッ

クが作 られたのですが、古 くなりましたので、こ

れを作 り直 します。今度、パス トガバナーをはじ

めいろいろな方に見ていただきまして、改訂版を

皆さんにお配 りするということでございます。

それと、わが地区の国際ロータリーは大阪府府

民会議の環境会議に入ってお りまして、こまめに

スイッチを消すというスイッチオフ推進運動、そ

して、空調が行 き過 ぎていないかこまめにチェッ

クするエコーイベン ト運動、さらにグリーン購入

推進運動が上がっています。これらを府民会議 と

連動 してやっていきたいということでございます。

交通問題では、ロータリーの会員また企業・団体

等で貢献のあったところを表彰 してい くこと。そ

れから青少年の交通災害、さらには高齢化社会に

おける交通安全問題にも取 り組みたいということ

でした。
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◆ 国 際 奉 仕 部 門 ◆

討論リーダー パストガバナー 山中 文和 (大阪南)

国際奉仕部門には、世界社会奉仕、青少年交換

世界平和国際親善 という3つ の委員会がございま

す。

世界社会奉仕では、地区だけではなく各クラブ

がWCSの 世界社会奉仕プログラムをもって活動 し

ておられ、2660地 区では62の クラブがクラブ単位

で活躍されています。

ただ、WCS活動に際 しては、どうか先方の国の

ロータリー、あるいは現場のいろいろな方に書類

としてのバランスシー トをもらっていただきたい。

お金やら物を送 りっばなしではまずいので、どう

か先方から書類をもらって くださいということで

ございます。

地区としては8つ の問題点をプロジェクトとして

取 り組んでお り、各クラブと共同、もしくは地区

のプロジェクトに参加いただくというような形で

やってお ります。奉仕活動にどれが大事 というこ

とはあ りませんが、国際奉仕は非常に意義を感 じ

やすい、奉仕の喜びを身をもって感動できる奉仕

の一つだと思っております。

青少年交換は、現在、われわれの地区では62の

クラブが世界の20数か国との間で実施されていま

す。去年は派遣が13名 で、受け入れが12名。来年

度の分は両方とも12名ずつの青少年交換を行うこ

とになってお ります。この青少年交換は、ご存 じ

と思いますが、ロータリーの留学生制度の中でも

唯一の、ロータリアンの子弟のための制度でござ

います。どうか、今後ともご留意を賜 りますこと

をお願いしたいと思います。

最後に、世界平和 と国際理解の委員会ですが、

クラブと海外クラブとの友好関係をいつでも斡旋

をいただけます。どうか、地区委員長のほうにお

問い合わせ ください。特に2004年 には関西の4地 区

が主になって、大阪 ドームをスター トに世界大会

をやるということですが、その場合もできるだけ

多 くの方にご参加いただけるよう、いろいろとこ

の委員会にご活躍いただいております。

◆ □ ― タ リー 財 団 部 門 ◆

サブリーダー 執行 経世  (枚方)

リーダーの菅生パス トガバナーが急用のため、

代理でご報告申し上げます。

ロータリー財団には7つ の小委員会がございまし

て、情報 。増進 。国際親善奨学生・財団学友・

GSE、 ポリオプラス 。人道的援助 と扱ってお りま

す。

柏木インカミングガバナーから、ロータリー財

団というのは非常に複雑なので、勉強のため財団

セ ミナーをやろうというご提唱がございまして、

本年の10月 23日 に万博のサンパ レスで行 う計画で

す。

増進部門におきましては、昨年は地区日標100%

を超 しましたが、昨年末からロータリーレー トの

変動の影響や、会員の多少の減少もあり、3月 末の

データで89%台 になってお りますので、よろしく

ご配慮を願うわけでございます。

GSE研究グラフ交換について、次年度以降の計画

では、現在3名 が決定 していますが、まだ団長さん

が決まっていないのが実情で、今後の課題 となっ

ております。

国際親善奨学生の部門では、例年の事ですが、

女性の割合が非常に高いので、男性の選出にご協

力願います。特に選出しておられないクラブには

ご協力をお願いいたします。

財団学友委員会のほうは、元国際親善奨学生と

か研究グループ交換チームのメンバーなどの方々

カン50名 余 りいらっしゃいます。この方々を、ロー

タリー財団月間あるいは他の機会に呼んで、いろ

いろな報告をしてもらえればということでござい

ます。

ポリオプラス委員会については、2005年 には世
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界からポリオを根絶することをめざしています。

2001年 はDDFか ら3万5000ド ルを拠出されること

が決まってお り、1999～ 2000年度には、ポリオ撲

滅のための資金ニーズが最大 となることが予想さ

れますので、よろしくご協力を願いたいと言われ

てお ります。

それから人道的援助委員会からは、各クラブに

いろいろなプロジェクトを遂行 されるようご要望

が出されました。

◆ 米 山 奨 学 部 門 ◆

討論 リーダー パス トガバナー 中野  董 夫 (大阪阪南)

部門別協議会ではまず、制度の変遷についてのお

話がありました。

現在、米山奨学生の数は1100名で、昨年から選

考方法が大きく変わ りました。これまで当初はロ

ータリークラブのある国、かつてあった国からの

留学生に限定 していたのが、昨年の選考つまり今

年度の留学生からは、そういう制限が一切なくな

りまして、すべての国を対象 とすることになりま

した。また、従来は一般募集だったのを大学推薦

に改めました。さらに、各地区への割 り当てを定

める基準学生数について、応募者ではなく在学 し

ている留学生の数に比例することにな りました。

制度の変更で、当地区への割 り当ては従来よりも

少 し減 り、今年は最終的には27名 になりました。

大学推薦で優秀な方だけを推薦 していただくこと

になり、われわれ地区としてはたいへん選考 しや

す くなりました。

この他、去年から委員長の他に小委員会をつ く

ったのですが、各委員長の方々にそれぞれご担当

の部門についての解説をいただきました。その後、

質疑応答がございまして、なかなか有益な内容で

した。簡単でございますが、以上でございます。
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総 括

インカミングガバナー 柏木 尚 (豊中)

午前中の分はさておきまして、先ほどは各部門

のたいへん熱心なご討議、あるいはご協議があっ

たことを再確認させていただいたわけです。そこ

でぜひ申し上げておきたいのは、会員増強につき

まして、地区の純増 100名以上を目標にして頑張っ

ていただきたいということでございます。

私は、この報告をずっと聞いておりまして、2660

地区の幅と奥行きの深さを実感したしました。当

地区の底力を見せていただいたように思います。

討論リーダー、ご担当のパス トガバナーの皆さま

方、吉川ガバナーを含め、またサブリーダーの

方々に厚 くお礼を申し上げるところでございます。

きょうの勉強会の総括を一言で申し上げますと、

私自身たいへん勉強させていただいたな、という

こと。皆さんの中で、私がいちばん勉強になった

のではないかなと思っているところです。皆さん

の力強さに接 して、たいへん頼 もしく感 じました。

私は至 らぬ者ですが、皆さま方のお力に支えられ

て、何 とか私も頑張って責務を果た したいと存 じ

てお りますので、よろしくお願い申し上げまして、

総括とさせていただきます。

どうも皆さま、ありがとうございました。
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所 感

ガバナー 1彗りll 譴菫司 (大阪東)

どうも皆さま、本当に長時間、早朝からあ りが

とうございました。さぞお疲れになったことと推

察申し上げます。今朝は、柏木インカミングガバ

ナーから、次年度に対する思いのほどを述べてい

ただきまして、私 も感動いた しました。そ して、

本日のこの協議会が無事、大成功のうちに終わっ

たことを心から感謝申し上げております。

これもひとえに、ホス トクラブである豊中クラ

ブの田中会長さま、そ して実行委員長の橋田さま、

また豊中クラブの全会員の皆さま方、委員の皆さ

ま方のおかげであ りまして、心から厚 く御礼申し

上げます。重ねて本 日の討論 リーダーをお務めい

ただきましたリーダーの皆 さま方、そしてサブリ

ーダーの皆さま方、なによりもこの長時間の協議

会にご参加いただきました全ロータリアンの方々

に重ねて心から厚 く御礼を申し上げます。

いよいよ次年度はロータリー2000「活動は堅実、

信望、持続」 ということが掲げられました。私が

聞いたところによります と、次年度RI会長は、キ

ンロス会長、そ してレイシー会長と話 し合われて、

このようなテーマを決められたようです。言い換

えれば、たぶんキンロス会長の「ロータリーの心」、

そ してレイシー会長の「ロータリーの夢を追い続

けよう」 と、いずれも思いやる心が夢を生み、そ

の夢がまた心に活力を与えて、より奉仕活動を活

発にするという思いが、今回も込められているん

ではないかと思います。加えて、堅実 といいます

か、ロータリーの原点をもう一度見直 して、そ し

て勇気をもって修正するところは修正 して、世界

の方々のロータリーヘの信望を高めていき、奉仕

の心を継続 していきたいという願いがこもってい

るんではないだろうかと思ってお ります。

本年度、私の年度はロータリーの夢というものを

大切に考え、そ して継続 し、現実のものにしてい

くことを願ってまい りました。そして世界のあら

ゆる社会に、またあらゆる人々に希望の虹をかけ

ることを願ってまい りました。次年度 も柏木イン

カミングガバナーがこれを継承 して くださるもの

と信 じてお ります。どうぞ、今後とも皆さま方の

温かいご協力を賜 りますことを心からお願い申し

上げまして、本日のお礼の言葉 とさせていただき

ます。どうもありがとうございました。
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閉会の挨拶

実行委員会副委員長 ―瓢  利 男

本日は、朝の 9時から吉川ガバナーはじめパストガバナーの皆さま方、また地区の各部門のサブリーダー

の方々、そして各クラブの会長エレクト、幹事、各委員長の皆さま方、地区協議会に多数ご参加くださいま

してありがとうございます。

皆さま方、長時間にわたり熱心に学習されまして、さぞお疲れのことと思います。各クラブにお帰りにな

りましたら、本日の学習をもとにクラブの運営をしていただくとともに、ロータリークラブの活性化にご尽

力をお願いしたいと思います。

今回は、ホストクラブとして豊中ロータリークラブ、コ・ホストクラブとして豊中市内の3ク ラブが協議

会の運営に協力してまいりました。しかし、なにぶん初めての行事でございます。不行き届きの点が多々あ

ったろうかと思いますが、ロータリアンの友情と寛容の精神でご容赦願いたいと思います。本日は長時間あ

りがとうございました。甚だ簡単でございますが、閉会の辞とさせていただきます。(拍手)
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(大  東 )

(大 阪 南)

(大阪うつぼ)

(千  里 )

(八尾中央)

(測反リノ■サイド)

(大阪東淀 )

(大阪東南 )

(大阪イブニング)

(枚  方 )

(交  野 )

(大阪鶴見)

(大阪東南)

(大 阪 北 )

(茨  木)

(大 阪西南 )

(大阪天満橋 )
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地 区 協 議 会 参 加 者 ( )R.C.

次 期 地 区 幹 事

中)

中)

中)

中)

中)

阪 北 )

次期地区財務委員会

委員長  勝 本   保 (豊  中)

委 員  須 崎 洋 一 (東大阪東)

会 計  上 田 利 男 (豊  中)

枡 田 圭 児 (大 阪 北 )

夫

之

介

司

明

茂

敏

義

賢

博

井

山

島

玄

本
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西

児

竹
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八
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亀
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喜

中

豊
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豊
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塁
　
豊
豆
　
豊
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一人

郎

進

祐

夫

雄

弥

一　

　

之

禎

　

勇

敏

了

正

木

田

中

登

島

田

青

橋

田

加

豊

飯

信 (豊  中)

良 (豊 中 南 )

男 (豊中千里 )

夫 (豊  中)

造 (豊  中)

(豊中大阪国際空港)

(豊  中)

(豊  中)

(豊  中)

(豊  中)

次期地区大会委員長

村 司 悠 峰 (豊

次期地区大会幹事

馬 場 一 雄 (豊

中 )

中 )

次期ロータリーの友地区委員

一 瓢 利 男 (豊  中)
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出席者名簿

Ｄ

　

　

Ｈ

Ｋ

　

　

Ｍ

Ｎ

　

　

０

大   東

大 東 中 央

東 大 阪

東大阪中央

東 大 阪 東

東大阪みどり

東 大 阪 西

枚   方

枚方くずは

木

東

西

田

木

木

茨

茨

茨

池

池田くれは

門   真

交   野

箕   面

箕 面 中 央

守   口

寝 屋 川

寝 屋 川 東

大   阪

大阪阿倍野

大阪ちゃ憫訪

大 阪 中 央

大 阪 堂 島

大 阪 阪 南

大 阪 東

大 阪 東 淀

大 阪 平 野

大 阪 本 町

大阪イブニング

大 阪 城

大 阪 城 南

大 阪 城 東

大 阪 柏 原

大 阪 北

大阪北梅田

大 阪 北 淀

大阪御堂筋

大 阪 南

大阪リバーサイド

三日員作

伊泊規子

川口暢彦

山本義朗

水谷 弘

山本崇雄

梅沢喜八郎

門前武彦

岡田日出男

野田征夫

石川一彦

佐々木良高

海邊忠治

霧山勝弘

今村洋二

板井勝富

神内紘典

東 良三

楠神 壽

前田澄雄

尾崎幸次

阿部晴彦

村田治彦

青木民男

植村甚久

梨本幸男

服部四郎

若林紀男

大津久直

佐野元英

天方義邦

田中義信

辻中明一

杉原 茂

藤田幸一

松原貞一

回井東一

山田崇雄

安達 研

福井恵一郎

平岡英信

山本社三

石丸康一

中島 勤

河北勝彦

原口隆夫

岡田耕治

味岡 賓

石津良行

安積曜夫

泉谷楠夫

金田憲幸

森田 隆

田村英明

北野紀之

福田公二

吉村光弘

古神子壽

谷川貢二

田遠正昭

南野久米二

好川照一

生野史朗

早嶋 茂

渡邊純一

小林 孝

益田照夫

,竹 田秀道

南部高志

丹羽一郎

佐々木一幸

川上善司

鈴木儀雄

山口慶仁

田中俊男

栗谷貞義

古川信義

西岡哲也

栗本友和

高石英二

川上憲広

中村 博

小倉宏之

前田葉子

江原誠三

市川貴一

火伏義純

。小林信治

城戸義雄

岩本 忍

谷村佳昭

磯田隆平

1平尾公介

1辰 巳克平

1松尾泰博

1橋本善治

1柴 田安博

1尾 田 豊

1豊 田 峻
'丸

野 務

1村 田勝彦

1蔵
田禎夫

|三井満司
|

1藤井 修
1南

井一彦

八木頼夫

青木憲治

藤田宗平

浜崎悌一

水山 章

古田鶴彦

小中義博

玉井三貴男

中庭寿朗

岡野啓治郎

藤江正謹

西本晴男

今井賢二郎

上西宏侑

。杉原久史

高月環介

越智碩夫

宮崎信夫

・祖父江一郎

大測 馨

小出賓一

谷中清孝

倉根秀行

坂井孝彦

三井大二郎

斉藤勝俊

石渡善一

浜広 勲

・冨田 明

中川定雄

・村本正義

高岡賢弘

|・ 倉 茂夫

・奥村昌也

林 克彦

。大塚庸行

。河津誠彦

‐藤原敏裕

1北島清光

。江端将哲

森 時頼

松本 勉

青山文雄

竹川修司

飯村佳夫

佐古忠司

道上恵三郎

笠井勝巳

中村 健

。北尻金二郎

友定弘蔵

石井基行

坂井直博

加藤 勉

・山下健三

北オす  譲

中嶋或郎

。鳥飼勢三

安富國詞

大橋 融

高嶋秀行

近藤浩司

松井素子

大西寛治

樋口光弘

織田宗輔

吉川明宏

村上雅治

阪口忠士

弓手宏亮

水尾祥一

宮田 明

久保義誓

瀧川理也

加藤英子

岸上宏司

・古川 智

高橋英雄

木戸 正

田村徳郎

。野村正勝

辻村 弘

梶田周作

柳沢宏之

大多一雄

森 哲哉

谷口晴彦

飯田精三

・福光道太

和泉俊治

溝手敦信

鍛崎伊土樹

中野凱一

。大南勝也

浦川義輝

井上教規

山口 寛

木内健二

古賀省三

黒田恭年

田辺嘉之

村木 茂

坂田哲男

・室井 誠

江指 助

樋口秀和

若狭一夫

森本 一

。前田賞也

寺西太一

山片重房

杉山義丈

諏訪正美

中村雄策

掛谷建郎

西村長比古

櫻井 彰

山口正之

貴田信行

丸山安雄

平田至宏

桜井員三

堀川 明

小野山攻

紅露政利

浜田博章

Vttnine Morom『

浦野庸三

・水島睦司

亀井雄志

堀内敏道

和田 健

山本武男

高野 隆

米田忠由

安藤康雄

廣森達郎

碓井 昭

吉岡光雄

片山雅和

山本光勇

藤田 彬

大西久晴

森田雅美

山田和義

前田元夫

三木文雄

角井吉彦

井上正篤

小崎正雄

湯谷登束男

常薬寺喜雄

河野剛士

大西武治

橋本茂夫

川端孝司

・簡 仁一

西中 務

佐藤喜代澄

藤川隆治

藤井保雄

大限清明

石田俊夫

岡内重信

石田博和

・阪日 明

木村陸朗

北本 明

上田隆三

大浦浩暢

檜垣誠次

谷野利夫

北 研次

山本研二郎

。糸岡憲男

西村 費

信根勝一

寺西邦男

濱村太造

。長友滋尊

野中一彦

田中信守

岡村政嗣

阪口善雄

熊本武史

渡辺生児

・蔵田隆一

國分紀 一

中村幸盛

榎本光博

岩本静江

木室清一

大畑 斉

山田隆教

中谷政義

高田富三男

岩阪俊介

聡

健
　
一　
一二

二

幸

重

宜

仲

島

上

畠

高

井

林

原

織田重雄

伏下輝國

有吉雄二郎

芝野弘二郎

国富信彦

桂田幸三郎

神戸昭典

盛岡建吉

松田隆明

木船貴由

吉村 修

小林惇三

西野公庸

前田忠蔵

青井 隆

吉原光雄

喜多敏明

細川進太郎

玉井教裕

内海浩之

岡倉三郎

・富士谷清

吉村源逸

大本武雄

。門脇義房

谷口光夫

森 真二

菅生清佐衛門

奥中克治
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志水慶一

国分重昭

島崎進一郎

岩本樹雄

秋山圭市

・廣末利男

井原悦司

荒石義一郎

美馬大道

中西順一郎

片岡清夫

細川永治

藤立啓一

高木美和子

村上元昭

高津嘉夫

近藤俊夫

大田比登史

,上西利三

森田正治

今川憲治

林 明雄

小山喜弘

・片山 ‐歩

木曽英次郎

吉澤秀夫

小林 明

大山文雄

内田 廣

園 候 ‐

橋本安雄

木下明之

中川賢治

坂口 健

・久保 勲

1橿村泰信

1木村慎一郎

1山本 典

|・ 杉本全司

1田 中慶一

1倉本 進

辛川順一

上山照夫

徳岡佑造

南 樹一

足高達七

木田賢治

岡本政和

。本多至成

西村 障

田中穣二

。宮崎信敏

脇田貞二

川本晴男

尾崎 剛

田中成和

奥田 清

小島円宗

。家田成夫

伊藤武定

武内教治

葛原忠知

池田正英

大森 治

田中忠男

神島博昭

。光岡史富

1原田 肇

1畑 正廣

|。 岡 照雄

1大井 清

1由上時善

1大隅正純

瀧井 理

東 富美雄

竹玄賢司

中村恵英

武田徹也

笹山利雄

中力l 持

斉藤 茂

萱村信造

高野博行

植松一良

田中壽秋

吉田和正

山_11和貝」

八木 誠

宮越 昭

太田裕史

近藤治郎

阿部恭三

甚田隆康

竹田正司

加藤昭男

井上千明

阿知波 毅

福田幸一

山本 誠

杉本源衛

奥田 実

武市智寿

平山博史

岸本辰二

梶元 英

青木 高

矢橋弘嗣

長井伸一

中川廣司

清水勝美

柴田 仁

渡辺忠雄

平野善次

人関道麿

森山鐵男

西川知行

枇榔五郎

吉田日士光

木本亮介

梶本良治

坂本憲治

阪口 毅

川密 慎

福田忠博

吉田尚司

諏訪正三

光満寛守

岡 豪敏

自井慶勝

杉村章二

竹川公三

川上伸一

露口佳彦

清水 明

福西幸夫

西 正中

山田美美江

沖島阿喜良

武曽 忠

坂本一民

新屋正官

三野文男

山田秀雄

吉田喜 ‐郎

中島英郎

今井忠臣

岡田義昭

北垣次彦

池田 進

鶴見芳令

山口愛彦

成尾紹雄

金ケ江裕之

吉岡五郎

尾崎貞親

高木荘輔

,早瀬 徹

田中勇之祐

古澤照男

濱田英機

前川好弘

小川 寛

片岡哲玄

中西義治

大坂有一郎

井上 lE典

春木洋次

小長谷道人

井手野ド秀守

板野員巳

杉山宗央

成山 肇

池谷典彦

高澤籍七子

井戸公夫

早川謙一

加納晴彦

竹之内 勲

乗光孝明

松村 武

辻  ・郎

津留正孝

・水沼健男

宇野 滋

稲本 ‐夫

松原倉敏

高田省三

福井宏有

高野久輝

長谷川靖彦

大平宏美

井 11陽 二

岩田正名

毛利征一郎

神田敏男

辻野眺一

藤井宗 ・

澤本政光

吉田弘孝

齊城正之

河崎守男

後藤孝吉

片岡基博

福井茂行

夫

山本 肇

井 L占雄

上西康治

。角屋正進

薮野正年

人橋鉄二

大西洋一郎

前田 功

川原 巧

正田武弘

林恰久雄

森 泰輔

・加藤昭男

岡本千秋

栗田仁宏

内海郷司

永江 薄

西原好一

北田耕 ・

水間頼孝

・折寄武士

上田 尚

斉藤隆二

西田良平

朝比奈秀夫

相原正雄

横田 聡

田村 賓

安封嘉一

杉本英一郎

玉城 明

杉本義弘

石井清隆

和三弘麿呂

村司辰朗

・國貞員司

村井健三

甚田倫弘

今川和明

西岡成典

吉川日出子

下岡陽一郎

北田好文

小鍛冶雄皓

歯城健二

松中修身

田村和之

島 伸彦

是永 明

三村恵造

青木達也

井上 明

大橋寛治

大坪武彦

中 明夫

高本武男

立花幹夫

徳岡昭七郎

松井隆雄

川端一輝

谷 康平

中西藤和

井上芳治

堤 昌彦

自方誠爾

藤井克彦

佐伯吉捷

田中康造

平井 一

足立善信

中山安信

澤井正寛

吉川晴喜

岡本昌夫

坂本信人

畑田耕一

山中久男

中尾正三

樹下行三

正野 憲

村上横一

真野鐵生

0

S

丁

Y

大阪中之島

大 阪 難 波

大阪なにわ

大 阪 南 西

大 阪 西

大阪大手前

大 阪 大 淀

大 阪 咲 洲

大 阪 西 北

大 阪 西 南

大 阪 船 場

大阪心斎橋

大 阪 城 北

大阪そねざき

大阪住之江

大 阪 住 吉

大阪天満橋

大阪天王寺

大 阪 東 南

大 阪 鶴 見

大 阪 梅 田

大阪梅田東

大阪うつぼ

大 阪 淀 川

千   里

千里メイプル

津

畷

田

坂

西

槻

東

西

中

南

条

　

距

田

　

槻

槻

　

中

摂

四

吹

欧

欧

高

高

高

豊

豊

豊中大阪国際空港

豊 中 千 里

八   尾

八 尾 中 央

八 尾 東

針谷紘一

西森喜一

菅本高美

赤井辰蔵

河西計介

飯塚久忠

松尾忠治

丸山幸夫

桂 直久

弥谷佐兵衛

武旧 賓

鴻野精彦

服部 貢

岸in種一

西日敦宜

平井博道

赤木頌一

金 r 裕

荒木彰 一

西野政治

梶谷健二

山野謹五郎

天羽邦照

武田慶之助

川瀬甲子雄

西本明文

埜ll定男

景山隆光

佐藤庄治

長澤義雄

新井 清

花増朝道

杉岡宗雄

菊地祐生

西山敏之

坂本英一

行岡義蔵

奥村量之

高木優一

山田正雄

鈴木 洋
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潔
　
子

之勇

　

　

典

進
　
男
　
雄

＝

り

　

　

一

栞

句
　

　

一

田
　
瓢
　
場

橋委

副

幹

員

委  員

|=:

Tて

日
Tて

」旨
月障

/ eE?+ I n rf 11

JlSn-91)-2.7 (fizFraJ)
地 区協 議 会 実 行 委 員 会

馬

S.A.A.

ソング リーダー

ピ ア ノ 伴 奏

ホス トクラブ会長

部門別協議会担 当委員

・ 田 中

・ 小 橋

織 田

`田 中 正 一

ノ
′

ottS - l0

t*l-r 7 = 7

1+1a l2= t*

lttt 7 -- |

|+1■ 3=よ

 ヽ `″
|十 1千 J‐ 0

1■ l・ |・ 3

委 員 会 委 員 長 副委員長 委 貝

総   務

プログラム
西山 敏之 枇榔 五郎

児島

佐伯

義介、小橋

清彦、澤木

潔、近藤

政光、田中

俊夫、南坂

正一、次家

和一、

信紘

会   場 喜多 正夫 田中勇之祐
古澤

内本

照明、門

晴夫、矢口

宏明、河崎

正登、矢野

守男、恵

昭

賢親、

登   録 豊島 了雄 竹玄 賢司

畑田

森本

大塚

耕一、米田

博明、中西

穎三、島田

真、小杉

敬次、奈須

一光、山西

三朗、黒河

正好、小川

洋一、吉川

洋、

修平、

孝雄

接   待 村司 悠峰 一瓢 利男
橋本

田中

清、亀田

啓次、辻井

八良、木村

茂夫、渡辺

実、中井

宏道

毛ヘ

0ふ 、

記   録 加登 敏夫 馬場 一雄 橋本万太郎、宮田 禄大、村司 辰朗

救   護 森山 貞信 中西 純造 千葉 隆造、木村 正治、森本 健

会   計 上田 利男 勝本  保 中村 勝彦

部 門 別 会   場 S.A.A. 記  録 補 佐 役
△

= 長 ロイヤルホール 3F ・ 西山 敏之 ′児島 義介 。次家 信紘

幹 事 桂   2F 馬́場 一雄 。枇榔 五郎 ・ 亀田 八良

ク ラ ブ 奉 仕 桐   2F 。森山 貞信 黒河  洋 一瓢 利男

職 業 奉 仕 牡 丹  2F 。中西 純造 ・ 澤木 政光 。喜多 正夫

社 会 奉 仕 山楽 1  2F 田中勇之祐 。村司 辰朗 o田 中 啓次

国 際 奉 仕 楓   2F ・ 加登 敏夫 ・ 畑田 耕一 ,辻井 茂夫

ロータリー財団 ダイヤモンドルーーム 2F ・ 橋田  進 。近藤 俊夫 ・ 森本 博明

米 山 奨 学 山楽 2  2F ヽ村司 悠峰 ・竹玄 賢司 ´河崎 守男

66
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1999～ 2000年度

地 区協議会収支報告書

豊 中 国― タ リー ク ラ ブ

橋 田 進

上 田 利 男

※剰余金は地区資金に組み込みました。

卜

長

計

ス

員

ホ

委

会

170,000× 83ク ラ ブ登  録  料 14,110,000

200,000地 区 補 助 費

米山記念奨学会 752,176

銀 行 利 息

会  場  費

2,822

4,983,103

3,548,160昼食・飲み物代

設  営  費 861,663

7 ｎ
） 8準 備 会 議 費

389,880E口  刷  費

668,617記  録  費

記  録  誌 690,000

74,970郵  送  料

雑 費 169,229

剰  余  金 3,507,558
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この記録は協議会で録音したテープから作成いたしました。

文中、敬称を省略させていただき、また編集や紙面の都合上、

要旨のみにとどめたり、省略した部分、また文体の一致しない部

分がありますが、よろしくこ寛恕のほどお願い申し上げます。な

お、テープはホス トクラブに保管してありますので、必要な場合

は申し出てください。

地区協議会記録委員
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